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第Ⅰ部 「問題の所在と本研究の目的」  

序章 研究の概要  

本研究は、学級、および授業における学習者の学びの変容プロセスを明らかにするもの

である。学習者の学びを考える際には、その学びの質が重要な観点となる。他者と学ぶこ

との重要性は、学びの共同体論や学び合い論など、これまでいくつかの指摘がなされてき

ている (後で詳しく述べる )。しかしながら、学級、および授業における関係論的な学びと

内容論的な学びとを結び付けて論じられている研究はいまだに少ない。その要因の１つと

しては、以下のことが考えられる。すなわち、教師や観察者が授業において、学習者の関

心や意欲の向上を重要視し、学習者が他者と関わっている、といった状況を学びと認識し

ていることにあるのではないだろうか。そのような観点に加え、理解や解釈といった内容

を深めている学習者の思考過程やその内実を捉えることは、学習者の学びの質を検討する

上で、大変重要なことである。  

そこで、本論の第１章では、これまでバフチンの対話理論の鍵概念、とくに「多声（性）」

「宛名」といった鍵概念の整理を中心に行う。バフチンの対話理論のさらなる理解とその

他の対話諸理論を整理することを通して、対話論についてのさらなる見識を深めていく。  

次に、本研究の第３章から６章では、小学校の継続的な授業観察を行い、学習者の学び

の可視化をバフチンの対話理論を援用することによって試みた。すなわち、バフチンの対

話論を理論的背景として、授業における児童の学びに内在されている関係論、および内容

論の相互作用を検討し、その変容プロセス、および、児童の学びの詳細を明らかにしよう

とするものである。これは、教育実践における新たな解釈や理解、つまり、教室における

事象に対し、意味づけを行うことを通して、教育実践および授業実践の可能性を追求する

とともに、教育実践における理論的仮説を生成しようとするものである。  

そして、第７章では、これまでの研究によって明らかになった知見を踏まえ、「自らが

有する権威・権力と葛藤しながら、どのようにして学習者にとっての真の学びを創造して

いくことができるのか」、といった教室空間における対話と権威・権力の関係性について、

事例シナリオを作成し、教師を目指す学生に教授するために、実際の現場で起きている出

来事を題材にした対話型事例シナリオを作成し、実施および検証する実践的な研究を試み

る。  
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第１章 授業における「対話」に関する先行研究の外観  

 

第１節 問題の所在  

１ 関係論的学びの意義と課題  

中央教育審議会答申 (平成 20 年１月 )における「７．教育内容に関する主な改善事項」の

第一項目では，「言語活動の充実」が記されている。すなわち，学校教育における言語活動

の充実は，全教科に共通する課題である，といえる。  

しかしながら，極めて重要な観点として，これまで行われてきた言語活動の意味を踏ま

えた上で，これからの言語活動について議論する必要があるだろう。  

そもそも，90 年代以降の学校教育，とりわけ授業においては，学び手としての主体性の

回復が求められ，そのための方法として，他者との関係性を重視した協同的な学びとして

の「学び合い」や「学びの共同体」といった学習共同体の重要性が指摘されてきた（ １ ）（ ２ ）。

(佐藤学，2000，西川純， 2000 など ) 

それに伴い、学力や能力に対する認識，およびそれに伴い研究の方法論が大きく転換し

てきている。例えば，佐藤公治 (1999)は，従来の心理学研究の発達観や学習観について「絶

えず他人よりも秀でた人間になっていくことが善であるという個体主義的な能力観を，社

会や教育や，そして発達の研究の中で持つようになった」  と述べている（ ３ ）。  

授業に関して言えば，佐藤学 (2003)は，「者」や「モノ」との関わりによって生まれる学

びを「対話的実践」と表現し，次のように述べている （ ４ ）。  

 

「学びとはテキスト（対象世界）との出会いと対話であり，教室の仲間との出会いと対話

であり，自己との出会いとの対話である。学びは対象世界との対話と仲間との対話と自己

との対話的実践によって構成されているのであり（学びの三位一体論），『活動（ activity）』，

『協同（ collaboration）』『反省（ reflection）』の三つで構成される『活動的で協同的で反

省的な学び』として遂行されている」    

 

佐藤学は，学びの本質を，対象世界を間においた自己と他者との対話と位置づけている

といえる。  

以上のように，現在の発達観・学習観は，従来の個体主義的なものから，相互作用的（ ５ ）

(佐藤公治 ,1996) ，関係発達的（ ６ ） (鯨岡峻 ,2000) な発達観・学習観へと転換してきている

といえる。他者と関わりながらの学習が求められ，協同的な学びや児童同士の自律的な実
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践も展開されてきている。  

石井順治 (2004)は、授業における教師の役割について、「教師の仕事の中心は『つなぐ』

こと」と述べている （ ７ ）。また、「つなぐ」はたらきを、「考えと考えをつなぐ」、「子ども

の考えとテキストをつなぐ」、「子どもと子どもをつなぐ」、ということの 3 つに分けてい

る。ここでいうつながりは関連づけるつながりである。さらに、石井は今求められる教育

として、「人と人とのかかわりを回復し、他者とともに学びを深める教育」とも述べている。  

しかしながら、このような他者との関係性を重視した学びにおいては，どのように児童

の学びの深化や理解をみとればよいのか，という課題も指摘されている （ ８ ） (森脇健夫，

2012)。  

教室での関係性の学びの問題を考えるにあたり，まず学級という集団の中で学ぶことの

意義について考えていきたい。  

吉本均（1994）は，教育における集団として，共同自治的集団の重要性を述べている（ ９ ）。  

  

子どもたちは学級集団という規範＝環境に働きかけ，自分たちの総意をねばり強く結集す

ることで，それを自分たち全員のものとしてつくり変え，いっそう文化的で豊かな環境を

生み出していくこと，そしてまた，その過程で，同時に，子どもたち自身もよりいっそう

能動的な活動主体として自己変革を遂げていくということ，そうした個と集団との弁証法

的過程を指導していくところに，われわれの民主的集団づくりのもつ人格形成的意義が存

在しているのである。  

 

 つまり，吉本は，集団と個が相互に関連し合うことを通じて，主体的な児童同士らの手

によって新たな価値を生み出していく営み，が重要だと考えている。  

 この集団といった考え方を学習集団に置き換えた場合，豊田ひさき（ 2001）は次のよう

に述べている（ 10）。  

 

 わたしたちが主張してきた「学習集団づくり」とは，（中略）学級を主要教科の授業のた

めの少人数クラスに編成するというシステム，つまりハード面の整備のことではない，と

いうことである。「学習集団づくり」のづくりには，教師と子どもが，共に学び合う，とい

う学級の意識づくりの主人公に，子どもたちを立ち上らせていく取り組み，という意味が

こめられている。  

学習集団においては，学習集団の形成過程の中で，児童自らが主人公となって，学びを
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創出していく，という意識を集団が持つような学級の文化が重要だと考えられる。  

 

このような学習を集団によって組織する考え方に，前述した「学びの共同体」といった

考え方がある。協同的な学びとしての「学びの共同体」について，佐藤雅彰（ 2011）は，

次のように述べる（ 11）。  

 

「学びの共同体」では，子どもたちが対等な立場で学び合い，お互いを尊重し合い，お互

いにケアし合う，民主主義を基盤とした協同的な学びを組織する。具体的には授業の中に

「作業的活動」「グループによる活動」「表現と共有」の三つの活動を組み込み，知識・技

能だけでなく，多様な人々が共同する生き方を学ぶこととする。  

 

このような佐藤が主張する「学びの共同体」と吉本・豊田らとの学習集団という考え方

は必ずしも同義ではない。その違いの１つは，集団と個の関係性である。吉本・豊田が主

張する学習集団は，学級において教師が集団と個を同時に組織し，その中で児童が学びの

主体となっていく営みを重要だと考えているのに対し，「学びの共同体」は，小グループの

集団と個の関係性による児童の主体的な学びを重要だと考えているのである。  

それでは、このように学級や授業において、対象世界を他者とともに理解することが求

められる授業において，どのようにして学びの質を検討していけばよいのであろうか。そ

して、そのような学習を集団や共同体の中で組織するには，教師はどのような理念と方法

を実践しているのだろうか。  

この点に関し、筆者は次のような研究仮説を持っている。すなわち、教室においては，

他者との関わりの変化と学習内容の深まりが相互に関連している，ということである。対

象と自分との二項関係に，自分とは違う存在である「異質な他者」 (教師や他の児童 )が介

入することにより，これまでとは異なった解釈や理解が起こるのであり，他者 (教師や他の

児童 )と自分の二項関係だけでは，対象への理解は深まらない。つまり，授業内における学

習内容の理解や解釈は，対象と他者と自分の三項関係の中で，変化していくといえる。  

よって，他者の関わりと学習内容の深まりがどのように関係しているのか，そして，教

師がいかにして，そのような協同的，自律的な学びの実践を構築する教室空間を作りだす

のか，その過程を明らかにしていく必要がある。  

 

２ 教室における権力・権威構造 
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それでは、教室空間を考えるにあたり、権威・権力の問題について考えていく。そもそ

も、権威・権力はどのような違いがあるのだろうか。なだいなだ (1974)は、この２つの概

念の違いについて、次のように説明している （ 12）。  

 

権威も権力も、いうことをきき、きかせる原理に関係している。権威は、ぼくたちに、

自発的にいうことをきかせる。しかし、権力は、無理にいうことをきかせる。そして、今

のぼくたちの社会は少し、それがくずれかけてはいるけれど、この権力と権威が二重うつ

しの１つのイメージを作っていて、それがぼくたちにいうことをきかせ、まとまりを作ら

せている。  

 

しかしながら、この権威や権力というものは、そう簡単には区別できない。その理由は、

権威や権力の構造にある。すなわち、権威や権力というのは、自覚しにくい構造になって

いるのである。  

そもそも、権力概念は、一般的にトップダウンの抑圧の象徴として認識されている。あ

る特定のものが権力という大きな力を手にし、それをある対象に行使するという図式が最

もわかりやすいであろう。  

しかし、こうした従来とは異なった権力概念を提唱したのが M.フーコーである。フーコ

ーは権力が暴力的な抑圧の象徴ではなく、権力関係を構築する関係論的な権力の様相を《規

律・訓練＝discipline》という概念として提唱した。  

難波江和英・内田樹（ 2004）は、このようなフーコーの概念を次のように説明する（ 13）。  

 

フーコーは、人間の存在を無視しているのではなく、人間を知らないあいだにあやつり、

支配・被支配の対象に変えてしまう目に見えない力のはたらきを「権力」と呼ぶことによ

って、そこに人間独自の問題をたちあげようとしている。（中略）例えば、わたしたちは、

警察や病院といった機関、教育や結婚といった制度、さらには常識や道徳といった価値観

を自然なものとして受け入れて現実を生きている。しかしその現実のありようは、わたし

たちが思っているほど自然なものではなく、なんらかの原理によって形成されてきた経緯

がある。それにもかかわらず、わたしたちはたいてい、そんなことに注意をはらわずに毎

日の生活を送っている。  

その観点から見れば、フーコーが「権力」と呼ぶものは、たしかに特定の個人 (たとえば

上司や政治家や国王 )、あるいは価値観といった社会の根幹をつくり、それをとおして日常
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生活に浸透しながら、人間の言動をコントロールしている規律的な作用のことである。  

 

フーコーの権力論が独創的なのは、ある特定の権力者が権力を「もつ」のではなく、支

配へと至る「戦略・技術」という点において、広く社会一般を視野に入れた権力の概念を

提示したことにある。フーコー (1977)は次のように述べる（ 14）。  

 

権力の行使とは、ある者が他者の可能な行為の領野を構造化する仕方である、という定

義を再び取り上げよう。このよき権力関係にとって固有なものとなるのは、権力関係が諸

行為に対する行為の様態である、ということだ。すなわち、権力諸関係は社会的結合に深

く根ざしているのであり、全面的に消滅的できるとおそらくは夢想しうるような補足的な

構造を『社会』の上空に再構成しているのではない。ともあれ、社会で生きるということ

は、たがいに行為に働きかけあうことが可能となるように生きるということである。『権力

諸関係なき』社会とは、ひとつの抽象でしかありえない。  

 

ここまで権威と権力について整理してきた。それでは、このような権威・権力が学校に

おける教室空間において、どのように作用しているのだろうか。教室における権威・権力

について、佐藤学 (1994)は次のように述べる（ 16）  

 

現代の教育の危機が、おおかたの予想に反して、学校と教師の権威と権力の過剰にある

のではなく、逆に、学校と教師の権威と権力の失墜から生じていることを、物語の語り手

が認識しえていないことを指摘できるだろう。（中略）教室という場所は、その特有の装置

を介して、社会の権力と権威が忍び込み特有の様式で作用する場所なのである。そうだと

すれば、教室の権威と権力の暴露と告発に終始するのではなく、教室という場所で生成し

機能している政治力学の解明こそが、研究の課題として設定されなければならない。  

  

そのような学びを創出する対話的空間を構築するに教室空間における机や椅子の配置

について、稲垣・佐藤 (1996)は次のように述べる（ 17）。  

 

子どもたちの机と椅子の配置も、教室空間と権力関係を規定し表現している。通常の教

室のように黒板に向かって整然と列をなして並べられた机と椅子は、教師の一方的な伝達
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と説明を基本として遂行される一斉授業に適した教室空間を構成しているし、教師を中心

に「一望監視システム」（ミシェルフーコー）として構成された権力空間を表現している。

この教室の一方向性に対して、多くの教師が、子どもたちの机と椅子を「コの字型」に組

み替えて、子ども同士のコミュニケーションを空間的に教室に準備する試みを行っている。

さらに、協同学習を重視し子ども同士の教え合いを尊重する教師は、いくつかの机をテー

ブル状に合わせて配置する教室空間を準備している。  

 

稲垣らが指摘するように、このような教室空間に存在する権威・権力構造を机や椅子の

配置の転換によって、対話的な教室空間に変容させていくことで、より豊かな学びを構築

していくことが可能であろう。  

教室空間において、権威や権力に固定化されてしまっては、子どもの学びもそこで衰退

してしまう可能性がある。威圧的で、教え込みによる弊害を自覚している教師は多いであ

ろう。しかし、教室空間において、フーコーの指摘するような、みえない、またはみえに

くい権威と権力構造が存在することを、自覚し、その権威・権力と葛藤し続けることで、

本当の意味で子どもたちが学べる教室空間を構築していくことが可能であると考える。  

 

３ 文化的実践としての授業の意義と授業構造が抱える課題 

先述した教室空間の構造と同様に、授業における構造も子どもの学びを考える上では大

変重要な観点である。授業の基本構造は、学習者・教師・材 注 1 という３つである。材は文

化的価値を内包し、かつ教師の意図や願いが込められているものである。佐伯胖 (1995)は、

学習を「文化的実践への参加」、と定義し、文化を次のように説明している （ 18）。  

   

つまり、ここでいう文化というのは、つねに過去の伝承とともに未来への新たな文化づ

くりのさまざまな実践が行われているという、未知なる世界に開かれたいとなみをさして

いるのである。  

こう考えると、私たちがいう「文化」の概念には、ものごとの意味の根源に立ち返り、

ものごとを再吟味し、味わいなおし、「新たな文化の作り手」として世界と関わるという実

践（それが「文化的実践」である）がいとなまれていることが前提になっているのである。

しかも、そのようないとなみ（文化的実践）は、絶えず問い直され、修正され、より広い

社会との関係の網目がつむぎだされていくものなのである。そのような共同的ないとなみ

とその産物こそが文化なのである。  
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授業という営みが、「文化的実践の参加」としての学びという前提にたつことで、冒頭

にも述べたように、対話的空間を構築するその必然性があらわれてくる。  

しかしながら、授業の構造それ自体に対話空間を構築することを困難にさせる要因が存

在する。  

藤岡信勝は、授業書による教材開発、および授業の特徴について次のように述べる（ 19）。  

 

① 一般に、教師から子どもに与えられる情報は、教師の口頭による場合、板書される場

合、および 文章による場合がある。授業書はこのうち、徹底した文章中心主義をとって

いる。  

 

② 「問題」にはじまる一ステップの結末が、クローズド・エンドである。すなわち  

ａ「問題」には正解がある  

ｂその正解を教師は知っている  

ｃ最後にはその正解が子どもに知らされる  

 

③ 子どもは「問題」を解く主体である。いいかえれば  

ａ問題を発見する主体  

ｂ問題を提起する主体  

であるとはみなされていない。子どもは自由に、何でも考えることが許容されているが、

それはすべて教師側の与える「問題」の枠内における自由にすぎないのである。  

④授業書では、ステップの順次性に自由度がない。あらかじめ教師 (授業書 )が予定したコ

ースを一本道で進んでいく。その場合の状況に応じたコースの変更は原則としてありえな

い。コースを変更せざるをえないとすれば、それは授業書の欠陥とみなされ、次の段階で

は授業書が改訂される。  

 

藤岡の批判を踏まえれば、授業において学びを構築するためには、子どもが自ら問を立

てて、それを共有し、それを解決していくものである、という授業観への転換と変革であ

ろう。  

よって、教室空間において教師がどのようにして材を設定し、子どもに提示し、子ども

自らがその問いを立て、解決していく過程としての学びを展開していくのか、また、教室
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および授業における権力構造や授業構造と常に対峙しながら、いかに学びを創出していく

のか、について明らかにすることは重要であるといえる。  

 

４ 教職課程における対話型シナリオ材の開発意義と課題 

ここまで、学級、および授業における対話の重要性について述べてきたが、対話空間を

構築する教師をどのように育てていくことが可能なのか、についても考える必要がある。 

現在、学校教育現場において、団塊世代の教師の大量退職に伴い、初任教師が多く採用

されてきている。そのために、学校教育現場においては、早急に初任教師や若手教師を養

成することが緊急の課題となっている。 

そこで、筆者は、将来教師を目指す学生に対して、以下のような力量が必要だと考える。

すなわち、学校、および授業における本質的な問題や実際に起こった出来事をテーマとし

て扱いながら、その問題の本質に学生が気づく、つまり「問題を発見する力」を身につけ

させることだと考える。教育事象においては、その問題がどこにあるのか、ということが

みえにくく、わかりにくい場合が多い。そして、その問題が見えなければ、解決する手立

ても持つことができない。よって、その問題を発見できる力をつけることが重要となる。

そして、学生自らが発見した諸問題を解決できる実践的指導力の育成を目指す必要がある。 

それでは、どのようにしてそのような教師を育てることが可能であろうか。その一つの

方法として、事例シナリオがあげられる。教員養成教育において、すでにいくつかの事例

シナリオの試作・試行が行われている （ 20）（ 21）（ 22）（ 23）（山田ほか，2010；三輪ほか，2011；

前原，2013 など）。これらの先行研究が示唆することは、教員養成段階において、それぞ

れの専門や教科を事例シナリオとして用いて学習することができるということである。こ

うした事例シナリオはシナリオとして蓄積・共有が可能であり、各領域の専門性の維持や

向上に効果的である。しかしながら、それらの事例の蓄積は十分とは言えず、また、特定

の専門や教科だけではなく、教育方法をはじめとする、教育学を扱った事例をシナリオ化

することも急務である。 

 そこで、本研究では、教員を目指す学生に対し、教室における教師、および方法に内在

する権威・権力構造の理解を促す事例シナリオを開発し、その実践の効果を検証する。 

それでは、教育実践においてシナリオ事例を用いることの意義について考えていきたい。

教員養成大学においてシナリオの開発・実践を試みている森脇健夫ら(2013)は、教育実践

における事例シナリオの有意味について、以下のように述べている （ 24）。 
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１つ目は、教育実践研究においても学生がなかなか出会う機会のないトピックや対処の仕

方を間違えば、人間関係を損なったり、あるいは事例によっては命にかかわる問題につな

がる(例：大津のいじめ自殺事件のような)事例については、シナリオ化すること自体に意

味があるだろう。(中略)２つ目は、教育実践研究分野できわめてはっきりとした理論や基

礎・基本について事例研究を通して獲得させることができる、という場合である。３つ目

は、シナリオを明文化することによって、教材としての共有が可能になり、発信・受信し

ながら、より質の高い教材文化を作っていく道を開いていくことにつながり、という意味

においてである。 

 

 そして、そのような意義から、対話型事例シナリオを提唱し、その原則・原理を以下の

ように主張する。 

 

１  目的は正解に至ることではない。むしろ、多角的に問題を捉え、問題の所在を確定し、

問題の探究のために必要な情報や知識を得ることが目的となる。  

２  専門家の知識 (見識 )に触れる機会は重要だが、専門家の解決過程をなぞる、ことが学習

のたどるべき過程となるわけではない。専門家の解決が唯一無二の「正解」ではない。  

３  対話型シナリオの授業実践化 (授業実践における使用 )にあたっては、事例シナリオと学

習者が対話できるように授業者は支援を行う。  

 

  

さらに、森脇らによれば、対話型事例シナリオは以下の３つの型があるとされている。す

なわち、①「問題状況判断型事例シナリオ（以下、「判断型シナリオ」とする）」、②「判断

根拠追求型事例シナリオ（以下、「追求型シナリオ」とする）」、③「物語産出型事例シナリ

オ（以下、「物語型シナリオ」とする）」である。 

森脇らの指摘を踏まえ、本事例シナリオにおいては、有意味の２つ目である「教育実践

研究分野できわめてはっきりとした理論や基礎・基本について事例研究を通して獲得させ

ること」を目標としている。また、類型としては、①「判断型シナリオ」に分類される。 

 しかしながら、対話型事例シナリオには以下の２つの課題がある。第１に、学習者に対

してどのように授業者が対話できるように支援するのか、ということである。第２に、学

生の対話をどのように明らかにするのか、である。 

 本論においては、これらのことを念頭に置き、実践の開発を行っていく。なお、本論で
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いう事例シナリオの実践開発、とは次のことを指す。すなわち、材の選定と解釈、学生に

教えたいことの明確化、それを達成するためのガイディングクエスチョンと方法、を統合

した過程そのもの、である。 
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第２節  本研究の理論的枠組み（バフチンの対話理論による教育実践解釈の到達点と課題） 

先述してきた研究課題に対し，昨今では他者との関係性における学びを「対話」という

観点から分析する研究が行われてきている。その際，分析観点として，様々な対話論によ

って分析されている。本論においては、その中でもバフチンの対話論に着目する。ミハイ

ル・ハイロビッチ・バフチン (Михаил Михайлович Бахти ́н 1895－1975)は，言語学や美

術，哲学において幅広い著作を残している思想家の１人である。それでは，なぜバフチン

の対話論が注目されるようになってきたのか。それは，他者との関係性を重視し，なおか

つ学びの深化や理解といった側面からも児童の学びを捉える観点を与えてくれるからであ

ろう。これまでに、バフチンの対話論を理論的背景とした授業実践分析の試みがいくつも

行われている。バフチンの対話論を用いた実践分析には，その対話的思想を大きく扱った

研究 (例えば ,松崎正治 ,1994 や佐藤公治 ,1996 など )と，鍵概念に照らした研究とがある（ 25）

（ 26）。  

鍵概念を用いた研究では，一柳智紀が，児童の聴く，という行為に着目した一連の研究

(2007，2009a，2009b，2010)（ 27）（ 28）（ 29）（ 30）を行っているが，とりわけ一柳 (2007)にお

いては，「収奪 (appropriation)」の概念を用いて，小学４年生における一斉授業で，聴く

ことが苦手な児童を対象とし，そこから一斉授業で聴く，という行為の持つ特徴を明らか

にしている。  

一柳は，一斉授業で聴く，という行為の持つ特徴を「（１）先行する他者の発言を自ら

のうちに取り入れ，（２）聴き手によって支えられている話し合いの流れを考慮し，（３）

教師以外の複数の児童をも『応答的な理解』（Bakhtin,1975 伊東訳 1996）を行う聴き手と

し，彼らが自らの発言に対してどのような返答を行うかを考慮に入れ，先行する発言に対

する自己の返答の言葉を形成すること」と論じている。一柳の研究は，一斉授業における

「聴く」という行為の能動的な側面を明らかにしている。しかし，聴くことが苦手な児童

の特徴と現象理解に焦点をあてているため，話し手や聴き手の「宛名」がどのように変容

するのか，それが学びとどのようにつながるのか，については言及されていない。「宛名」

や「収奪」の概念に着目し，話し手や聞き手の変容過程について言及することで，その変

容がもたらす学びの様相を明らかにすることが必要だと考えられる。なぜなら，変容がも

たらす学びの様相を明らかにすることによって，「授業改善」「よりよき実践へ」という「志

向性」へとつながるからである。  

また、田島充士 (2008)は（ 31），「多声性」の概念を用いて，中学２年生での理科の電流保

存概念における概念理解についてのインタビューを行い，そこから，単声的学習が多声的
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学習の基礎にあることと，単声性と多声性の絡み合いの認知発達過程の実態を明らかにし

ている。  

田島の研究は，他者の介入によって意味交渉過程へと導くことにより，生徒の理解を深

めるという，理解が静的なものではなく，動的なものである，という対話的側面を明らか

にしている。つまり，理解を，ある一定のところでとどまるものとして捉えるのではなく，

常に対話の中にあるもの，として捉えるということである。  

そして，田島の研究では，授業後に，研究者が他者として，一対一で生徒へのインタビ

ューといった形での介入を行う，という研究方法をとっており，田島自身が，生徒を意味

交渉の過程へ導く役割を担っている。そのために，田島の研究者としての「他者」と通常

の授業における教師や児童といった「他者」とでは，教室におけるその意味が異なってい

る。その違いは，他者の複数性である。インタビューは，一対一で行われているが，教室

内において，たとえ形式の上は，一対一で発言している場合であっても，その発言は他の

児童も聴いている。そのために，児童はそのような他者を意識して，発言を行っていると

考えられる。  

したがって，教室においては複数の他者が存在している，という特徴を十分に踏まえた

上で，児童と児童 (教師 )がどのような対話を行っているのか，について明らかにする必要

がある。  

さらに，先行研究となる一柳と田島の研究で共通して，授業における子どもと材との関

わりについて，十分に検討されていない，という課題があげられる。  

児童と他者 (他の児童や教師 )と材の三者の対話が相互に関連している授業において，教

師は児童に学ばせたい事柄や児童同士の関係性を常に意識しながら授業を展開している。

したがって，教師が設定している授業の目標やねらいと，その授業における子どもの学び

の様相とを照らし合わせることにより，授業，および子どもの学びを検証する必要がある

だろう。そして，材に内包された授業のねらいや目標，および教師の願いと子どもの学び

との関係をバフチンの対話論によって明らかにすることは，教師が自身の実践を省察する

１つの機会となり，明日のよりよき実践への志向性をもたらすことにつながっていくと考

えられる。  

 材との関係性に関して、濱田秀行 (2010，2011)（ 32）（ 33）は，「専有」の概念によって，高

等学校の国語における小説の読みについて分析を行っている。濱田 (2011)は，高校１年の

「羅生門」の話し合い場面を対象として，生徒のワークシートの記入に関して分析を行っ

た。その結果， (１ )学習者が他者の読みを取捨選択するだけでなく，その物語テキストに
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ついての自らの読み方に準拠するように加工して取り込むこと (２ )学習者が読みの授業に

おいて，生成する新たな読みの中に，自らの読み方に基づいて他者の読みのことばの内容

を組み合わせただけのものと，読みの交流過程において学習者が自身の読み方を精練化す

ることで生まれたものがあること，を明らかにしている。濱田の研究は，学習者の読みが，

他者の発言を自分の言葉とすりあわせていく過程においてその深化が促される，といった

対話的な側面を明らかにしている。また濱田は，バフチンのいう「 appropriation」概念と

ワーチの述べる「専有」概念 (ワーチ，2002)（ 3 4）との違いを明確にし，さらに学習者が他

者の「読み」の内容を自らの「読み」の校正に当たって利用する過程を「収奪」，「専有」

は生徒の学習を記述する概念として区別し，実践分析に援用することで，バフチンの

「appropriation」概念に対する一定の解釈を与えてくれる。  

しかしながら，どのような言葉 (内容論 )やどのような他者 (関係論 )を取捨選択して

「appropriation」を行うのか，といった点については明らかにされていない。これらを明

らかにすることは，生徒の読みを深化させる上で大変重要な観点となるであろう。  
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第３節 バフチンの対話理論における鍵概念の検討  

１ 多声〈性〉ポリフォニー 

 対話の重要性については，先に述べたが，ここでは、筆者がバフチンの対話論を実践分

析に援用する理由、そして概念の検討を行う。  

筆者が、バフチンの対話論に注目する理由は，以下である。すなわち、授業における学習

内容の深まりを，対話を行った後，結果として起こるもの，として捉えるのではなく，永

続的な意味交渉過程としての対話，として捉える観点を与えてくれるからである。それは，

対話過程そのものの中に理解や解釈といった学習内容の深まりが内包されている，と捉え

ることである。このことに関して、バフチン (1989)は次のように述べる （ 35）。  

  

「あらゆる真の了解は能動的なものであり，応答の萌芽をなしている。 (中略 )他者の発話

を了解するということは，それに対して定位し，しかるべきコンテクストのなかにしかる

べき場所を見つけるということである。われわれは，了解している発話のそれぞれの語に，

いわばわれわれ自身の応える一連の語を積み重ねる。それらの数が多く，それらが本質的

であればあるほど，了解は深く，本質的なものになる。 (中略 )あらゆる了解は対話的であ

る。了解は，対話の一方の言葉が別の言葉に対置しているように，発話に対置している。」 

 

このような観点を与えてくれるバフチンの対話論は，諸概念によって説明されている。

本研究では，鍵概念のうち、先行研究において分析の枠組みとして用いられている①「ポ

リフォニー (polifoniia)」＝「多声 (性 )」②「宛名（アドレス）」③「占有・収奪 アプロプ

リエ－ション」を取り上げ、検討していく。  

バフチン (1995)は，「ポリフォニー」という概念について，以下のように説明している（ 36）。  

 

「それぞれに独立していて互いに融け合うことのないあまたの声と意識，それぞれがれっ

きとした価値を持つ声たちによる真のポリフォニーこそが，ドストエフスキーの小説の本

質的な特徴なのである。彼の作品の中で起こっていることは，複数の個性や運命が単一の

作者の意識の光に照らされた単一の客観的な世界の中で展開されていくといったことでは

ない。そうではなくて，ここではまさに，それぞれの世界を持った複数の対等な意識が，

各自の独立性を保ったまま，何らかの事件というまとまりの中に織り込まれてゆくのであ

る」  
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このバフチンのポリフォニーという概念について，桑野隆 (1987)は，次のように説明し

ている（ 37）。  

 

「バフチンのいうポリフォニーは，種々の『イデオロギー的・社会的立場』の人格が発す

る声のポリフォニーであり，現にあるモノローグ的文化・社会状況への批判としてあった。

〈他者〉と能動的に〈対話〉するためのポリフォニーであった。」  

 

ところで，「ポリフォニー (polifoniia)」＝「多声 (性 )」に類似した概念として，「多声

(mnogogolosost’)」がある。この２つの概念は，類似した概念であるため，しばしば混同

して用いられており，その訳語としても「多声」「多声性」「多声的」のように，様々に訳

されている。しかし，ポリフォニーと多声の違いについて，桑野 (2008)は「mnogogolosost ’

には『たくさんの声があること』という意味はあっても，そこには作者と主人公の関係が

入っていない」と述べている （ 38）。つまり，多声 (性 )とは，多声に作者と主人公の関係が

入ることで，両者に緊張関係が生じるのである。そして，そこから両者の対立，および葛

藤が生起していくのであり，そのダイナミズムこそがポリフォニーと呼べるのである。  

そして，この「ポリフォニー」という概念を授業分析に援用することによって，児童と児

童 (教師 )が材について語る，材との対話，といった授業の中で起きている学びのダイナミ

クスを明らかにすることができる，と考えられる。このことが，本研究において「ポリフ

ォニー」をキー概念として扱う理由である。  

以上のことを理解した上で，本論においては，桑野 (2008)の訳語にならい，「polifoniia」

を「多声 (性 )」と訳し，用いている。  

 

２ 宛名(アドレス) 

それでは，次に「宛名」概念について検討する。バフチン (1988)は次のように説明して

いる（ 39）。  

 

(前略 )だが発話は，言語コミュニケーションの先行だけでなく，後続の環ともむすびつい

ている。発話が話者によってつくられるとき，後続の環はもちろんまだ存在していない。

けれども発話は最初から，ありうべきさまざまな返答の反応を考慮して構築されるわけで，

本質的には，それらの反応のために発話はつくられるのである。（中略）発話の本質的な（生

来の）特徴は，それが誰かに向けられていること，それが宛名をもつことである。  
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さらに，バフチン (1988)は重ねて次のように説明している （ 40）。  

 

発話が誰かに向けられていること，宛名をもつことは，発話の生来の特質なのであり，そ

れを抜きにして発話は存在しないし，存在しえない。（中略）いかなる言語的手段の選択も，

多かれ少なかれ，受け手とその予想される返答の影響のもとに話者によってなされるので

ある。   

 

以上より，そもそも発話は宛名を持っているのであるが，宛名を持つということは返答

がある，ということが想定される。宛名と返答があることにより，それらがぶつかること

で，そこから理解の深まりが促されたり，新たな解釈が生起されたりしていくと考えられ

る。そして，発話の宛名に着目することで，１年間の授業における児童の対話の変容のダ

イナミクスを明らかにできる可能性がある。  

しかし，バフチン (1988)は，想定する他者＝受け手について，「発話は作者をもつし，受

け手をもつ。 (中略 )またそれは，まったく不特定の，具体性を欠いた他者のこともある。」 

と述べている（ 41）。  

ここで注目したいのは，発話の受け手が「まったく不特定の，具体性を欠いた他者」と

いう想定である。発話には全て「宛名」が存在するが，話し手が想定する受け手が具体性

を欠いている場合もあるということである。このことを，学級や授業の中で考えた場合，

子どもの発話には全て「宛名」がある，というような解釈をすることができる。しかし，

その「宛名」の受け手，つまり「発話が誰に向かっているのか」について，「具体性を欠い

た他者」も想定できるため，観察によって全ての「宛名」を特定するのは困難である。本

研究においても，そのような「具体性を欠いた他者」を想定している。よって，「宛名」を

定める際に，先行する前の発話を十分に考慮した上で，「宛名」を推定している。推定する

際には，発話内容（名前や接続詞）や視線，姿勢などに着目する必要があるだろう。  

 

３ 占有・収奪(アプロプリエ－ション) 

バ フ チ ン の 対 話 論 の 鍵 概 念 の １ つ に 、「 appropriation 」 と い う 概 念 が あ る 。

「appropriation」の訳語については，「収奪」の他に，「専有」 (ワーチ，J．V 佐藤公治他

訳『行為としての心』北大路書房 2002)，「吸収」 (バフチン M.M 著 伊藤一郎訳 ,1996),

「領有」「占有」 (茂呂雄二『具体性のヴィゴツキー (認識と文化 )』金子書房 1999（ 42） )や
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「専有」「収奪」 (佐藤公治 ,  1996)というように，訳者によって様々である。本論では、先

行研究の言葉をそのままの形で引用することにする。  

それでは、「 appropriation」とはどのような考えなのか。バフチン (1996)は、次のよう

に述べている（ 43）。  

 

言語の中の言葉は、なかば他者の言葉である。それが〈自分の〉言葉となるのは、話者が

その言葉の中に自分の志向とアクセントを住まわせ、言葉を支配し、言葉を自己の意味と

表現の志向性に吸収した時である。この収奪の瞬間まで、言葉は中性的で非人格的な言語

の中に存在しているのではなく、（なぜなら話者は、言葉を辞書の中から選び出すわけでは

ないのだから！）他者の唇の上に、他者のコンテキストの中に、他者の志向に奉仕して存

在している。つまり、言葉は必然的にそこから獲得して、自己のものとしなければならな

いものなのだ。そして、あらゆる言葉を、誰もが同じように、容易に収奪し、自分のもの

として獲得できるとは限らない。頑固に抵抗する言葉は多いし、相変わらず他者の言葉に

とどまり、その言葉を獲得した話者の唇の上で他者の声を響かせ、その話者のコンテキス

トの中で同化することができず、そこから脱落してしまう言葉もある。それらの言葉は、

いわば自分自身、話者の意志にかかわりなく、自分を括弧の中にくくっているようなもの

だ。言語とは話者の志向が容易に獲得しうる中性的な媒体ではない。そこにはあまねく他

者の志向が住みついている。言語を支配すること、それを自己の志向とアクセントに服従

させること、それは困難かつ複雑な過程である。  

 

こ の 概 念 に 関 し て 、 先 述 し た 濱 田 (2011) は 、 そ の 研 究 の 中 で 、 バ フ チ ン の い う

「appropriation」概念とワーチの述べる「専有」概念との違いを整理し、次のように述べ

る。すなわち、学習者が他者の「読み」の内容を自らの「読み」の校正に当たって利用す

る過程を「収奪」、「専有」は生徒の学習を記述する概念として区別している。  
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第４節 まとめ  

バフチンの対話論を踏まえ、本論において「対話」を次のように定義する。  

対話とは、「１つに融合することのない (弁証法批判にもとづく )、永続な意味交渉過程に

おける、葛藤を伴う相互変容の過程」である。  

そして、対話理論における諸概念によって授業実践の解釈を行うことは、以下のことを

明らかにできる可能性を持っていると考えられる。  

第１に、児童と児童（教師）が材について語る，材との対話，と言った授業の中で起き

ている学びのダイナミクスを明らかにすることができることである。  

 第２に、１年間の授業における児童の対話の変容のダイナミクスを明らかにできること

である。  

 次に、対話理論にもとづいた実践開発を行うことは、次のことを明らかにできる可能性

があると考えられる。すなわち、学生の持つ教師観や授業観などの認識変容を促すことで

ある。  

 最後に、その他の対話理論、例えばハンス・ゲオルク・ガダマー（ Hans-Georg Gadamer）

やユルゲン・ハーバーマス（ Jürgen Habermas）では、不十分なのか、について簡単に述

べておく。すなわち、実践分析の対象の教師の理念や実践に照らし合わせた際、彼らの対

話理論よりもバフチンの対話理論のほうがより実践の意味づけを行うことができるからで

ある。ガダマーやハーバーマスの対話理論は、「地平の融合」 (２ )や「合意形成」 (３ )といっ

た用語であらわされるように、相互作用における共通理解の構築を前提とした対話概念を

基本としている (この点がバフチンの対話理論と決定的に異なっている )。本研究において、

対象とした実践の教師は、子ども同士の「対立」ということを非常に大切しており、その

対立における児童の学びの様相を照射するには、バフチンの対話理論のほうがより示唆的

である、と判断したためである。このことは、以下の章、とりわけサンプリングの箇所に

て詳しく説明する。  
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脚注 

(１ )本論では，教材を「材」と表記している。材と表記することで，教師として「教える」

材という意味だけでなく，子どもの「学びの対象となる」材という意味を含んでいる。  

また，筆者は，教師が「学ばせる」・子どもが「学ぶ」ための単なる道具や手段として材を

捉えるのではなく，材に深く関わることそれ自体が，人間が豊かに生きていく上での文化

価値そのものだと考えている。  

中内敏夫は、教材を次のように定義している。  

「大人と子ども、あるいは子どもと子どもがつくりだしている教育関係の中に登場し、教

育の媒介となるすべての文化財」  

中内敏夫「新版 教材と教具の理論」あゆみ出版， 1990，p.24 

(２ )丸山高司は、ガダマーの「テクストとの会話」について、次のように説明している。  

「真の会話 (ないし対話 )においては、『我』と『汝』とが真摯に対決しつつ、それぞれの

真理要求を提示し合う。自己の真理要求を真剣に打ち出すとともに、他者の真理要求に虚

心に耳を傾けようとする。そして、たがいに『問い』と『答え』を出し合いながら、やが

て『事柄における一致』を打ち立て、あるいは『共通の意味』を形成しようとする。ガダ

マーは、こうした『会話』をモデルにして、テクスト理解を分析しようとする。」  

丸山高司『ガダマー 地平の融合』講談社， 1997，p.144 

(３ )野平は、ハーバーマスのコミュニケーション的行為について、次のように説明してい

る。  

「コミュニケーション的行為は対話者間の間で成立する了解を目的とするものである

ことを示している。 (中略 )すなわち、言語による他者とのコミュニケーションは、それら

の世界の布置が自らの発言のとおりに聞き手との間で妥当していることを、聞き手に要求

する行為であり、了解は、その要求に対する聞き手の承認という形で、話し手と聞き手と

の間に成立するのである。」  

野平慎二『ハーバーマスと教育』世織書房， 2007，p.90 
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第２章 研究の方法と本研究の構成  

 

前章では、問題の所在と研究の目的を明らかにしてきた。本章では、研究の目的を達成

するための方法について説明する。  

 本研究では、実践解釈に関する方法として、①授業観察、②教師へのインタビュー、③

材の分析、④T―C 記録の分析、実践開発に関する方法として⑤対話シナリオの検討、⑥

学生のワークシート分析を行った。それぞれの方法の詳細は、各章で述べることにし、こ

こでは実践分析のサンプリングの理由について説明する。  
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第１節 サンプリング  

本実践を取り上げる理由はＭ教諭の「観」と実践の関係にある。Ｍ教諭は、インタビュ

ーの中で子どもたち対する願いを「聴く」ということと「対応」という言葉で次のように

語っている。  

１ 「聴く」ということ 

 最近特に「聴く」っていうことが全ての行動、全ての学びの大前提になるってことが分

かった、もっと明確になってきたものやから、ここ数年、２、３年、もうちょっと前かな？

「聴く」っていうことの徹底っていうのは、以前よりも徹底させる、徹底するようになっ

てきたと思うし、もっと価値があるなっていうのはね。例えば、人の話を聴いてないと、

問題を作ったりだとか、課題作ったりとかできへんのやんかな。それがもっともっと明確

になってきたなって、自分の中で。ここ数年、２、３年前、もうちょっと前からかな、聴

かなあかんっていうのは。以前から大事やなって思っていたけど。（中略）聴かないと座っ

ても何も始まらない。そのスタンスっていうのは変えていないんやんか何でも「聴く」こ

とから始まる。「聴く」っていうのは、ある意味別の言い方をすると、「集中」なんやんか

な、集中力。そのこととセットなんやんかな、いつも考えていうのは。それともう一つは、

「話す」ってあるでしょ、自分で言うっていう。自分で言うっていうことも、聴けない人

間っていうのは言えへんねん。単なるおしゃべりやねん、発言じゃなくて。ベラベラ言っ

ているだけで、聴いて自分はどう持つの、どう考えるのかっていうことを相手に伝えるっ

ていう意図があるやろ？でも、聴かなくて伝えるっていうことはありえない。だから、話

すことも全部「聴く」ことが前提になってくる。聴けない人間は話せない。そう思います。

（中略）「聴く」ことによって子どもが考えを深めたり、議論したり、論証したり、討論し

たりっていう、結果として生まれてきているので、すごく大事なことやなって思う。  

 

Ｍ教諭は、「聴く」ことが「全ての行動や全ての学びの大前提」である、と考えており、

特に授業の中では「問題を作ったりだとか、課題を作ったりとかできへん」と考えている。

そして、授業において「聴く」ことを「集中力」と「話す力」と結びつけて捉えている。

そして、黒板には次のように書いている。  
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図１ 授業の中でＭ教諭が大切にしていること (2009 年４月 ) 

 

 

２ 「対応」すること 

 

やっぱり、気付くっていうのは人間として大事なことやと思うし、それを行動に移すっ

ていうことはもっと大事なことやと思うし、それの力を付けたいって思っていて、対応っ

ていうのはそういう意味ですごい大事なことやなって思っている。だから、「聴く」ってい

うこと、反応っていうことに限定すると、やっぱり友達が言っていることを大事にしてい

るっていうことがそういうことで分かるわけやんかな。友達はこう言ったのに、子どもた

ちに言うねん、話すっていうことは、同時に何があるかっていうと、話すことと同時に「聴

く」ことが成立するわけやんかな。「聴く」人がいないのに話すことはありえへん。話すと

「聴く」は同時に起こる、同時に行う対応なんやんかな。クラスの中で誰かが話すってい

うのは、みんなが「聴く」っていうのが前提となって起こるわけやんな。だから、話すっ

ていうことと「聴く」っていうことは別々に起こらないっていうことをすごく意識させる

んやけど。だから、話す人がいたら「聴く」っていう対応があるし、反応があるし、対応

があるし、「聴く」人がいたら話すひとが同時にあるわけやから。それ、すごく大事なこと

やと思うで。「聴く」人と話す人は同時にあるっていう。  
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 Ｍ教諭は、「対応」ということは、授業だけではなく、生活していく中で重要なことだと

考えており、児童に対して、「対応」できる人になって欲しい、という願いを持っている。

そして、「対応」の大事さを「聴く」ことと関連させて述べている。  

 

 

図２ Ｍ学級のクラス目標 (2009 年４月 ) 

 

Ｍ教諭がインタビューで述べているような「聴く」「対応」という考えは、対話につい

て探求しているバフチンの対話論と非常に近い考えである。例えば、Ｍの「（中略）聴いて

自分はどう（考えを）持つの、どう考えるのかっていうことを相手に伝えるっていう意図

があるやろ？」や「話す人がいたら聴くっていう対応があるし、反応があるし、対応があ

るし、聴く人がいたら話すひとが同時にあるわけやから。それ、すごく大事なことやと思

うで。聴く人と話す人は同時にあるっていう」という考え方はバフチンの「宛名」と受け

手の関係と解釈できる。また、Ｍの「『聴く』ことによって子どもが考えを深めたり、議論

したり、論証したり、討論したりっていう、結果として生まれてきているので、すごく大

事なことやなって思う」という考え方は、バフチンで言うところの「意味交渉過程」「絶え

間なき言語的交通」として解釈できる。そして、そういった願いを授業の中で具現化して

おり、１年を通して児童の変容を促し、変容によって児童の学びを深める実践を行ってい

る。  

以上のような理由によって、Ｍ教諭の実践を対象とした。  



31 

 

第２節 本研究の構成  

 本研究における研究課題は、以下の４つであり、表１に方法および章の対応表を示す。  

 

研究課題① 授業における対話性、とりわけ材に内包される対話性を明らかにする。  

研究課題② 学級における児童の対話の変容過程について明らかにする。  

研究課題③ 学級における授業の対話の変容について明らかにする。  

研究課題④ 教室、および「方法」に内在する権威・権力構造について学生に理解を促す

実践を開発する。  

  

表１ 本研究の方法と課題の対応表 

対応する研究課題  主な研究方法  対応する章  

① 授業における対話性、

とりわけ材に内包される対

話性を明らかにする。  

観察、材の分析、T－C、教

師へのインタビュー分析  

第３章  

② 学級における児童の対

話の変容過程について明ら

かにする。  

観察、エピソード記録  第４、５章  

③ 学級における授業の対

話の変容について明らかに

する。  

観察、T－C 記録分析  第６章  

④ 教室、および「方法」

に内在する権威・権力構造

について学生に理解を促す

実践を開発する  

シナリオの検討、学生のレ

ポート分析  

第７章  

 

 本研究では、上記の４つの研究課題について 4 部構成、全８章で検討する。  

 第Ⅰ部「問題の所在と研究の目的」は以下２つの章からなる。第 1 章「授業における『対

話』に関する先行研究の外観」では、先行研究の検討を行い、本研究の研究課題を明らか

にした。そして、その理論的背景であるバフチンの対話理論の概念整理を行った。  

 第２章「方法と本研究の構成」では、研究課題を明らかにするための方法として、主に

サンプリングの理由について説明した。  
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 第Ⅱ部「バフチンの対話論による実践解釈分析」は、以下の３章からなる。  

第３章「出会いの材「クロツグミ」における対話性」では、研究課題①授業における対

話性、とりわけ材に内包される対話性を明らかにするために、授業観察と材の総合的な分

析を行った。そして、そこから実践の意義について考察した。  

第４章「授業における発言に対する児童の応答プロセス」では、研究課題②学級におけ

る児童の対話の変容過程について明らかにするため、児童の他者の言葉への応答のプロセ

スについて考察した。  

第５章「授業における児童の対話スタイルに関する研究」では、研究課題②学級におけ

る児童の対話の変容過程について明らかにするために、児童の対話の特徴とその変容を参

与観察によって検討した。  

第６章「国語科授業における対話の変容―発言の「宛名」を手がかりに―」では、研究

課題③学級における授業の対話の変容について明らかにするために、４月と 11 月の授業

を比較・検討することで、授業における対話のダイナミクスを分析した。  

第Ⅲ部「バフチンの対話論にもとづく対話事例シナリオの開発と実践」は、以下の章か

らなる。  

第７章「教室、および「方法」に内在する権威・権力構造について学生に理解を促す事

例シナリオの開発と実践」では、研究課題④教室、および「方法」に内在する権威・権力

構造について学生に理解を促す実践を開発するために、シナリオの開発・実践を行い、検

討を行った。  

最後の第Ⅳ部「総合考察」では、第３章から第７章までの内容を踏まえ、本研究の意義

と今後の課題について整理した。  
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第Ⅱ部「バフチンの対話論による実践解釈分析」  

第３章 出会いの材「クロツグミ」における対話性  

 

第１節 本章の目的  

小論では，出会い（ １ ）の材「クロツグミ」授業実践の分析を通じて，「クロツグミ」に

込められた教師のねらいや願いを明らかにし，児童が材，および他者といかに対話してい

るのかを明らかにする。  

それでは，「クロツグミ」自体が有している対話性，「対話」を促そうとする教師のねら

いや意図，そして，実際の児童の対話 (＝学び )，これらの３つがどのように展開されてい

るのか，以下で詳しく述べていく。  
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第２節 研究方法  

〈対象 (研究協力者 )〉  

対象 (研究協力者 )は，Ｍ県の公立小学校の教師歴 22 年の M 教諭 (男性 )１名と M 教諭が

担任した５年生 32 名（男子 15 名，女子 17 名 単一学級）である。  

 

〈材〉詩「クロツグミ」作者：高村光太郎『詩集・典型』中央公論社刊 昭和 25 年 10 月

号 集録  

(全文は Figure１を参照 ) 

 

M 教諭は，「クロツグミ」を出会いの材とした実践を， 10 年以上も続けている。   

 

〈時期〉 2009 年４月    

 

〈本時〉 全５回中第２時  

 

分析の対象である国語の授業については，ビデオカメラ１台で録画し，それをデータ化

した。また，フィールドノーツからのエピソード記録を作成した。ビデオ記録のデータは

主に M 教諭と児童の発話が中心であり，そこで表せない非言語的情報やその空間で感じた

ことなどをエピソード記録で補完した。分析の際，M 教諭に行ったフォーマルなインタビ

ューや休み時間の雑談などを考察対象に含めた。  
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第３節 分析結果  

１ インタビュー分析 

 

それでは，以下のＭ教諭へのインタビュー分析から，M 教諭の考えているクロツグミの

意味について明らかにする。  

 

(１)自分の考えを短時間で変えることのできる材 

(日時：2009 年６月１日 10：22～10：28 小学校にて ) 

 

前原：どうして，先生が一番最初に，去年はちょっと違ったのですけど，結構４月の早い

段階で，出会いの材として『クロツグミ』を持ってきていて，６年生だけじゃなくて，今

年５年生ですけど，そこでも持ってきている，そこには理由があるんだと，そこで，なぜ

最初に『クロツグミ』を持ってくるのかってことをお聴きしたいんですが  

M 教諭：えっとね，本当は力をつけようと思ったら，こういう長い長文，文学，物語で

やるほうがいいと思います，本当はね，やらなあかんと思う。ただ，『クロツグミ』を一番

最初に持ってきたのは，いきなり長い文をやることのしんどさ，っていうのを感じてしま

ったら，っていうのがあって，最初の 1 週間くらいの短時間でできて，しかも自分の考え

が確実に変えられる，自分のイメージがな，自分のイメージが考えられる教材，でね，短

時間で，考えが変えられる，きちんと教材から見つけられて，何年生でも，その学年に応

じたところから入っていける，学年，学年に応じて内容をつかむことができるね，だから

やってる  

 

M 教諭は，「いきなり長い文をやることのしんどさ，っていうのを感じてしまったら，

っていうのがあって」と述べ，児童にとって，長い文の読解がしんどさとなることを危惧

している。そこで，文が短い詩を持ってくることで，児童がしんどい，と感じることを回

避しようとしている。  

さらに，M 教諭は，クロツグミを通して，児童に考えを持たせ，さらに短い時間で自分

の考えを変えさせようとしている。そして，クロツグミはその考えを変える根拠がはっき

りとあって，わかりやすい，と考えている。また，2 年生から 6 年生までならどの学年で

も内容をつかむことができる，とも述べている。  
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Figure 1 クロツグミの本文 
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(２) 自分たちで問
と い

を立てる 

(日時： 2009 年６月１日 ) 

 

前原：過去 3 年の『クロツグミ』の一番最初の問としては，てん，てん，てん，まる，

っていう  

M 教諭：毎年そこから入る，それが一番最初にびっくりさせる，できるからな。で，問

題も作りやすいのだよ，ここはな，ちょびちょびで，やっぱり鳴き声だとか，そうすると

問題作りやすいから，一番最初のカギ括弧のところは，てん，まる，のところは，一番最

初やね，どの学年でも  

前原：この次っていうのは，それを解決した後っていうのは，だいたい次は  

M 教諭：おや，そうなんか，『クロツグミ』の，そう，っていうのを  

前原：そうって何か  

M 教諭：何か，そのカギ括弧の中の内容を読んでいくっていう  

前原：先生の中ではそういう組み立てがありますよね，これをやって，この後にそう，

って何なのだ，って。その後は  

M 教諭：だから，そうって何か，っていう，おや，がね，おや，そうなんかのおや，お

や，っていうのはね，予想外なことなのだよ，その予想がどこにあるのか，っていうのを

やって，それ 1 行目なんやけど，それと反対のことが起こっていて，反対なことはなんな

のか，っていうのをカギ括弧の中，ちょびちょびちょびのところで探していく，そのとき

にしゃべるっていうことばとかさ，こいしいよう，とかこいしい，とか，よ，とかそうい

うことを使わんかったら解決しないっていう，そういうことをやりながら内容を深めてい

くっていう  

 

  

M 教諭は，授業の中で，自分たちで問を立てることの重要性を児童に対して繰り返し述

べている。「クロツグミ」の授業では，「 (この文を )言っているのは誰か」という問が児童

たちから出される。児童たちからは，「ちょび，ちょび，ちょび，ちょび，」から，「ぴい。」

までの部分で意見が複数出てくる。そこで， M 教諭は文の終わりは「まる」，という根拠

によって，文が一文であること気づかせようとする。その後，「おや」，という言葉に注目

させ，作者の予想は何だったのか，ということについて考えていく。このように授業を展
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開することによって，M 教諭は，詩の内容について深めていこうとしている。  

先のインタビューにおいて M 教諭が述べているように，その年の児童，学年によって，

教える範囲が異なっている。今年の５年生では，「てん」や「まる」によって話し手に気づ

かせたところで，いったんクロツグミの授業を終えている。昨年は，「おや」の言葉の背後

にある作者の予想のところの途中で授業を終えている。一昨年は，こいしい，のところま

でやってから授業を終えている。M 教諭は，クロツグミという材にある一定の役割を持た

せている。そして，その役割が果たされたところで，クロツグミの授業を終えている。そ

れでは，クロツグミという材の役割とは何か。これまでの観察とインタビューから，M 教

諭の考えているクロツグミという材の役割を含めて，出会いの材であるクロツグミの意味

についてまとめておく。  

M 教諭は，児童たちは，誰か (他者 )による考えの変容の機会が少ない，と捉えており，

そして単一学級であるがゆえに，児童たちには固定的な関係ができあがっている，と捉え

ている。そこで，M 教諭は，クロツグミという材を，これからの学級作りにつなげること

ができる材として選定している。具体的に，M 教諭は「クロツグミ」に以下のような願い

を持っている。まず，児童が自分の意見や考えを持てる，という願いである。次に，自分

の意見や考えを持ち，誰か (他者 )の意見によって自分の考えが変わるという願いである。

そして，自分の意見や考えを他者と交流していくことで，他者に対するこれまでとは異な

った理解や解釈を重ねていく経験を促し，このことによりこれまでの固定的な人間関係を

打ち破っていくという願いである。そのために，クラス全体で問を立て，その問をクラス

全体で共有していく。そして，その問に対する考えや意見をクラス全体で出し合い，証拠

を発見することによってそれまでの自分の考えを変化させていく必要がある，と考えてい

る。  

しかし，「クロツグミ」は教師の願いを達成するための単なる「道具」や「手段」ではな

い。教師は，「イメージを変える」「内容を深めていく」と述べており，児童に文学作品を

解釈するという行為の面白さに気付かせたい，と考えているのである。  

それでは，このような意図を持つ教師が，どのように実践を展開しているのか。多声 (性 )

という観点から，実践の分析を行う。  
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２ 実践分析 

『クロツグミ』の解釈をめぐる対立(2009 年４月８日)  

(児童の名前は全て仮名である。また，発言者が特定できない場合や内容が聴きとれない

場合は，＊＊と表記している。 ) 

 

授業は，児童から出された３行目の「ちょびちょびちょび」から７行目までの「ぴい」

は誰が言っているのか，という問に対する答えをみつける，という流れである。あゆみ，

なほみ，はると，ふゆきが次のように答えている。  

 

 (13:22)  

あゆみ：①なんとなくなんやけど，５番と６番を人のことばにしたのは，鳥はこっちお

いでこっちおいでこっちおいで，とかしゃべらへんし，人間のことばをしゃべらへんから，

人  

T：これは人なんじゃないかと，あれ，賛成か反対かどっちかいわないと  

複数の児童：賛成の人  

T：おー，すごいな，賛成の人。あゆみちゃんの意見に賛成か，いいね，反対の人，よ

し，反対の人の訊いてみたいな。座ったままで座ったままで，聴いてみようか，はい。な

んとしても聴こう  

なほみ：②クロツグミは畑の向こうの森で一日しゃべるって書いてあるから，なんとな

くだけど，こいしいようって言っているのは人間がこっちおいで，って言っているから鳥

かな  

T：鳥が言っているんじゃないの，一日しゃべるっていうのは鳥が言ってるんじゃない

の，ってことどう，賛成？  

複数の児童：賛成の人  

T：今はこれでいいんやで，賛成の人って訊いたけど，誰かが言ったらすぐ同じ，とか

賛成とか言ってあげたらいい。言える，賛成とか，違うよ，って言える？はい，反応した，

なんか違う意見ある，出して  

はると，ふゆき：③えっと，５番は親が言っていることだから，子に言っていることで，

親がちょびちょびで，こいしいようこいしいようっていうのが子ども  
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①あゆみ，②なほみ，③はると・ふゆきから出された意見から，M 教諭は，３行目から

７行目は誰が言っているのか，について児童全員の意見を挙手によって確認していく。  

(20： 07) 

T：④親と子が出てきているのは２人以上，賛成という人親じゃなくてもいい。２人以

上出てくるのに賛成の人。はい，数えて。しっかり手を挙げる，しっかり手を挙げる。は

い，私です  

ゆうさく：先生，６番と７番が子どもやったら，８番が親になる  

T：おう，変わってくるね，とりあえず，ここはおいておこうか，これが子どもやった

ら，これが親になる，なるほど。ややこしくなってきた。５，６，７の中に２人以上いる

かいないか，賛成の人，いるって言う人。いるんちゃうの，どっちや？数えて  

児童ら：８  

T：⑤ここは１人や，っていう人。そうか，分からなくなってきたな  

複数の児童：⑥難しくなってきた  

T：これが，A さんが言って，これも A さんが言って，これが，B さんが出てきて，こ

れも B さんが出てきて，もしくはこれが A さんで，この中で A とか B とか２人以上いる，

ってことに賛成なのか，いや，そうじゃないよ，例えば１人だよ，さぁ，どっちか，って

いう。分かる？親が出てきているもんな，子どもと親の場合，子どもと親というのは，こ

の考えは，どっちに入る，こっちに入る，それともこっちに入る？はい，訊いてみたい。

これは，子どもと親というのはどっちに入る？１に入る，２に入る？１やと言う人，１に

入るよ，という人。おう，すごい，正解。これが分かっただけでもすごい，じゃあこれ訊

くよ，クロツグミと人や，っていうのはどっちに入る？これどっちに入る？はい，１やと

言う人，すごい，正解。これも１に入る，これもこっちに入る。だから，クロツグミと人

でも OK，クロツグミの親と子でも OK，あの中に２人が，２人以上いるか，いや，１人だ

よ，って手を挙げる。どっちか。こう思っていたらどっちに手を挙げなあかんの？  

＊＊：えっと，１  

T：こう思っていたらどっちに手をあげないといかんの？  

児童ら：１  

T：さぁ，自分の考えを決める。こっちかこっち。はい，近所の人といっぺん相談して

みる。相談できるかい？１か２か，決めてや  
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児童たちは，④の教師の問に対して，手が挙がらない。その様子から M 教諭は⑤「わか

らんくなってきたか」と訊き，児童から⑥「難しくなってきた」と返ってくる。そこで，

M 教諭は問題を丁寧に整理した。その上で再度児童に，「３行目のちょびちょびちょび，

から，７行目のぴい，までの中に２人以上言っている人がいるのかいないのか」を問う。  

児童の意見を尋ねた結果，２人以上言っている人がいることに賛成，と答えた児童は 29

人であり，反対と答えた児童は２人であった。反対に手を挙げたゆうさくとかずは，周り

の様子を伺いながら手をあげていた。そこで，ゆうさくが指名され，「ちょびちょびちょび，

から，ぴい，までは１人が言っていること」の根拠を述べる。  

 

(27： 07) 

ゆうさく：ある  

T：はっきりと分かる証拠がある  

ゆうさく：はい  

T：待って，これ証拠を訊いてみよう，座ってでいいよ  

ちょっと待って，今から証拠探しするのに，みんながそれを聴いていたいと思っている

かどうかだよ，これ意見分かれているのだよ。しかも，２人のほうが劣勢なのだよ，その

方がお前ら違うぜ，これは１人だぜ，っていう証拠を言おうとしているんだよ。それは楽

しみやな。いくよ，はいどうぞ。  

ゆうさく：１年か２年で習ったと思うけど，まる  

T：ちょっと，うん  

ゆうさく：⑦まる，が文の終わりやから，言っていること，「ちょびちょびちょび」から

がクロツグミで，「てん」やから，「ぴいひょうぴいひょう」もクロツグミで，また，「てん」

やから，「こっちおいでこっちおいでこっちおいで」もクロツグミで，「こいしいようこい

しいよう」もクロツグミで，「ぴい」がクロツグミで，つまり，「まる」までがクロツグミ  

  

ゆうさくは，話し手が１人である根拠として，下線⑦「１年か２年で習ったと思うけど」

「『まる』が文の終わりやから，言っていること，『ちょびちょびちょび』からがクロツグ

ミで，『てん』やから，『ぴいひょうぴいひょう』もクロツグミで，また『てん』やから，

『こっちおいでこっちおいでこっちおいで』もクロツグミで，『こいしいようこいしいよう』

もクロツグミで，『ぴい』がクロツグミで，つまり，『まる』までがクロツグミ」と述べて
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いる。ゆうさくがこのように述べるが，他の児童からはあまり反応が返ってこない。そこ

で，M 教諭は他の児童に「今，わかったって人」と訊く。すると，ようすけが次のように

答える。  

 

(28： 42) 

T：どういうことか分かる，今？分かったっていう人？  

複数の児童：分かった  

T：分かったよっていう人すごいな，今彼が言ったことがちゃんと頭の中入ったってい

う人，説明が。ちょっと訊いてみよう。どういうこと言ったん？  

ようすけ：⑧ちょびちょびちょびでは，ぴいひょうぴいひょうっていうのの終わりは「て

ん」やけど，「てん」では終わらへんから，ぴいまで続いているから，それは 1 人の人が

言ってる  

T：⑨そうや，納得っていう人？おーすごいじゃん。そうなのだよ，すごいな，これ国

語の決まりなんだよ。文てさ，どこで切れるの？  

児童ら：まる  

T：すごいな，よく知っている，ここで切れるよとするならば，これはいくつの文から

できているの？    

 

ゆうさくの発言では他の児童からあまり反応がなかった。けれども，ようすけが下線⑧

のように述べると，他の児童たちから「あー」という反応がある。 M 教諭は，「納得って

いう人」と尋ねる。おおよそ半分の児童は手を挙げるが，残り半分の児童の手は挙がらな

い。  

 

場面１ 納得していない児童  

ゆうさくが発言すると，他の児童はぽかん，としている。どういうことなのか，わかっ

ていなかったようである。教師が，今言ったことがわかったかどうかを他の児童に尋ねる

と，数人の児童が手を挙げる。そこで教師はようすけを指名する。ようすけはゆうさくの

発言を少しだけわかりやすく繰り返す。すると，他の児童から「あー」という反応が返っ

てくる。教師が，「納得？」と尋ねると半分くらいの児童が手を挙げる。しかしながら，後

の半分の児童は，納得していないようである。声には出さないが，その表情は「そうだ，
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わかった」というような表情ではなく，「どういうことなのか」といった様子である。  

M 教諭は，授業の最初に，詩の言葉にそって児童たちに問を出させる。「クロツグミっ

てなに」「なにってなに」「しゃべるって何」，「～って何」，という形で様々な問を出すよう

に促す。このように，自ら問を立てていくことによって，児童は，材にコミットしていく。

そして，ちょびちょびちょびってなに，ぴいってなに，という問から，鳴き声なのではな

いか，「誰が言ってるのか」という問に発展していく。 M 教諭は，問に対して，一斉に自

分の考えを言うように児童に指導している。その際には，手を挙げず，すぐに自分の意見

を返すように指導している。  

児童からは，「人間が通訳しているのではないか」「親と子が言っているのではないか」

という意見が出てくる。  

そこで，M 教諭は一行一行，「誰が言っているのか」と全児童の意思を挙手で確認する。

児童らの意見は，３～７行目の部分でわかれる。この時点では，様々な解釈が可能である。

「いろいろな解釈ができるね」で終わってしまう授業もあるだろう。しかしながら，M 教

諭は児童に議論をさせることで葛藤を促し，文法的な根拠を発見させることを通して，児

童の解釈を根拠あるものにしようとしている。そのようなやりとりの中で，M 教諭は，児

童から出た様々な意見が，文法的な根拠によって，児童の認識の変化を促すこと，つまり

「自分の考えが変わる経験」をさせようとしていた。児童は，これまでの議論の中で，そ

れぞれの自分の解釈を支持していた。しかしながら，ゆうさくの「 1 年か 2 年で習ったと

思うけど」という発言にもあるように，これまでのあたりまえに使っていた句読点を，「ク

ロツグミ」の解釈という異なったコンテクストに結び付けることにより，つまり，教師は

普段何気なく使ってきていた，児童自身が備えている句読点という知識を思いがけなかっ

たこととして，「クロツグミ」とつなげることで，新しい解釈の一歩として，「一文がつな

がっていること」をまず発見させる。そして，この発見は，児童の持っていたこれまでの

解釈とは異なった別の解釈を可能にしていく。教師が難しい知識を教えたりするのではな

く，児童自身が気付くようにしたのである。このような経験を積み重ねていくことで，教

師が一方的に教え込むのではなく，児童自ら学ぶようになるだろう。  

その一方で，議論を通して，ゆうさくが「てん」や「まる」に気づくことに対し，M 教

諭は児童らに「納得した」と訊く。訊かれた児童らの半分は「納得した」と答えている。

けれども，残りの半分の児童が納得していない様子がみられる (場面１ )。一見，納得して

いない児童らの姿は，理解していない，もしくは他者や材との対話をやめてしまっている
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ようにみえるだろう。しかし，バフチンの対話論により，この事例を分析することで，そ

のような納得していない児童らの姿というのは，ゆうさくや M 教諭の解釈と自分の解釈を

突き合わせる，という新たな対話を開始している，とみることができる。なぜなら，バフ

チンの対話論は「絶え間なき」対話，「１つに融合して統一されない」対話を根本としてい

るからである。  

従来，このような納得していない児童というのは，教師や研究者から，はっきりと理解

できていない，もしくは他者や対象世界との対話をやめてしまっている，とみなされてき

た。その結果，教師にとっては，「実践の失敗」として，そして児童にとっては「学び損な

い」というように判断されてしまいがちであった。  

しかし，バフチンの立場からすれば，このような児童を「対話を続けている児童」とし

て解釈しなおすことが可能であり，対話に参加しようとする志向を芽生えさせているので

あると評価し直すことができるのである。  

そして，「学び損なっている児童」と「対話を続けている児童」とを二項対立的に捉える

のではなく，「学び損なっている児童」を「対話を続けている児童」として捉え直すことに

より，教師の児童への介入方法の選択余地を増やすことにつながると考えられる。例えば，

教師がじっくりと材に関わることができるように「待つ」ことや，他の児童の意見を「聴

く」といった介入をすることは，対話を続けている児童に対し，材や他の児童の意見とい

った「他者の声」の突き合わせていくことになる。このようなことを重ねていくことで，

さらに，理解や学びは豊かになっていくのである。しかし，どのような児童も「対話を続

けている児童」と捉えることができるのではない。対話を続けている児童として捉えるに

は，児童の発言内容や身体的な表出 (本論においては，場面１にみられるような納得のいか

ない児童の様子 )などによって判断することが必要であろう。  

バフチン (1988)は，対話の中に立ち現われてくる葛藤を次のように述べる （ １ ）。  

 

「理解者は変化の可能性，あるいは自分の既成の視点や立場を放棄することすら

認めざるをえない。理解の行為のうちに闘いが生じ，その結果相互の変化と豊富

化が生じる。」  

 

児童の納得していない状態というのは，「先生はそう言っているけど，本当にそうなのか

な」「どういうことなのかよくわからない」という疑問が生まれている状態である。そのよ
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うな疑問というのは，新たな対話の始まりである。新たな対話の始まりは，児童が自分で

問を立て，その問を解決しよう，という対象との「コミットメント」へとつながっていく。  

 

３ 「クロツグミ」における多声(性) 

ところで，このような対話を支えているものは何か。それは，「クロツグミ」という詩で

ある。「クロツグミ」自体が一義的な解釈をすることができない，多声 (性 )を保持した対話

の構造を内包している。「クロツグミ」の詩には，作者，書き手，聞き手，語られる対象，

といった様々な声が存在している。「ちょびちょびちょび」「ぴい」と実際にないているク

ロツグミ，それを聴いている聞き手，作者，そのような多声的な登場人物によって，多声

的な詩の構造が作られている。そのために，多声的な解釈をすることが可能となり，対話

が起こるのである。  

最後に，出会いの材としての「クロツグミ」の材の意味についてまとめておく。「クロツ

グミ」は，児童の手で様々な問を出すことが可能である。自ら問を立てる，ということは

材との対話の入り口となる。そして，「クロツグミ」の材の解釈は，読み手に様々な解釈可

能性を委ねているが，「てん」および「まる」を手掛かりにして，ある１つの読みの解釈を

提示することが可能な材である。このように，ある１つの読みの解釈が可能なことによっ

て，児童それぞれが持っている詩の解釈と教師の解釈との間に葛藤が生じることから，解

釈への「変容」への可能性が開かれている。ここに対話 (＝学び )が生起しているのである。

これから始まる「絶え間なき」意味交渉過程としての対話の基点となるという意味で「ク

ロツグミ」は意味がある。しかも，対立する者同士の対話だけではなく，材との対話（コ

ミットメント）を促す材としての意味がある。「クロツグミ」という材は，児童と対象世界

との出会いの材なのである。  
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第４節 総合考察  

本研究の目的は，出会いの授業である「クロツグミ」実践を多声 (性 )の観点から分析し，

その実践における対話性，つまり，教師がいかにして児童と対象世界を出会わせているの

か，また児童はどのように対象世界と対話しているのか，を明らかにすることであった。  

その結果，①「クロツグミ」は，「児童の手によって，様々な問を立てることが可能な材」

であり，そのことが材との対話の入り口となること，②「クロツグミ」の解釈は多様では

あるが，文の中にある根拠をもとに，ある１つの読みの解釈を提示することが可能な材で

あること，③「クロツグミ」の実践には，これから始まる「絶え間なき」意味交渉過程と

しての対話の基点となるという意味，および対立する者同士の対話だけではなく，材との

対話（コミットメント）を促す材であることが明らかになった。以上のことから，「クロツ

グミ」を間においた教師と児童の対話によって，後の「変容」への契機となる対話が構築

されている，と解釈できる。  

今後の課題として，以下の２点があげられる。１点目は，異なったキー概念による実践

分析である。本論では，「多声 (性 )」の概念にのみ着目している。そのため，児童の発言に

ついて，前の発言をどれだけ自分のものとしているのか，といった観点からは分析できて

いない。児童の発言の中身を詳しく分析することで，より材との対話について理解できる

と考えられる。そこで，児童の発言内容を先行する発言と照らし合わす分析が必要となる。

そのためには，「収奪」や「宛名」といった概念からの検討が必要であろう。  

２点目は，授業における他者・他者性についてである。柄谷行人（ 1993）はバフチンの

考える他者・他者性について次のように説明している （ ２ ）。  

 

「ポリフォニック，つまり多声的というのは，メタファーだから注意してほし

いとバフチン自身もいっているように，ポリフォニーは，多くの視点や「声」（思

想）が交錯しあっていることではないのです。（中略）つまり，重要なのは，近代

小説＝独我論的な構えが，破られているか否かにあります。そして，それは“他

者”の問題であると同時に“言語”の問題です。換言すると，“言語の他者性・外

部性”の問題にほかならないでしょう。」  

 

柄谷は，「ポリフォニーは，多くの視点や「声」（思想）が交差しあっていることではな

い」とし，バフチンの述べる他者・他者性を「言語の他者・外部性」と述べる。そのよう



47 

 

な他者・他者性について授業の中でどのように理解したらよいのか，またどのようにして

他者・他者性が変容するのか。本研究では，教室における教師と児童の他者・他者性につ

いては言及していない。そのため，他者・他者性について踏まえる必要がある。その理由

は，教師の言葉は権威を持っており，児童の「内的説得力」を促す言葉になりにくく，そ

のため児童同士の対話が必要となるからである。バフチンは，内的説得力を持つ言葉につ

いて，次のように述べる (3 )。  

 

「うわべだけの権威的な言葉とは異なり，内的説得力のある言葉は，それが肯

定的に搾取される過程において，〈自己の言葉〉と緊密に絡みあう。我々の意識の

日常において，内的説得力を持つことば，半ば自己の，半ば他者の言葉である。

内的説得力のある言葉の創造的な生産性は，まさにそれが自立した思考と自立し

た新しい言葉を呼び起こし，内部から多くの我々の言葉を組織するものであって，

他の言葉から孤立した不動の状態にとどまるものではないと言う点にある。」  

 

このことは，他者の言葉を能動的に取り入れようとする際に，生じる葛藤を含んだ対話，

と解釈できる。  

内的対話を促す「心に染み入る対話」がどのような過程で生み出され，また，そのよう

な他者にどのように変容していくのか，ということを今後明らかにしていく必要がある。  
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脚注 

（１）「出会い」という言葉は，著者自身の言葉であるが，ここには２つの意味がある。 1

つ目は，教師が４月最初の授業において，児童に文学作品を解釈することの面白さ

を「出会わせる」，という意味の「出会い」である。２つ目は，児童が「対話的実践」

と出会う，という意味の「出会い」である。そして，両者にとって「出会い」の材

である「クロツグミ」は，この先の１年間の学級作りの基点になる実践である。  

引用文献 

（１）バフチン .M. 新谷敬三郎，伊藤一郎，佐々木寛訳『 1970-71 年の覚書  ことば対話

テキスト .ミハイル・バフチン著作集 8 巻』新時代社， 1988， pp.297-298 

(M. M. Bakhtin  Iz  zapiski 1970-1971 godov，Estetika slovesnogo tvorchestva  ，

Moscow, 1979) 

（２）柄谷行人『言葉と悲劇』講談社， 1993， p.106 

（３）  バフチン .M. 伊藤一郎訳『小説の言葉』平凡社， 1996， p.165 

(M.M.Bakhtin Voprosy literatury i  estetiki:  issledovaniya raznykh let , 

Khudozhestvennaia literatura, Moskva,1975) 
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第４章 授業における発言に対する児童の「応答」プロセス  

 

第１節 本章の目的  

第３章では、出会い材の総合的な分析を行い、児童にとって対話の起点となる、という

仮説を生成した。しかしながら、その後、児童がどのような対話をしていくようになった

のか、といったプロセスは明らかにすることはできていない。そこで、小論では，授業に

おける発言に対して児童がどのように「応答」しているのか、について，児童の行為 (非言

語や発言 )の分析，分類，解釈を通して、授業における児童の「応答」の変容プロセスを教

師の支援と合わせて検討する。  

学級集団の形成や発問に対する答え，内容の深まりには，児童同士の「応答」が影響し

ていると考えられる。授業における児童の「応答」の仕方や変容を明らかにすることで，

学級や授業の構造，認識の変化を可視化することが可能となる。また，類似した児童の他

の行為，例えば「話す」「聴く」といった行為などと「応答」の差異やその関係性を明確に

することにも可能となる。  
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第２節 研究方法  

１ 対象(研究協力者) 

対象 (研究協力者 )は教師歴 22 年のＭ教諭 (男性 )，およびＭ学級の児童である。Ｍ教諭，

Ｍ学級の理由は，M 教諭へのインタビューから，他者に対して，「反応」「対応」すること

を重要と考えている教師の「観」と関連がある。  

「それはもうね、対応っていうのは、うちのクラスの、うちのクラスっていうか、なんか

全てなんやんか、対応っていうのは。人間関係っていうのもそうやし、人間の行動ってい

うのも全部対応なんやんかな。対応っていうのは、こういう状況やからこの状況に応じた

自分の行動をする、っていうのが対応やろ、簡単に言うと。だから、ここに反応っていう

言葉があるけど、反応っていうのは言ったことに対する、人のこと聴いたことに対する自

分の受け答えが反応って、自分は言っていて、それも対応の一つなんやんかな、反応って

いうのは。反応は対応の一つなんやんか」 (11 月 29 日、インタビュー記録抜粋 ) 

以上のような教師の観を授業で具現化し，１年を通して児童の変容を促し，変容によっ

て児童の学びを深める実践を行っているからである。  

Ｍ学級は，公立小学校の５年生で、このクラスは単一学級のため，５年間クラス替えは

ない。  

クラス児童数は男子 15 名，女子 17 名の計 32 名である。   

２ 対象児 

対象児は、ようすけくん (仮名 )である。ようすけくんを抽出した理由は、Ｍ教諭，筆者

ともに，ようすけくんを他の児童の発言に対して，「よく応答する」と認識している。しか

しながら，観察当初から「よく応答していた」のではなく，「よく応答する」ようになって

いった。であるから、ようすけくんの応答に着目することで，「応答」の変容プロセスを明

らかにできると考えている。  

３ 観察時期 

2009 年４月～同年６月  

４ 観察の方法  

筆者は，国語の授業の参与観察を４月から６月までの計９回 (４月：３回、５月：３回、

６月：３回 )であった。国語の授業を，ビデオカメラ１台で録画し，それをデータ化した。

また，フィールドノーツからエピソード記録を作成した。ビデオ記録のデータはＭ教諭と

児童の発話が中心であり，そこで表せない非言語的情報やその空間で感じたことなどをエ
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ピソード記録で補完した。分析の際，Ｍ教諭に行ったフォーマルなインタビューや休み時

間の雑談などを考察対象に含めた。総時間数は、371 分で、平均時間は 41，2 分であった。

国語の授業で扱われた材 (教材 )は、詩と物語文であった (表２ )。  

 

表２ 観察日時と材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業月日 材 備考
2009年4月7日 クロツグミ①

4月8日 クロツグミ②
4月22日 新しい友達①
5月13日 新しい友達②
5月20日 新しい友達③
5月27日 新しい友達④
6月1日 新しい友達⑤

6月17日 春①
6月22日 春②

　　　
合計　９回
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第３節 分析結果  

本稿では、児童の「応答」場面を「身体的・言語的な ,他者に対する意識的反応」と定義

し、考察の対象にした。その際に、教師の発言への「応答」とみなされるものや児童の発

言内容に対する「応答」であっても、教師の再声化 (リヴォイス )に対する「応答」と考え

られるものは除いた。定義に基づいて、授業記録および観察記録と映像記録から、他の児

童の発言に対するようすけくんの「応答」場面を抽出した。児童の発言の総数は、 1352

場面であり、その中でようすけくんの「応答」場面は 51 場面であった (表３ )。  

    

１ 「応答」場面の種類 

 ようすけくんの「応答」場面の検討から、以下の８つのタイプの場面を抽出した。A,：

身の乗り出し /体を向ける、B:：相槌 /うなずき、C：発言の復唱、D：呼びかけに対する

挙手、E：発言内容の是非、F：発言に対する賛成・反対の意思表示、G：自分の考え・解

釈などのつぶやき、H：発言に対する疑問・問題の投げかけ 、の８つである。各タイプの例

は表４に示す。  

続いて、各授業の「応答」場面回数については、以下のようにカウントした。「応答」

場面において、複数のタイプが同時にみられた場合は、それぞれカウントした(例えば、「発

言している児童の方をみながら、うなずく」、という場合は、それぞれ１つずつカウント

した)。また、同じ授業時間内に同じタイプの「応答」がある場合、それぞれ１つずつにカ

ウントした。各授業の「応答」場面回数については、表５に示す。 

 その結果、「応答」場面でもっとも多かったのは、 D：呼びかけに対する挙手の 24 場面

であった。続いて多かったのは、A：身の乗り出し /体を向ける、の 16 場面、B：相槌 /う

なずきの６場面であり、残りは１場面ずつであった。また、 5 月 13 日と 6 月１日の２回、

「応答」場面がみられなかったが、これらについては、授業が音読や、辞書での意味調べ

といった授業内容が影響していると思われる。  

 以下では、具体的な事例を示しながら、ようすけくんの「応答」の変容プロセスと教師

の支援の関連、および「応答」の意義について検討していく。 

 

(１)児童による授業進行の契機 

 表５をみると、呼びかけに対する挙手場面が全 24 場面中、22 場面が４月にみられた。

呼びかけに対する挙手としての「応答」には次の２つの意義があると考えられる。１つ目
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は、授業への参加である。２つ目は、児童らが授業を進めていくことである。 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業月日
全教師の
発言場面

全児童の
発言場面

全発話場面
全ようすけくんの
他の児童の発言に
対する応答場面

2009/4/7 130 113 243 9
2009/4/8 83 79 162 10
2009/4/22 228 297 525 6

2009/5/13 94 94 188 0
2009/5/20 142 152 294 4
2009/5/27 97 107 204 4

2009/6/1 118 119 237 0
2009/6/17 189 234 423 8
2009/6/22 139 157 296 10
合計 1220 1352 2572 51

表２　発言場面と応答場面の回数
表３ 発言場面と応答場面の回数 
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A：身の乗り出し/体を向ける
先生：これを使って、問題を作ったんだ
よ、どんな問題？

複数の児童：ヒロが

先生：はい（まさこを指名する）

まさこ：ヒロの願いは何？

てつろう：そう

先生：もう一回

まさこ：ヒロの願いは何？

複数の児童：うん、そう

(ようすけはノートに書いていた手を止め、４列左のまさこのほうをみる。
けれども、まさこをみるには他の児童の頭が邪魔なようで、身を乗り出してまさこのほうをみようとしている)

B：相槌　/うなずき
先生：わかりきったつもりになってるけ
ど、絶対じゃないから、もう一回やってみ
たいんだよ、いい、出してみて。はい、ど
うぞ

とし：まりちゃんが

先生：はい、とし。僕問題できたんだけ
ど、変なとこあるんだけど

とし：僕変なとこあるんだけども、

ようすけ：おー

複数の児童：おう、何何

(ようすけは、としの発言に「おー」と言って、相槌をうっている)

C：発言の復唱
先生：次だれ

かず：はい。

(間が空く)

かず：僕（問題）できたんだけど、

先生：きいてない人いっぱいいる。みんな
きいてない。せっかくな、僕問題できたん
だけど、って言ってるのに、問題できてへ
ん人が「あいつできたんか」ってきいてな
いといかんな

＊＊：何

先生：うん

かず：21段落の

ようすけ：21段落

(ようすけは、かずの言葉を復唱している。かずが言い切る前に「21段落」と口ずさんでいる)

表３　ようすけくんの「応答」のタイプとその例表４ ようすけくんの「応答」のタイプとその例 
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D：呼びかけに対する挙手
先生：そうしたら、この中でひろの望みが
隠れている、ここから分かるよ、隠れてい
るよっていうのは、これなの？これなの？
これなの？どこでしょう？はい、選んで

かず：決めた

てつろう：決めた

ようすけ：決めた。まだの人？

複数の児童：まだの人？

複数の児童：一の人？

先生：うわあ、0

複数の児童：二の人？

先生：0

複数の児童：三の人？

先生：0

複数の児童：四の人？

児童ら(ようすけ含む)：はい（挙手）

先生：お、すごいな、これは全員

複数の児童：全員

(ようすけは、児童からの呼び掛けに対して、挙手という形でこたえている)

E：発言内容の是非

児童ら：お母さんに、おはようといったら殴
られるはずがないのに、いきなり殴られたっ
て変じゃない、おかしい

先生：最後は適当に言えばいいんだけど

な、はい言える人、あー、あがった、みゆ

ちゃんあがったな、

先生：はい、まさし言ってみて

まさし：お母さんにおはようって言ったら、
殴られたのは＊＊、お母さんにおはようと
言ったら、普通は殴られないのに

先生：うん、きいてる？

ようすけ：うん、いい

(先生が提示した例文を、復唱できたまさしに対し、ようすけは「うん、いい」と復唱できていることを肯定している)

F：発言に対する賛成・反対の意思表示
先生：はい、じゃあみつるちゃん言って

みつる：わたしの知っているまりちゃんじゃ
ないような気がするから

てつろう：うん

みつる：前のまりちゃんの方になってほし
い？
てつろう：うん

複数の児童：一緒

ちひろ：ちょっと言い方が違うけど

ようすけ：一緒、ちょっと言い方が違うけど

(ようすけは、みつるの意見に対する同意を示す。言い方の違いまでは述べていない)



56 

 

  

 

 

G：自分の考え・解釈などのつぶやき
先生：何ってきくの、いいよ

とし：「まりちゃんなら大丈夫」って、先の
ことなのに何でわかるの？
てつろう：あぁ、なるほど。それは思う

複数の児童：あぁ

ようすけ：勘やな

(ようすけは、としの発言した疑問に対し、自分なりの答えを示している)

H：発言に対する疑問・問題の投げかけ
みほ：おかんってお母さんのこと？

先生：おかんってお母さんのことか？

複数の児童：そう

みほ：おかんやのに、ちっちゃい体ってどう
いうこと。
てつろう：僕問題できたんだけど、一連の５
番のとこの、「ぴょっこり浮かして」、って
浮いてるの？
複数の児童：あぁ

先生：浮いてるの？

あゆみ：それって、もしかしたら、もう（う
まく言葉にできない）

先生：わかった、おかんは魔法使いやか
ら、

複数の児童：違う

先生：違うの？

あゆみ：うちわみたいな人間

みつる：えっと、大きな空やから、大きな空
にとって人間はちっちゃいから
てつろう：なるほど

複数の児童：あぁ

先生：だから、浮いてるって、マジック
で？そういうこと（なほにきく）

なほ：（首をふる）

先生：絶対ありえない

ようすけ：問題できたんだけど

てつろう：なんや

ようすけ：これは事実なんか、想像なんか
どっちなん？

(ようすけは、他の児童の話し合いを聴きながら、問題ができたようである。そして、その問いをクラス全体に投げかけている)

表４　各授業の「応答」の内訳

授業月日
身の乗り出し
/体を向ける

相槌　/
うなずき

発言の
復唱

呼びかけに
対する挙手

発言内容
の是非

発言に対する
賛成・反対の
意思表示

自分の考え・
解釈などの
つぶやき

発言に対する
疑問・問題の
投げかけ

2009/4/7 9
2009/4/8 10
2009/4/22 2 3 1

2009/5/13
2009/5/20 1 1 1 1
2009/5/27 2 2

2009/6/1
2009/6/17 4 2 1 1
2009/6/22 8 1 1
合計 16 6 1 24 1 1 1 1

表５ 各授業の「応答」の内訳 
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事例１は、「詩：クロツグミ」の授業である。詩の各文について、「それぞれ誰か言って

いるのか」、について議論しているところである。その意見について、教師が児童に児童の

意見をきかせる場面である。教師は１「じゃいくよ、きいて」といい、児童に児童の意見

をきかせる。それに対して、複数の児童が２「クロツグミの人」４「人やと思う人」と児

童に尋ねる。４の発言が小さく、また周りの反応もあまりなかったため、教師は５でもう

一度きくように指示するそこで、みつるが６「クロツグミの人」と再びきく。それに対し

て、教師は７で、意思表示として手をあげるだけでなく、 1 人 1 人がその様子や意見の数

を確認することを促す。  

このように、児童たちが児童にきき、それに児童が応答し、またそれを児童が確認する、

という形の授業の構造ができあがっていく。このような構造によって、児童は授業に参加

し、また自分たちで授業をすすめていく契機となっている。しかしながら、５月以降、こ

れらの「応答」場面は２場面と、かなり減少している。それでは、どのような「応答」に

変わってきたのか。  

 

(２)発言を「受け取る」場の構築 

４月の終わりから６月にかけて、増加してきたのが「身を乗り出す /体を向ける」「相槌 /

うなずき」といった「応答」である。これらの「応答」には次の２つの意義があると考え

られる。１つ目は、学びのために「聴く」という行為の意識付けということである。２つ

目は、発言者が安心して発言できる、ということである。  

事例２は、「物語文：新しい友達」の授業である。本文中の「うれしい」という言葉の意

１先生：じゃいくよ、聞いて

２複数の児童：クロツグミの人

３先生：クロツグミの人、ゼロ。はい、聞いて。

４複数の児童：人やと思う人

５先生：全員手を挙げてるか見て。手の挙げ方、昨日教え
た挙げ方してる人、この人やってる、この人やってる、数
えて。これは明らかに全員。よし、2つ目の問題。2つ目は

どうなの、聞いてみて、みんなに聞いて
６みつる：クロツグミの人

７先生：ぱっと、みんな聞いてるんでしょ、全員でぱっと
見なあかん、人に任せたらあかん。もう一回聞いて、クロ
ツグミの人って

事例１　児童に児童の意見をきかせる　(４月８日)
表５事例１ 児童にクラス全員の意見をきかせる(４月８日) 
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味が「願いがかなう」との意味から、登場人物であるヒロの願いは何であったのかについ

て議論しているところである。教師は８で「 (本文中の『うれしい』という言葉の意味から )

どんな問題 (ができたか )」と児童に尋ねる。それに対し、複数の児童がそれぞれ９「ヒロ

が」と話し始める。その児童の中から、教師は 10「はい」と言ってまさこを指名する。ま

さこは 11「ヒロの願いは何？」と発言し、てつろうは 12「そう」とまさこの発言に同意

している。しかしながら、てつろう以外の児童から言語的な「応答」がないことや、まさ

このほうを他の児童が向いていないために、教師は 13「もう一回」と言ってもう一度まさ

こに発言を促す。まさこは、14「ヒロの願いは何」ともう一度発言する。すると、今度は

複数児童が 15「うん、そう」と言葉で「応答」する。言葉で「応答」していなくても、よ

うすけのように、体を発言者のまさこのほうに向ける児童もいる。しかしながら、まだ発

言者の方を向いていない児童がいたため、教師は再度まさこに 16「もう一回」ともう一度

発言を促す。他の児童もまさこの発言に言葉や身体で応答した。  

このように、教師は、児童が発言していることに「応答」することを徹底している。そ

の際に、教師は、「応答するように」といった指示ではなく、実際の場面を何度も繰り返こ

のことによって、児童が行為を実際にできる場面創出している。そして、これらの支援は、

教室内で発言された児童の発言に対し、聴いている側に当事者意識を常に持たせることに

つながっていく。そのような意識を持つことによって、そこから新たな疑問やこれまでと

は違った考えを持つことができるのではないか。また、発言者も、自分の発言が他の児童

から無視されず、必ず何らかの「応答」が返ってくることで、安心して発言できるように

なっていくのではないだろうか。  

 

(３) 意味交渉としての教室空間 

これまでのプロセスを経て、６月になると「発言に対する疑問・問題の投げかけ」とい

った「応答」場面が現れてくる。この「応答」には「他者を意味交渉に導く」といった意

義があると考えられる。
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８先生：これを使って、問題を作ったんだよ、どんな問題？

９複数の児童：ヒロが

10先生：はい（まさこを指名する）

11まさこ：ヒロの願いは何？

12てつろう：そう

13先生：もう一回

14まさこ：ヒロの願いは何？

15複数の児童：うん、そう

(ようすけはノートに書いていた手を止め、４
列左のまさこのほうをみる。けれども、まさこ
をみるには他の児童の頭が邪魔なようで、身を
乗り出してまさこのほうをみようとしている)

16先生：もう一回

17まさこ：ヒロの願いは何？

18複数の児童：うん、そう。そうや

19先生：１回で４年生、２回で３年生、みんな一年生レベル
に下がっちゃったね、悲しい。

表６
事例２　他の児童が「応答」するまで繰り返させる(5月27日)

事例２ 他の児童が「応答」するまで発言を繰り返させる(５月27日) 
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20先生：問題できたん？

21さやか：えっと、くわにもたれることってできるの？

22＊＊：できひんなー

23なな：できる

24＊＊：やろうと思ったらできるんちゃう

25みほ：おかんっておかあさんのこと？

26先生：おかんっておかあさんのことか？

27複数の児童：そう

28みほ：おかんやのに、ちっちゃい体ってどういうこと。

29てつろう：ぼく問題できたんだけど、一連の５番のとこ
の、「ぴょっこり浮かして」、って浮いてるの？
30複数の児童：あぁ

31先生：浮いてるの？

32あゆみ：それって、もしかしたら、もう（うまく言葉に
できない）

33先生：わかった、おかんは魔法使いやから、

34複数の児童：違う

先生：違うの？

35あゆみ：うちわみたいな人間

36みつる：えっと、大きな空やから、大きな空にとって人
間はちっちゃいから
37てつろう：なるほど

38複数の児童：あぁ

39先生：だから、浮いてるって、マジックで？
そういうこと（なほにきく）

40なほ：（首をふる）

41先生：絶対ありえない

42ようすけ：問題できたんだけど

43てつろう：なんや

44ようすけ：これは事実なんか、想像なんかどっちなん？

ようすけは、他の児童の話し合いを聴きながら、問題がで
きたようである。そして、その問いをクラス全体に投げか
けている。

45先生：これはってどこのこと？

46ようすけ：一連

47先生：一連は事実なのか想像なのか、手を挙
げて

48複数の児童：想像

49先生：手を挙げて。これは事実って言う人。想

像っていう人。そこで問題、今の。どこで想像ってわ
かるの？

50複数の児童：浮いてるっていうとこ

51かず：やろで、やから

52先生：はい、何

53かず：やろで、やから

54児童ら：あー

児童の発言から生まれた疑問(６月17日)
表７事例３ 児童の発言から生まれた疑問(６月17日) 
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事例３は、「詩：春」の授業である。授業は本文から児童が問題を作っているところであ

る。教師は児童に 20「問題できたん」ときく。すると、児童それぞれから疑問が出てくる。

教師はそれを 26 や 31 のように復唱する。すると、ようすけは 42「問題ができたんだけ

ど」44「これは事実なんか、想像なんかどっちなん」と発言している。これはつぶやきで

はなく、クラス全体にきこえる声である。その後、この問いはクラス全体のものとなり、

児童同士で考えを出し合い、根拠を探していく。  

ようすけの 44 の発言は、他の児童を問いに巻き込んでいく発言であり、対話の他者と

しての役割を担っている。しかしながら、このような問いが生まれたのも、それまでの他

の児童の発言に「応答」していたことが関連しているだろう。しかしながら、45 や 47 の

教師の発言にもあるように、授業に対して教師が介入している。他の児童の発言から、児

童らが問題を出すことはできるようになってきたが、出された問いをさらに深めていくこ

とはまだ教師の役割だと言える。今後、出された問いをどのように児童同士で深めていく

のかについてさらに検討が必要である。  
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第４節 総合考察  

 他の児童の発言に対するようすけくん「応答」場面の検討から、「応答」の変容プロセス

についてみてきた。その結果、次のことが明らかになった。  

 ようすけくんの「応答」は、授業に参加し、児童自らが授業を進行できるための「応答」

を基点とし、発言者に対する言語的・非言語的なコミットメントによって「発言への当事

者意識」を持ち、「安心して発言できる場」の構築をもたらすような「応答」を経て、他の

児童を意味交渉に導く他者としての「応答」という変容プロセスをたどる、ということで

ある。このような変容プロセスは授業における「他者・他者性」の変容とも考えられる。

つまり、共感的・受容的な他者から、意味交渉の場に導く他者へと変容している。  

以上の「応答」の変容に対し、教師は以下２つの支援を行っている、との仮説を生成す

るにいたった。  

 1 つ目は、児童自身に授業を進行させるために、教師の役割と考えられている行為、具

体的には問題を作ることや、考えを尋ねる、再声化といった行為を児童にさせる、という

ことである。  

 ２つ目は、児童の「応答」の行為について、言語化だけではなく、実践中で繰り返し、

できるまで徹底させていく、ということである。  

今後の課題としては，次の２つのことがあげられる。１つ目は、他の児童の「応答」に

ついて検討することである。例えば，「応答」していない児童について検討することなどが

考えられる。２つ目は、学級の対話構造の変容についてである。  
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第５章 授業における児童の対話スタイルに関する研究  

 

第１節 本章の目的  

第４章では、児童 1 名を抽出し、他者の言葉への応答のプロセスを明らかにした。しか

しながら、他の児童がどのようなプロセスを経ているのか、を明らかにすることはできて

いなかった。そこで、小論では，授業における児童の他者の言葉への応答を対話スタイル

とし、学級における児童らの対話スタイルの特徴を明らかにする。具体的には、２名の児

童を抽出し、彼らの特徴から、学級における他者との関係の変化と認識の変化が相互に関

連している過程を明らかにしていく。  
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第２節 研究方法  

１ 対象(研究協力者) 

対象 (研究協力者 )は教師歴 22 年のＭ教諭 (男性 )，およびＭ学級の児童である。Ｍ学級は，

公立小学校の５年で，このクラスは単一学級のため，５年間クラス替えはない。クラス児

童数は男子 16 名，女子 17 名の計 33 名である。   

２ 対象児 

対象児は，次の２名である。２人を抽出した理由は、その対話スタイルが大きく異なる

からである。１人目は，ようすけくん (仮名 )である。ようすけくんを抽出した理由は，Ｍ

教諭，筆者ともに，ようすけくんを他の児童の発言に対し，よく応答する，と認識してい

る。つまり，ようすけくんは，他の児童の発言に対し、積極的に応答するようなスタイル

を持っているといえる。  

２人目は，はるとくん (仮名 )である。はるとくんを抽出した理由は，ようすけくんとは

異なる発話スタイルを持っていることである。Ｍ教諭は，４月当初，はるとくんを以下の

ように認識している。  

「やっぱはるとはね，昔はてつろうにしか言わへんかった。今でもそうやで。てつろう

に意見を言うねん，4 月の最初ずっと。  (中略 )一番初めに変えやなあかん子ってクラスの

中でおるやんか？それが今回，てつろうとはるとやったもんで」(Ｍ教諭へのインタビュー

記録抜粋 ) 

つまり、はるとくんは他の児童にはあまり応答せず、特定の児童に応答するスタイルで

ある、といえる。  

以上のことから、ようすけくんとはるとくんは、異なった対話スタイルを持っているこ

とが示唆される。  

３ 観察の方法 

国語の授業の参与観察を 2009 年４月から 12 月までの計 24 回行った。国語の授業を，ビ

デオカメラ１台で録画し，それをデータ化した。また，フィールドノーツからエピソード

記録を作成した。ビデオ記録のデータはＭ教諭と児童の発話が中心であり，そこで表せな

い非言語的情報やその空間で感じたことなどをエピソード記録で補完した。分析の際，Ｍ

教諭へのフォーマルインタビューや休み時間の雑談などを考察対象に含めた。  
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第３節 分析結果  

それでは、2 人の特徴的な発言場面とその過程の事例分析から、２人の対話スタイルを

明らかにしていく。  

１ 事例１ ようすけくんの対話スタイル 

まず、表６の場面１において、ようすけくんは，よしきくんの「『まりちゃんなら大丈夫』

って，先のことなのに何でわかるの？」という疑問に対し，「勘やな」と自分の解釈をつぶ

やいている。しかしながら，このようなようすけくんのつぶやきは，発言の宛名が明確に

あるわけではない。  

次に、表６の場面２において、ようすけくんは，児童らの話し合いを聴き，「これは事実

なんか，想像なんかどっちなん」と疑問を抱いている。しかも，その疑問を「問題できた

んだけど」と言って，クラス全体に向かって述べている。  

そして、表６の場面３において、ようすけくんは，なほみちゃんの「おとりのガンも残

雪が弱ってしまうから，どっちも失ってしまう。」「おとりのガンも残雪もハヤブサに持っ

てかれてしまう」という発言に対し，「逆に好都合。大造じいさんは，残雪が邪魔で憎かっ

たから，逆に好都合ちゃう？」と尋ねている。また，しゅうくんの「正々堂々，自分で打

ちたかったんじゃない？」や，ゆうさくくんの「それは，ライバルをハヤブサに取られる

ってこと？」という発言に対し，「それは，ライバルをハヤブサに取られるってこと」と、

その真意を確認している。しかしながら，しゅうくんやゆうさくくんとようすけくんだけ

の話し合いにとどまらず，エピソード２のように，自らの疑問を他の児童に呼びかけたり

しなくても，他の児童がこれらの話し合いに参加しており，クラス全体の対話へと広がっ

ている。
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表６ ようすけくんの対話スタイル 

 

場面１ 「児童の発言に対する自分の考えのつぶやき」5月 13 日 国語：物語文・『新しい友達』 

 場面２ 「クラス全体に投げかけられた疑問」 6 月 17 日 国語：詩・『春』 

 

場面３ 「特定の児童に向けられた対話のクラスへの広がり」 11 月 25 日 国語：物語文・『大造

じいさんとガン』 

 

先生：ほいじゃあちょっときかせて、変だ、おかしい見つけた？
児童ら：見つけた。
先生：見つけた、見つけた。
児童ら：見つけた。
先生：わかりきったつもりになってるけど、ぜったいじゃないから、もう一回やってみたいんだよ。いい？
　　　　出してみて。 はい、どうぞ。
よしき：まりちゃんが…
先生：はい、よしき。ぼく問題できたんだけど、変なとこあるんだけど 。
よしき：ぼく変なとこあるんだけども、
ようすけ：おー。
複数の児童：おう、なになに？
先生：なにってきくの、いいよ。
よしき：「まりちゃんなら大丈夫」って、先のことなのに何でわかるの？
まさふみ：あぁ、なるほど。それは思う。
複数の児童：あぁ。
ようすけ：勘やな。

てつろう：ぼく問題できたんだけど、一連の５番のとこの、「ぴょっこり浮かして」、って浮いてるの？
複数の児童：あぁ
先生：浮いてるの？
　　　　(中略)
みつる：えっと、大きな空やから、大きな空にとって人間はちっちゃいから。
てつろう：なるほど。
複数の児童：あぁ。
先生：だから、浮いてるって、マジックで？そういうこと？（なほにきく）
なほ：（首を横にふる）
先生：絶対ありえない。
ようすけ：問題できたんだけど。
てつろう：なんや？
ようすけ：これは事実なんか、想像なんかどっちなん？

先生：じゃあ、他の人も言って。
かず：びっくりしたから。
なほみ：今撃ったら、残雪が弱ってしまうから、どっちも失ってしまう。
なほみ：おとりのガンも残雪もハヤブサに持ってかれてしまう。
＊＊：おとりはどうでもいいんやろ。
ようすけ：逆に好都合。大造じいさんは、残雪が邪魔で憎かったから、逆に好都合ちゃう？
まさこ：おじいさんがやらなくても、残雪がいなくなればいい。
ちひろ：ガン取り放題や。
しゅう：正々堂々、自分で打ちたかったんじゃない？
ゆうさく：うん、自分で殺したことにはならへん。
ようすけ：それは、ライバルをハヤブサに取られるってこと？
ゆうさく：そうじゃないけど。
れお：勝てない相手に立ち向かっていくほどの残雪に感動した。
さえこ：残雪が分かってたかは分からへんけど、大造じいさんに撃たれるかもしれないのに、自分の
　　　　　命を捨ててまで仲間を救おうとする姿に感動した。
れお：「他のことは忘れて」って書いてあるから、残雪は大造じいさんのことも忘れていたんちゃう？
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表７ はるとくんの対話スタイル 

 

場面４ 「特定の児童への関わり」 4 月７日  国語:詩・『クロツグミ』 

 

場面５ 「教師との対話から生まれた全体への問い」 6 月１日 国語：物語文・『新しい友達』 

 
場面６ 「教師に対する答えが，他の児童にひろわれる」 11 月 25 日 国語：物語文・『大造じい

さんとガン』 

 

場面７ 「他の児童から応答されることによる考えの再考」11 月 25 日 国語：物語文・『大造じい

さんとガン』 

 

先生：小鳥じゃないのって、ほい、ひよこなのか小鳥なのか、今ね、ひよこなのか小鳥なのかね。
　　　　ひよこ、これはひよこの話だよ、って、これは小鳥の話だよって、ちょっと今ここに出てきて
　　　　るのはひよこなのか、小鳥なのか、他に出てきてるのってある？
＊＊：グミが出てきてる。
先生：他に出てきてるのは？
児童ら：クロツグミ。
先生：おう、クロツグミっていうのは何なのっていうことだよな、クロツグミが出てきてる。
はると：鳥の名前。
先生：正解。
はると・ふゆき：いえーい。

先生：さぁ、こういう自分、こういう気持ちがある、自分のことがいややな、という気持ちがあって、この気持ちは、まりちゃん
　　　　ともぎくしゃくしてるんやろ、ぎくしゃくっていうのはあまり仲よくしてない、っていう、そういう気持ちが、自分のことが
　　　　嫌やという気持ちがいつ、消える？
はると：今日。
先生：今日っていつ？今日っていつのこと言ってるの？
＊＊：昨日。
＊＊：金曜日。
先生：わけわからんこと言ってるな。月曜日とか金曜日とか何のこと言ってるの？いつ、どこで、この気持ちが…
はると：今日。
先生：今日って言ったのだれ？
はると：おれ。
先生：どういうこと？
はると：その日の、気付いた日。
先生：気付いた日にこの気持ちはなくなる？
はると：そう。
先生：それがいつなくなるのか探してほしい。教科書のここ、っていうのを探して欲しい。この気持ちがなくなるのはどこか。
　　　　読んで探してみて。みつけた、と思ったらしるしつけたらいい。おう、どこにあるやろ。ない？

先生：みんな、何か自分の考え持った？何でもええから、自分の考え持たなあかんで？はい、じゃあ、
　　　　なんでやと思う？
はると：残雪はおとりのガンの近くにおったから、残雪を撃つと、おとりのガンにも当たるかもしれへん。
児童ら：そうかもしれない。
ゆうさく：はるとと少し違うけど…残雪の近くにおとりのガンがおって、おとりのガンに当たるとあかんから、あ、
　　　　　一緒か。
みつる：じゃあさ、それは、おとりのガンを死なせたらあかんの？
さえこ：おとりのためにそのガンを育てたんやから、おとりのガンを当たるとか考えてないんちゃうかな？

先生：大造じいさんにとってこれ（残雪からりょうじゅうのたまが届く範囲に入ってきたこと）はどういうこと
　　　　かってことを考えやなあかんよ。
みつる：ありがたいって気持ちが無いって人の意見が聴きたい。
先生：はい、じゃあ言って？
はると：すごい。
児童ら：え～？
はると：すごいっちゅうか。おどろいた。
先生：あ、撃たなかったんじゃなくて、撃てなかったんや？
＊＊：撃たなかったは意思で、撃てなかったは自然。
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２ 事例２ はるとくんの対話スタイル 

まず、表７の場面４において、はるとくんは，教師の「クロツグミっていうのは何なの」

という問いに対し，「鳥の名前」と発言する。そして，自分の発言が教師に「正解」と言わ

れると，近くの席に座っているふゆきくんに向かって「いえーい」といってハイタッチを

する。また，教師のインタビューの「4 月の最初はずっと『てつろう，なぁ？』って，て

つろうと『なぁ？』とか言っていた。ほんまずっとそうやったもん」ということからも，

特定の児童に向かう発言が多いことがわかる。  

 次に、表７の場面５において、はるとくんは，教師の問いに対して応答する形で，一対

一のやりとりをしている。このとき，発言はすべて教師に対して向けられている。教師は，

はるとくんとのやりとりを踏まえたうえで，クラス全体に向けて「いつなくなるのか探し

てほしい」という次の問いを出している。  

また、表７の場面６では、はるとくんは，教師の「なんでやと思う？」という問いに対

し，「残雪はおとりのガンの近くにおったから，残雪を撃つと，おとりのガンにも当たるか

もしれへん」と答える。この発言は教師に向かって発言されているのであるが，他の児童

らは「そうかもしれない」と言って，その発言に応答している。 

さらに、表７の場面７においては、教師の「大造じいさんにとってこれ（残雪からりょ

うじゅうのたまが届く範囲に入ってきたこと）はどういうことかってことを考えやなあか

んよ」という問い，そしてみつるちゃんの「ありがたいって気持ちが無い人の意見が聴き

たい」という発言に対し，はるとくんは、大造じいさんの気持ちには「すごい」という気

持ちがあった旨を発言する。すると，その発言に対し，他の児童から「え～？」と疑問形

で応答が返ってくる。その応答に対し，はるとくんは，児童らに向かって「すごいっちゅ

うか，おどろいた」と言い直している。はるとくんは、他の児童の反応を敏感に感じ，そ

れに応答しているようである。  

 はるとくんの発言は、他の児童から応答されることにより，発言の宛名が他の児童に向

かうようになっている。 

 

 

 

 



69 

 

第４節 総合考察 

小論の目的は，授業における児童の対話スタイルについて，その特徴を明らかにするこ

とであった。そこで、国語科授業におけるＭ学級の児童 2 名の対話スタイルを比較検討し

た結果，以下のことが明らかになった。  

すなわち、Ｍ学級におけるようすけくんは，①他者の発言に対し応答し，②他の児童の

発言をきっかけとし，新しい疑問や問題の発見し，③学級の児童を意味交渉の場へ導いて

いく，という対話スタイルが明らかになった。このことから，ようすけくんは，発言の宛

名が教師に限らず、発言をした児童，もしくは学級全体に問うような対話スタイルである，

といえる。また，はるとくんは①特定の児童との対話，②教師との 1 対１の対話，③他の

児童による応答により，発言の宛名が他の児童へと広がっている，という対話スタイルが

明らかになった。このことから，はるとくんは，特定の児童，もしくは教師に向かって発

言しているが，他の児童によって自らの発言に応答されることで，特定の児童や教師以外

の児童に向かって発言することが可能となるような対話スタイルである，といえる。  

最後に、このような異なった対話スタイルをもつ児童が教室に存在するということの，

「多声的な教室空間」の意味について言及したい。すわなち，このような対話空間を児童

が生きることは，教室における「権威的な言葉」（１）(バフチン.1996)にからめとられない，

生き生きとした対話を行える土壌がある，ということである。  

教室空間において、児童それぞれが独自の対話スタイルを保持し、その独自のスタイル

同士が相互に応答しあうことで、内的説得力のある言葉となっていると考えられる。  

しかし、今後「多声的な教室空間」が保障されているということと授業における学びの

質の向上とは関連がある，という仮説のもと，以下の課題に取り組む必要がある。すなわ

ち，授業における児童と材との関係，つまり学びの質についての検討である。児童の発言

の宛先に関する変容の分析や児童の発言内容を先行する発言と照らし合わせる分析、そし

て、それらと児童が記述したノートやドキュメント，児童へのインタビュー分析等を合わ

せて検討することで，児童・生徒と材との対話を明らかにできると考えられる。  

以上の課題を乗り越えることで，より精緻な仮説を生成していく必要があるだろう。  
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第６章 国語科授業における対話の変容―発言の「宛名」を手がかりに―  

 

第１節 本章の目的 

第５、第６章では、児童の対話スタイルのプロセス、およびそれらの特徴に注目し、児

童個々の学びの過程を明らかにしてきた。しかしながら、クラス全体においてどのような

変容があったのか、については明らかにできていなかった。また、児童の対話スタイルに

焦点化していたため、児童の認識の変容に関して、検討が不十分であった。そこで、小論

では，同一学級のもと、異なる時期に実施された授業の比較・検討を行い，発話 (１ )の「宛

名」の変容を明らかにし，学級における対話のダイナミズム，および児童の学びについて

考察する。 
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第２節 研究方法 

１〈対象(研究協力者)〉 

対象(研究協力者)は，M 県の公立小学校の教師歴 22 年のＭ教諭(男性)１名とＭ教諭が担

任した学級(単一学級) である。Ｍ教諭は，国語を自身の研究教科の１つとして，長年，赴

任校において実践されている。そして，深い教材解釈に基づいた，児童による話し合いを

中心とした授業を行っている。さらに，Ｍ教諭は自らが中心となって教師の主体的なサー

クルを運営しており，その教材の解釈およびその実践は他の教師によって認められている。 

また，Ｍ教諭の授業の特徴は以下のようである。すなわち，Ｍ教諭は４月の段階から，

文学材の模造紙を黒板に提示し，「ここの文で問題できる？」や「誰か問題できた？」など

といった発問をすることで，児童が自ら問を立て，立てた問をクラスで共有し，それを解

決していくような授業を目指した働きかけを行っていた。さらに，児童の発言は挙手によ

る指名制ではなく，児童らのつぶやき基にし，そのつぶやきに対して積極的に応答し，そ

れらを児童に返すという形で，児童同士で話し合いできるような授業を構成していた。そ

して，Ｍ教諭は，児童同士の話し合いが滞り，沈黙が続いた場合や論点が多様に広がった

場合には，話し合いの流れを整理したり，論点を絞ったりするなどの話し合いが深まるよ

うな介入を行っていた。 

２〈期間と方法〉 

観察の期間は，2010 年４月から 2010 年 12 月まで，全 25 回行った。対象学年は，５年

生児童 32 名(男子 15 名，女子 17 名)であった。(児童の名前は全て仮名である)   

週に１，２回の頻度で朝の活動と１，２時間目の授業，および休み時間に参与観察を行

った。分析の対象である国語の授業については，ビデオカメラ１台で録画し，それをデー

タ化した。また，フィールドノーツからのエピソード記録を作成した。ビデオ記録のデー

タは主にＭ教諭と児童の発話が中心であり，そこで表せない非言語的情報やその空間で感

じたことなどをエピソード記録で補完した。分析の際，Ｍ教諭に行ったフォーマルなイン

タビューや休み時間の雑談などを考察対象に含めた。 

取り上げる事例は，Ｍ教諭が 2010 年度に担任した５年生の４月の授業（以下，事例Ａ）

「新しい友達」（石井陸美，光村図書，５年上）と 11 月の授業（以下，事例Ｂ）「大造じ

いさんとガン」（椋鳩十，光村図書，５年下）である。いずれも 45 分の授業であり，文学・

物語を扱っている。これら２つの授業における児童の発話の「宛名」，およびその発話の内

容を比較・検討を行った。この２つの授業を比較した理由は，Ｍ教諭の実践の典型性を有
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している点にある。すなわち，Ｍ教諭の文学材の実践の特徴として，児童らが「登場人物

の行動や心情に対する『変だ，おかしい』」という場面に対する疑問を持つ」という，自ら

問いを立てることを，重視している。ここで取り上げる２つの授業は，事例Ａ「すごい謎

見つけたんやんな？」「うれしかったら普通？」，事例Ｂ「なんで大造じいさんが再びじゅ

うを下ろしたか，ここやな」，と２つとも，「登場人物の行動や心情に対する『変だ，おか

しい』」という疑問に対する発話から始まっている。  

以上が，２つの授業を抽出し，比較する理由である。本研究では，分析する際に，比較

妥当性の観点から，①45 分間における総発話②授業開始からの四分の一(授業開始から 10

分弱)の発話を抽出し，比較した。事例Ａ（101 開始）については，発話 101~232 までの

132 発話（総発話 522），事例Ｂ（701 開始）については，発話 701～738 までの 38 発話

（総発話 152）を比較した。 

 また，分析の観点として，先行研究の知見より，①教師と児童の発話量の変容，②授業

において用いられる児童の発話に含まれる接続詞数，③児童同士の発話の連続性，を用い

た。なお，発話は話者の交代を１カウントとしている。 
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第３節 分析結果 

１ それぞれの授業に対するＭ教諭の文学材の解釈 

それでは，Ｍ教諭のそれぞれの解釈について説明する。 

事例Ａ「新しい友達」（石井陸美 光村図書 ５年上）の解釈は以下の通りである。 

 

 

解釈 「16～22 段落」  

ひろは，帰ってきたまりちゃんは，新しいクラスになったら知らない友達もいるし，い

ろいろ迷うはずであると思っていた。ひろは，それが心配であった。そんなときは私が助

けてあげる。そのためには同じクラスでなければならない。ひろはそう思っていたし，そ

うなることを期待していた。しかし，ひろの予想は外れ，まりちゃんは全くとまどうこと

はなかった。ひろの心配はなくなったのであるが，まりちゃんを助けるという自分の役割

を果たせなかったことが期待外れで，ひろは素直に喜べなくなっている。 

 

本時の位置 全 10 時間中 第 6 時  

本時のねらい  

・ひろが素直に喜べない原因を追及する中で，ひろが，まりちゃんが戸惑い，自分が助け

る立場になることを期待していたことを発見させ，ひろの複雑な心情を読み取らせる。 

・日頃よく知っていると思いがちの言葉「うれしい」「喜ぶ」などの意味を知り，それを適

用し，問題を考えさせる。 

・全員で課題を考え合う中で，自分の考えをもつ，友達の考えを聴くことを意識させる。 

本授業の主題は，登場人物のひろの気持ちについてである。海外から帰ってきたまりち

ゃんが，はきはきとしたまりちゃんになっていたことに対し，「それはすごくうれしいこと

なのに，なぜひろは素直に喜ぶことができないのか，なぜ自分にとまどってしまうのか」

というものである。  

続いて，事例Ｂ「大造じいさんとガン」（椋鳩十 光村図書 5 年下）の解釈は以下の通

りである。 

解釈 〔53～59 段落〕  

大造じいさんは，「ぐっとじゅうをかたに当て，残雪をねらう」が，再びじゅうを下ろす。
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大造じいさんは残雪のことをいまいましく思っていた。これまで，一度も残雪は猟じゅう

の届く範囲に入ってきたことはなかった。であるから，本来猟じゅうの届く範囲に入って

きたならそのまま引き金をひくはずである。しかしながら，大造じいさんは，自分の前を

横切り，弱肉強食の自然界では起こり得ないはずのハヤブサにガンである残雪が向かって

いく，ということに対する驚きのあまりじゅうを下ろしてしまうのである。 

 

本時の位置 全 18 時間中 第 13 時 

本時のねらい  

・大造じいさんがじゅうを下ろすことに対して，「変だ，おかしい」という疑問を持たせる。

そして，「大造じいさんがじゅうを下ろしてしまった」原因を追及する中で，「いきなり」

「不意をうたれて」という言葉に注目させ，大造じいさんには何が起きたかわかっていな

いことを気付かせる。そして，この場面では仲間を助けにきたことに対する感動という気

持ちはないことを理解させ，大造じいさんは「おどろきのあまり」に思わずじゅうを下ろ

してしまうことを読み取らせる。 

・「いきなり」「不意を打たれて」などの言葉の意味を知り，それを適用し，問題を考えさ

せる。 

・全員で課題を考え合う中で，自分の考えをもつ，友達の考えを聴くことを意識させる。 

 

 主題は，「大造じいさんはどうして再びじゅうを下ろしたのか」である。授業は前回の復

習から始まり，「なぜ大造じいさんはじゅうを下ろしたのか」の原因について児童らは考え

ようとしている。Ｍ教諭は，大造じいさんがじゅうを下ろす，という行為が「とても変だ」，

ということを児童に再確認させ，児童らは大造じいさんの気持ちに迫っていく。議論を通

して，おとりのガンに対する気持ちがあるから下ろした，という気持ちがないことを確認

する場面である。 

 

２ 発話の「宛名」に関する結果 

 まず，表８の総発話について注目してみると，事例Ａは 522 発話に対し，事例Ｂは 152

発話である。総発話は事例Ａと比べると事例Ｂの方が少ない。特徴的なのは，教師の発話

と児童の発話であり，教師の発話と児童の発話を比較すると，事例Ａでは，全体に対し，

教師の発話が約 43％，児童の発話が約 57％である。その一方，事例Ｂでは，全体に対し，
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教師の発話が約 36％，児童の発話が約 64％である。これらのことから，事例 B の授業が

事例 A の授業よりも児童の発話中心で授業が展開されていることが伺える。 

次に，表９の児童の発話に含まれる接続詞数を分析した結果，事例Ａはみられなかった

のに対し，事例Ｂでは３回使用されている。接続詞使用数は量的に見ればほとんど有意味

な差がないと思われるが，児童の発話の質や先行する発話(テキストおよび他の児童の発

言)と児童の発話との関連を検討する上で，接続詞の機能については重要な観点であり，事

例の詳細な分析が必要である。 

さらに，表 10 からは，教師と児童の応答について次のことがわかる。すなわち，児童

同士の連続した発話場面が事例Ａ，Ｂではほとんど変わらないにも関わらず，児童の総発

話は，事例Ａは事例Ｂの約３倍近いことである。これらの結果と総発話とを総合して考え

ると，事例Ａが教師と児童の１対１，および１対全体のやりとりで授業が進行しており，

事例Ｂでは，児童同士の発話の連続によって授業が進行していると解釈できる。 

 

表８ 総発話(45分)の比較 

 

 

 

表９ 児童の接続詞使用の比較 

 

 

 

 

 

 

 

表 10 児童同士の連続した発話 

 (＊ある児童の発言に対し，教師の介入なしに他の児童の発話が３回以上連続した場面を１回とした) 

 

 

 

 

月 総発話（Ｎ／回） 教師の発話(回) 児童の発話(回) 

４月 522 227 295 

11月 152 54 98 

月 児童の総発話（Ｎ／回） 
 

児童の接続詞使用数

(回) 

４月 295 
 

  ０ 

11 月 98 
 

  ３ 

月 
児童の総発話（Ｎ／

回）  

児童同士の連続した発話場面数 

(回) 

４月 295 
 

  13 

11 月 98 
 

  10 
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a  ＢＯＸ１ 「宛名」の違いと教師の手立て 

事例Ａ 

番号   

101 先生：今ね，みんな机の上に辞書を出しているやろ？辞書に遊ばれるか遊ばれへ

んか，戦いやぞ。まずその戦いに勝たなあかん。３，２，１，ポン。辞書に遊ば

れへん。OK？  

102     複数の児童：うん   

103     先生：OK？      

104     児童ら：OK  

105     先生：じゃあ，やります。すごい謎見つけたんやんな？      

106     児童ら：うん   

107     先生：謎見つけたんやんな？      

108     児童ら：うん   

109     先生：その一つがどれや？      

110    児童ら：それはすごくうれしいことなのに，素直に喜ぶことができない自分に   

111     先生：うれしかったら普通？      

112     複数の児童：喜ぶ    

113     先生：喜ぶんや。でも，うれしいのに？  

114     複数の児童：喜べない   

115 先生：これ，変だよね？この謎，今からみんなの力で，どこまで迫っていけるか。

で，いいかい？  

116     複数の児童：うん   

117     先生：ええな，反応してくれている。いいか  

い？  

118     児童ら：いいよ   

119     先生：はい。じゃあ，この謎に関して，とにかく自分の予想を出してほしい。こ

うこうこうだから，多分こうなんじゃない？多分こういうことがあるやろ？い

い？      

120     複数の児童：いい   
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121     先生：いいかい？      

122     児童ら：いいよ   

123     先生：出せる？      

124     複数の児童：出せる   

125     ゆうさく：多分   

                                                   

事例Ｂ 

番号   

701  先生：なんで大造じいさんが再びじゅうを下ろしたか，ここやな。なぜやから，

原因を探す。じゃあ，一人一人本読みしてみて。  

702    複数の児童：＊＊（それぞれ本読みを始める）  

703    先生：棒読みはあかんで。      

704    児童ら：（再び感情を込めて本読みを始める）  

705  先生：違う違う，これは原因を探してほしいの。考えながら読んで。 (児童ら：本

を読む）  

706  先生：みんな，何か自分の考え持った？何でもええから，自分の考え持たなあか

んで？はい，じゃあ，なんでやと思う？      

707  はると：残雪はおとりのガンの近くにおったから，残雪を撃つと，おとりのガン

にも当たるかもしれへん。  

708  複数の児童：そうかもしれない。   

709  ゆうさく：はるとと少し違うけど，残雪の近くにおとりのガンがおって，おとり

のガンに当たるとあかんから，あ，一緒か。    

710    みつる：じゃあさ，それは，おとりのガンを  

死なせたらあかんの？   

711  さえこ：おとりのためにそのガンを育てたんやから，おとりのガンを当たるとか

考えてないんちゃうかな？    

ＢＯＸ１は，「宛名」の違いに着目したい。ＢＯＸ１の事例Ａ 109 のＭ教諭の「その一つ

がどれや？」という発話に対し，児童らは 110 で「それはすごくうれしいことなのに，素
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直に喜ぶことができない自分に」と応答する形で発話している。その発話に続いて，さら

にＭ教諭が 111「うれしかったら普通？」と児童に発話する。しかし，同じＢＯＸ１の事

例ＢＭ教諭の 706「はい，じゃあ，なんでやと思う？」という発話に対し， 707 ではると

が「残雪はおとりのガンの近くにおったから，残雪を撃つと，おとりのガンにも当たるか

もしれへん」とこたえると，その発話に対して 708 複数の児童が「そうかもしれない」と

発話する。そして，その後 709 ゆうさく「はるとと少し違うけど，残雪の近くにおとりの

ガンがおって，おとりのガンに当たるとあかんから，あ，一緒か」，710 みつる「じゃあさ，

それは，おとりのガンを死なせたらあかんの？」，711 さえこ「おとりのためにそのガンを

育てたんやから，おとりのガンを当たるとか考えてないんちゃうかな？」と続いていく。

事例Ｂでは，事例Ａのように，Ｍ教諭と児童が交互に発話するのではなく，児童の発話に

対する発話と考えることができる。とくに， 710 みつるの「じゃあさ，それは，おとりの

ガンを死なせたらあかんの？」という発話に注目したい。みつるの発話は，「じゃあ」とい

う接続詞から始まっている。また，発話内容は，おとりのガンをめぐるものである。はる

ととゆうさくは，大造じいさんは，おとりのガンのことを気にしている，と考えている。

それに対し，みつるは，その意見に対し，疑問を持っている。接続詞や発話の内容からこ

れら総合して，みつるの発話は，前の 709 ゆうさく，もしくは 707 はるとの発話，もしく

はゆうさくとはるとの両方の発話に対するものであると考えられる。バフチン (1996)は，

応答的な理解について，次のように述べる （ １ ）。  

 

「応答的な理解は，言葉の形成に関与している重要な力であり，その上，それは言葉が

自己を豊かにする抵抗，あるいは同調として知覚している積極的な理解なのである。」  

 

 みつるの発話は，自分と異なる意見に対し，自己を豊かにするための積極的な理解のた

めの言葉であると考えることができる。  

以上のことから，事例Ａでは児童の発話の「宛名」が児童から教師であるＭ教諭であっ

たのに対し，事例Ｂでは，児童の発話の「宛名」が児童から児童へと変容していることが

わかる。  
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ｂ ＢＯＸ２ 「テクスト(教科書の本文)」に対する拘り 

事例 A 

番号   

126     先生：多分でいいよ。こんなもん，勘なのよ。今から見つけていくわけ。とにか

く，こうかな，こうかな，ああかな，こうかな，ってどれでもいい。はい，出せ

る人？ (複数の児童が挙手する）  

127 先生：え？これだけ？はい，近所で相談  

128 児童ら：（周りの児童と相談する）    

129  先生：しゅうじ，ゆま。そこ，ゆま入れて，そこ。はい，後ろ向きな。    

130  先生：３，２，１，はい。さあ，言ってもらいましょう。あのな，簡単には持て

へんのや。これは，非常に難しい問題や。難しいけども，持てへんかった時は，

友達が言ってくれるヒントを聴いて，あっ，自分はあの人の意見に近いなとか，

僕はあの人と同じや，僕は反対やなっていうようなことを自分の頭の中で比べな

がら聴くの。いい？  

131     複数の児童：はい  

132     先生：聴ける？      

133     複数の児童：聴けます   

134     先生：言える人？言ってみようって人？   

135 先生：増えているやん。うわ，これだけ人おる。同じかな？違うかな？考えてみ

ような。はい，じゃあ行ってみようか。一旦手を下ろして。誰からでもいいよ。

はい，言ってみ  

136     複数の挙手：はい（挙手）    

137   先生：だから，手を下ろしてって。手を挙げなくてもいいから。一番最初に言っ

た人に，みんなが対応できるかどうか      

138    複数の児童：（それぞれの意見を言う）   

139   先生：ようし。ほら，今，同時に言った。同時に言うの大事やけどな，一斉に言

うのは。はい，誰が言う？    

140     先生：手は挙げやんでもいい      

141     複数の児童：（それぞれの意見を言う）    
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142     先生：ちょっと待って，今誰が一番最初に言  

った？  

143 複数の児童：なほみ   

144 先生：はい      

145 なほみ：ひろの知っているまりちゃんじゃな  

いような気がしてしまうから    

146 複数の児童：一緒    

147 先生：わあ，すごいな。一緒って，同じ人お  

るな   

 

事例Ｂ 

番号   

719  先生：おとりのガンに意識があったのか，なかったのか。じゃあ，どっちやと思

う？決めて。意識があったと思う人？  

(複数の児童が挙手する， 15 人である )    

720    先生：意識がなかったと思う人？    

  (複数の児童が挙手する， 17 人である )    

721    先生：なんでそう考えるん？      

722 ちひろ：前に，ガンを見ていたってあるで，それは意識があったからやと思う。  

723  れお：大造じいさんはじゅうをかまえて… (本文より )って書いてあるから，残雪に

しか意識がない。  

724  ようすけ：それに，おとりのガンが襲われとったんはとっくの前に知っとったか

ら，意識していたらじゅうをかまえやん。    

725    はると：ずっと前からおとりにしていたか  

ら，意識があったんちゃうかな。    

726  あゆみ：じゅうをかまえて… (本文より )てことは，残雪に集中しとって，おとりの

方には意識無かった。  

727  ゆうさく：でも，2 年前からおとりのガンを飼い慣らしとって，口笛鳴らして呼ん

だり，それで肩に乗るくらい飼い慣らしとったから，意識はしていると思う。  
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728    先生：じゅうを下ろしたのはどこに書かれと  

る？この中（模造紙）のどこ？   

729  複数の児童： 55 段。    

730  先生：すごい！そう，55 段やんな。ここだけ，55 段だけ見て。このときに大造じ

いさんはおとりのガンに意識あった？      

731  ちひろ：おとりのガンのことは書いてない。  

732  なほみ：ちひろに似とるけど，ここにおとりのガンに意識があったか書いてない

と思う。  

733  しゅう：今までは意識していると思っていたけど，みんなの意見を聴いていて，

意見が変わった。残雪が憎くて殺したいと思っていて，じゅうをかまえたから，

おとりのガンのことは意識してないと思う。    

734     先生：うん。      

735     まさこ：書いてないって言っていたけど，意識あるような気がする。   

まず，ＢＯＸ２の事例Ａでは， 139 のＭ教諭「はい，誰が言う？」と児童に尋ねると，

複数の児童が一斉に考えを言う。その中で，一番早かったのはなほみである。Ｍ教諭は，

なほみに対し， 144「はい」という。すると，なほみは 145「ひろの知っているまりちゃ

んじゃないような気がしてしまうから」と応答する。このなほみの発話の「宛名」はＢＯ

Ｘ１の事例Ａと同様に，Ｍ教諭に対するものであると考えられる。しかしながら，ここで

は，なほみの発話に対し，複数の児童が 146「一緒」と反応している。Ｍ教諭は発話に対

して児童らの反応がないときは，同じことを繰り返し発話している（ＢＯＸ１ 事例Ａよ

り）。そういったこともあって，児童らは発話者に対して， 146「一緒」などと反応するよ

うになっている。児童らが発話に反応したことに対し，Ｍ教諭は 147「わあ，すごいな。

一緒って，同じ人おるな」と児童らを評価している。Ｍ教諭は，児童らの行為に対する意

味づけやそのための手立てを児童らにわかりやすく伝えている。例えば 130 の「これは，

非常に難しい問題や。難しいけども，持てへんかった時は，友達が言ってくれるヒントを

聴いて，あっ，自分はあの人の意見に近いなとか，僕はあの人と同じや，僕は反対やなっ

ていうようなことを自分の頭の中で比べながら聴くの。いい？」などが挙げられる。児童

らの行為に対し，意味づけをし，そのための手立てを児童らにわかりやすく伝え，それが
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できたときにはほめるのである。  

ところで，事例Ａでは 145 なほみの「ひろの知っているまりちゃんじゃないような気が

してしまうから」という発話に対し， 146「一緒」というような意見がすぐに出る。ここ

の 146「一緒」という発話の「宛名」は一見，なほみに対して向けられているように見え

る。が，しかし，ここではそのように断定することはできない。なぜなら，この発話が，

反応することを強調してきたＭ教諭に対する反応であるとも考えられるからである。であ

るから，ここでの発話は，なほみに向かっているかもしれないし，Ｍ教諭に向かっている

ことも考えられる。  

次に，ＢＯＸ２の事例Ｂでは，ＢＯＸ１の事例Ｂと同様に， 727 ゆうさくの「でも，２

年前からおとりのガンを飼い慣らしとって，口笛鳴らして呼んだり，それで肩に乗るくら

い飼い慣らしとったから，意識はしていると思う」という発話は，「でも」という接続詞か

ら始まっている。そして，発話内容を踏まえると，「おとりのガンに対する意識はない」と

前に発話している 723 れお「大造じいさんはじゅうをかまえて… (本文より )って書いてあ

るから，残雪にしか意識がない」，724 ようすけ「それに，おとりのガンが襲われとったん

はとっくの前に知っとったから，意識していたらじゅうをかまえやん」，726 あゆみ「じゅ

うをかまえて… (本文より )てことは，残雪に集中しとって，おとりの方には意識無かった」，

の発話のいずれか，または全てに対するものだと考えることができる。これらの発話で特

徴的なことは，発話された意見の中に，意見の根拠としてテクスト (教科書の本文 )を引用

していることである。例えば， 723 れお「大造じいさんはじゅうをかまえて… (本文より )

って書いてあるから」，726 あゆみ「じゅうをかまえて… (本文より )てことは」という発話

である。それに対し，ＢＯＸ１の事例Ａ 145 なほみの発話の中には，そういった根拠が示

されておらず，また，登場人物の気持ちも推測されていない。このことは，事例ＡでＭ教

諭が 126「多分でいいよ。こんなもん，勘なのよ。今から見つけていくわけ。とにかく，

こうかな，こうかな，ああかな，こうかな，ってどれでもいい」という発話が影響してい

ると思われる。Ｍ教諭は，どのような意見でもよいから意見を出す，ことを事例Ａでは大

事にしている。しかし，事例Ｂでは，意見の根拠をテクスト (教科書の本文 )から引用する

ような発話に変容しているのである。  

ｃ ＢＯＸ３ 意見に対する「つっこみ役」と宛名の広がり  

事例 A 
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番号   

158  ようすけ：似ているけど，ひろは今まで，前のまりちゃんとは違うまりちゃんを

感じていたこと  

159     先生：ああ      

160     複数の児童：ああ    

161     先生：（板書をしながら）違うまりちゃんを  

162     複数の児童：違うまりちゃんを    

163   先生：言ってくれるとうれしいなあ。読んでくれているっていうのは，ちゃんと

先生の書いているのを見てくれているっていうことやんな。すごい，対応やんな。

はい，まだある？  

164    あゆみ：ひろ    

165    先生：うん，はい      

166    あゆみ：ひろ    

167    先生：はい，対応できる？      

168  あゆみ：ひろは，今のまりちゃんを，好き＊＊今のまりちゃんは＊＊からいいと

思っているけど，本当は前のまりちゃんの方が好きやったんちゃう？    

169     複数の児童：ああ，なるほど   

170   先生：今のまりちゃんも好きだけど，前のまりちゃんの方が好きや（黒板に書く）

今のまりちゃんも好きだけど，前のまりちゃんの  

171 複数の児童：今のまりちゃんも好きだけど，  

前のまりちゃんの    

172 先生：「方が」か？      

173 複数の児童：方が    

174 先生：方が好き      

175 複数の児童：もっと好き    

176 先生：もっと好きだから，喜ぶことが？  

177 複数の児童：できない    

178 先生：他にある？      

179 ＊＊：無い    
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180 先生：じゃあ，みんなの考えっていうのはこ  

の 3 つの中にある？      

181 複数の児童：ある    

 

事例Ｂ 

番号   

731     ちひろ：おとりのガンのことは書いてない。  

732    なほみ：ちひろに似とるけど，ここにおとりのガンに意識があったか書いてない

と思う。  

733   しゅう：今までは意識していると思っていたけど，みんなの意見を聴いていて，

意見が変わった。残雪が憎くて殺したいと思っていて，じゅうをかまえたから，

おとりのガンのことは意識してないと思う。    

734     先生：うん。      

735 まさこ：書いてないって言っていたけど，意  

識あるような気がする。  

736 ちひろ：（まさこを見て）どこで意識あるっ  

て分かるの？   

737 まさこ：（ちひろを見て）どこで意識がない  

って分かるの？   

738 複数の児童：（笑う）    

ＢＯＸ３の事例Ａでは，Ｍ教諭の 176「もっと好きだから，喜ぶことが？」 178「他に

ある？」という発話というのは，児童に対する疑問である。事例Ａにおいて，児童の発話

や考えに対し，Ｍ教諭がつっこみ役となっている。しかし，ＢＯＸ３の事例Ｂの 735「書

いてないって言ってたけど，意識あるような気がする」， 736「（まさこを見て）どこで意

識あるって分かるの？」， 737「（ちひろを見て）どこで意識がないって分かるの？」の発

話は，視線や発話の内容から，「宛名」が互いに向けられていることが理解できる。そして，

まさことちひろは，互いに疑問を言い合っている。このことから，事例Ａでは相手に疑問

を投げかける「つっこみ役」を教師であるＭ教諭が担っていたのに対し，事例Ｂではその
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「つっこみ役」を児童同士で担っていることがわかる。バフチン (1988)は能動的な返答に

ついて次のように述べている （ ２ ）。  

 

生きたことば，生きた発言 (ママ )の理解はどれも，能動的な返答の性格をもつ (なるほ

ど，能動性の度合いはじつにさまざまだが )。どのような理解も返答をはらみ，なんら

かのかたちでかならず返答を生み出す。つまり，聴き手が話者になる。   

 

バフチンの言うように，このちひろとまさことのやりとりは，返答に対する返答，とい

う形で議論している。そして，まさこが話をしているとき，ちひろは聴き手であり，まさ

こが話終えると今度はちひろが話し手になり，まさこが聴き手となっている。お互いに能

動的な返答をし合っている。  

さらに，注目したいのは， 733 しゅうの「今までは意識していると思っていたけど，み

んなの意見を聴いていて，意見が変わった。残雪が憎くて殺したいと思っていて，じゅう

をかまえたから，おとりのガンのことは意識してないと思う」という発話である。 733 以

前の発話は，しゅうへ向かっている発話ではなく，しゅうへの「宛名」を持つ発話はなか

った，と考えられる。しかしながらしゅうは，発話者が意識していない宛名をひろい，発

話の新たな「宛名」となっていることがわかる。  

バフチン (1996)は，内的説得力を持つ言葉について，次のように述べる （ ３ ）。  

 

うわべだけの権威的な言葉とは異なり，内的説得力のある言葉は，それが肯定的に搾

取される過程において，〈自己の言葉〉と緊密に絡みあう。我々の意識の日常におい

て，内的説得力を持つことば，半ば自己の，半ば他者の言葉である。内的説得力のあ

る言葉の創造的な生産性は，まさにそれが自立した思考と自立した新しい言葉を呼び

起こし，内部から多くの我々の言葉を組織するものであって，他の言葉から孤立した

不動の状態にとどまるものではないと言う点にある。  

 

しゅうにとって，自分の発話の先行する他の児童の発話が，彼の考えを変える内的説得

力のある言葉となっていると考えられる。  
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第４節 総合考察  

以上，４月の授業事例 A と 11 月の授業事例 B について「宛名」の比較・検討を行った。

ＢＯＸ１，２，３から明らかになったことは，次の３点である。  

１点目は，児童の発話にみられる「接続詞の使用」に関してである。まず， 4 月の授業

では，発話に前の発話を受ける「接続詞」が用いられておらず，また発話の根拠として本

文を取り上げる児童の姿がみられないのに対し，11 月の授業では，発話の中に「じゃあさ」

(710) 「それに」 (724)「でも」 (727)といった前の発話を受ける「接続詞」が含まれるよ

うになってきている。これは，前の発話を受けると同時に，話者の発話が次の「宛名」を

想定していることを示している。そして，そのような「接続詞」とともに，発話の根拠と

して本文を取り上げる児童の姿が見られる。これは，発話が意見の言い合い・出し合いに

留まらず，発話の論拠，つまりテクスト (教科書の本文 )をめぐる話し合いへと発展してい

ることを示している。  

次に，児童の発話が「前の発話を受けている」かどうかの判断については，先に述べた

接続詞に限られない。すわなち，ＢＯＸ１ (事例Ｂ )の「そうかもしれない」 (708)や「それ

は，おとりのガンを…」 (710)といった，いわゆる「文脈指示」用法の指示詞の使用もその

根拠の１つとなるであろう。このような指示詞は，発話談話文脈において，聞き手が提出

する文脈を再び提示しようとする際や話し手が提出する先行文脈を再び指示しようとする

際に用いられていると考えられる。これらの機能からも，児童の発話が「前の発話を受け

ている」ことがわかる。  

さらにＢＯＸ２ (事例 B)の「ちひろに似とるけど」 (732)といった発話者の名前を含んだ

発話や「書いてないって言っていたけど」(735)のような前の発話の引用などからも，児童

が「前の発話を受けている」ことがわかるであろう。  

２点目は， 4 月の授業では，児童の発話に対して，意味交渉過程へ導く「つっこみ役」

を教師であるＭ教諭が担っている。それに対し，11 月の授業では児童の発話に対して，意

味交渉過程へ導く「つっこみ役」を児童が担っていることである。これは教師と児童の対

話から，児童同士の対話へ変容を示すと同時に，教師の役割を児童が果たすようになって

きていることを示している。  

３点目は，4 月の授業では，「宛名」が観察者からは特定できない発話に対して，その発

話を児童がひろうことがなかった。それに対し，11 月の授業では観察者からは「宛名」が
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特定できない発話を児童がひろうことができるようになっていることである。これは，児

童が他の児童の発話を「内的対話をもたらす言葉」と捉えることができるようになってい

ることを示している。つまり，宛名が明確化に意識されることによって，具体的な他者を

欠いた発話に対しても，児童はそれを自分に向けられた発話，または，無関心でいてはい

けない発話だと捉えるようになっていく，といえる。  

以上のことより，Ｍ学級において「宛名」は，教室における文学材の解釈活動といった

物語作りへ，教室にいる児童に参加を促す機能を持っている，と捉えることができる。バ

フチン (1988)は，理解の行為について「理解者は変化の可能性，あるいは自分の既成の視

点や立場を放棄することすら認めざるをえない。理解の行為のうちに闘いが生じ，その結

果相互の変化と豊富化が生じる。」  と述べている （ ４ ）。  

児童の発話の「宛名」が教師から児童へ変容することにより，児童が意味交渉過程に導

く役割を教師から引き継いでいる。そして，そういった児童の発話は，教師の「権威の言

葉」 (バフチン， 1996)とは異なり，児童の内的対話をもたらす言葉となる。そうすること

により，自分の言葉と他者の言葉とで葛藤が生まれる。対象である材を間に置き，対象に

ついて自分の言葉と他者の言葉を突き合わせ，互いに変容することにより，そのような過

程で理解を深めたり，考えや解釈が変化したりしていくのである。  

今後の課題は，以下があげられる。すなわち、研究方法の信頼性と妥当性についてであ

る。本研究においては，文脈固有性といった観点からは，妥当性を保持していると考えら

れる。しかしながら，データの種類や数など，一般性や信頼性，比較可能性については不

十分であると考える。文脈固有性といった妥当性を保持しつつ，他の事例との比較可能性

や一般性を高めていくことが課題である。  

最後に M 実践の意義と課題について述べておく。M 教諭は、授業において児童が疑問を

もつことおよびそれに対して自分の考えを持つことを徹底して行っている。そして、その

ように考えが持てるような材の選定、および教材解釈を行っている。また、子どものつぶ

やきを丁寧に拾い、それを全体で共有し、新たな問いや考えを生み出す、といったダイナ

ミズムを作りだしていく。その際、教師は、「考えの対立」を非常に意識している。やがて、

そのダイナミズムは、児童同士で作られていき、その過程において児童は、材に対する疑

問や解釈を、他の児童との対話を通して、新たな問い、新たな解釈を創出していくのであ

る。  
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しかし、次のような課題がある。それは、教師の権威・権力の問題と関わっている。つ

まり、児童同士で創出された教材理解は、教師の教材理解を越えていない可能性である。

授業において、解釈の過程において、教師が介入する場面はいくつか見られるが、その介

入は、児童のつぶやきを拾ったり、児童の考えを整理し直したりするものである。そして、

ときには教師の解釈を伝えることもある。しかし、このことによって、話し合いや解釈が

教師の想定内のものにとどまってしまうことや児童が教師の解釈をそのまま受け取ってし

まう、こともある。授業における教材および他者との関わりを教師がどこまで児童にゆだ

ねることができるのか、そこに教師の権威・権力の問題が関わっている、と言える。  

よって、M 教諭とともに、教室における権威・権力の観点をより一層自覚しながら、よ

りよき実践を志向することが今後の課題である。  
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脚注 

 (１ )筆者は，「発話」は「まだ外に表出されていない思いや考えを含むことば」，「発言」

は「思いや考えを音声として外に出したり，他者に伝えたりする行為を伴うことば」と

して，区別して捉えている。本論においては，児童の「発言」を分析しているが，バフ

チンの考えを援用するにあたり，音声にはならないが，その背後にある児童の「思いや

考え」を含んだ発話も意識しているため，「発話」の表記で統一している。  

引用文献 

（１）バフチン．M． 伊藤一郎訳『小説の言葉』平凡社， 1996， pp． 46－ 47， (M．M．

Bakhtin Voprosy literatury i  estetiki ：  issledovaniya raznykh let ，  

Khudozhestvennaia literatura，  Moskva， 1975) 

（２）バフチン．M．  新谷敬三郎，伊藤一郎，佐々木寛訳『 1970－ 71 年の覚書  ことば対

話テキスト．ミハイル・バフチン著作集 8 巻』新時代社，p．131，1988 (V．N．Voloshinov．  

Marksizm i f ilosofiya： osnovnye problemy sotsiologicheskogo metoda v nauke o 

yazyke，  Mouton in The Hague， 1972) 

（３）バフチン．M．『前掲書』 1996， p． 165  

（４）バフチン．M． 新谷敬三郎，伊藤一郎，佐々木寛訳『前掲書』1988，pp．297－ 298 
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第 Ⅲ 部 「 バ フ チ ン の 対 話 論 に も と づ く 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ の 開 発 と 実

践 」  

第 ７ 章  教 室 に お け る 、 教 師 お よ び 方 法 に 内 在 す る 権 力 ・ 権 威 構 造 の

理 解を 促 す 対 話型 事 例シ ナ リ オ の開 発 ―『 23 分 間 の 奇 跡』 を 事 例 とし

て ―  

 

第 １ 節  本 章 の 目 的   

 第 １ 章 に お い て は 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 の 整 理 、 第 ３ 章 か ら 第 ６ 章 ま で に お

い て は 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 に よ っ て 、 教 育 実 践 の 解 釈 を 試 み て き た 。 小 論 で

は 、 そ こ で 得 た 知 見 か ら 、 教 師 を 目 指 す 学 生 に 対 し て 、 教 室 に お い て 対 話 空 間

を 構 築 す る た め の 理 解 を 深 め る 教 育 実 践 開 発 を 試 み る 。  
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第 ２ 節  実 践 の 計 画 お よ び 実 施 内 容  

筆 者 は 20 13 年 度 、 私 立 大 学 に お い て 教 育 課 程 論 、 お よ び 教 育 方 法 論 を 担 当

し て い る 。 そ し て 、 教 育 課 程 論 に お い て 予 備 調 査 、 教 育 方 法 論 に て 本 調 査 を 行

っ た 。 な お 、 本 調 査 を 行 っ た 教 育 方 法 論 の シ ラ バ ス は ， 以 下 で あ る 。 な お 、 本

実 践 は 、 第 ３ 回 目 に 相 当 す る 。  

授 業 の 概 要  /  C ou rs e  Ou t l ine  

教 育 目 的 を 達 成 す る た め に は 、 適 切 な 教 育 方 法 ・ 技 術 を 欠 く こ と は で き な い 。

本 講 義 で は 、 教 育 方 法 ・ 教 授 法 の 歴 史 や 理 念 、 学 習 指 導 論 、 教 育 課 程 論 、 教 育

評 価 論 等 の 観 点 か ら 、 実 際 に 授 業 実 践 を 行 う た め に 必 要 と な る 教 育 方 法 ・ 技 術

に つ い て の 基 礎 的 知 識 を 獲 得 す る こ と を 目 指 す 。 講 義 は 、 教 育 実 践 に お け る パ

ソ コ ン や 視 聴 覚 教 材 を 含 む 教 材 の 効 果 的 な 活 用 に つ い て も 目 を 配 り な が ら 展 開

す る 。  

 

到 達 目 標  /  A t ta in m ent  Ob j ec t i ves  

・「 子 ど も 」 の 内 面 世 界 、 外 界 認 識 に つ い て イ メ ー ジ す る こ と が で き る 。  

・ 授 業 を 「 つ く る 」 基 本 的 な 技 術 、 姿 勢 を 身 に つ け る 。  

・ 授 業 づ く り の 基 本 的 な 枠 組 み に つ い て の 知 識 お よ び 実 践 的 能 力 を 養 う 。  

・ 本 講 義 の 学 習 過 程 を 通 じ て 自 分 な り の 授 業 ビ ジ ョ ン を 描 く こ と が で き る 。  
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表 11 授 業 ス ケ ジ ュ ー ル  / Course Schedule 

 

＊ 表 11 は 、教 育 方 法 論 の シ ラ バ ス 概 要 で あ る 。本 実 践 は 、第 ３ 回 に あ た る 。  

以 下 、 シ ナ リ オ 材 、 お よ び そ の 実 施 過 程 に つ い て 述 べ て い き た い 。  

 そ れ で は 、 小 論 に お い て 作 成 し た 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ に つ い て 、 そ の 目 標 、

お よ び 経 緯 に つ い て 述 べ て い き た い 。 ま ず 、 以 下 の よ う な 目 標 を 設 定 し た 。  

 

１  シ ナ リ オ 材 に よ る 学 習 目 標  

①  教 室 空 間 に お け る 、 教 師 の 方 法 に 内 在 さ れ た 権 力 ・ 権 威 構 造 を 理 解 す る 。  

②  人 間 (特 に 子 ど も )は 、 言 葉 巧 み に 動 か さ れ て し ま う 可 能 性 を 知 る と と も に 、

授業回数 テーマ　Theme

Lecture キーワードKey Word

テーマ/Theme　　オリエンテーション

キーワード/Key Word　　　本講義の説明、教育方法とは、教育トピックス

テーマ/Theme　「教え」と「学び」の関係　(１)

キーワード/Key Word　学校の成立、学校の役割

テーマ/Theme　「教え」と「学び」の関係　(２)

キーワード/Key Word　権威と権力、政治的空間

テーマ/Theme　「教え」と「学び」の関係　(３)

キーワード/Key Word　スクールワイズ、潜在カリキュラム

テーマ/Theme　子どもの学びをどうとらえるか　(１)

キーワード/Key Word　大人と子ども、「異文化」としての子ども

テーマ/Theme　子どもの学びをどうとらえるか　(２)

キーワード/Key Word　　子どもの頃の不思議、問いの消滅

テーマ/Theme　子どもの学びをどうとらえるか　(３)

キーワード/Key Word　子どもの「つまづき」と学び、学校での「学び」と学校外での「学び」

テーマ/Theme　「学び」を創造する材　(１)

キーワード/Key Word　材とは何か、教材、学習材、財、材

テーマ/Theme　「学び」を創造する材　(２)

キーワード/Key Word　材の要件、材に込められたメッセージ

テーマ/Theme　　「学び」を創造する材　(３)

キーワード/Key Word　材との対話、他者との対話、自己との対話

テーマ/Theme　　　教授行為

キーワード/Key Word　説明、発問、指示、指導言・評価言

テーマ/Theme　　授業の構造・形態

キーワード/Key Word　個性的な学び、集団的な学び、協同的な学び、

テーマ/Theme　　教師の仕事・資質・力量とは、

キーワード/Key Word　　教師の学び、初任教師、熟練教師

テーマ/Theme　　子どもに「寄り添う」とは

キーワード/Key Word　聴く、待つ、つながり

テーマ/Theme　　　本講義の学習の全体総括

キーワード/Key Word

第13回

第14回

第15回

第７回

第８回

第９回

第10回

第11回

第12回

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回
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教 師 は 、自 分 の 用 い る 方 法 に 内 在 す る「 権 力・権 威 」に 無 自 覚 で あ っ て は な

ら な い こ と を 理 解 す る 。  

③  方 法 に 内 在 す る「 権 力・権 威 」を 常 に 自 覚 す る こ と を 通 し て 、反 省 的 実 践 家

と し の 教 師 像 を 持 つ こ と が で き る 。  

２  シ ナ リ オ 材 の 選 定  

次 に 、 シ ナ リ オ 材 の 選 定 を 試 み た 。 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ の 材 と し て 用 い た の

は 、「 ジ ェ ー ム ズ・ク ラ ベ ル  青 島 幸 男 訳『 2 3 分 間 の 奇 跡 (原 題：Th e  C h i ld ren ’s  

S to ry… bu t  no t  jus t  f o r  c h i ld ren  )』 集 英 社 文 庫 , 19 81 年 」（ １ ） で あ る 。  

 

 ま た 、 本 作 は 映 像 化 も さ れ て い る 。 本 講 義 に お い て は 、 映 像 化 作 品 を 採 用 し

た 。  

そ れ で は 、 な ぜ 本 書 お よ び 作 品 が シ ナ リ オ 材 に 適 し て い る の か 、 そ の 理 由 は

以 下 で あ る 。 す な わ ち 、 物 語 の 読 解 を 通 し て 、 教 育 の 方 法 論 に 内 在 す る 無 自 覚

な 権 威 ・ 権 力 構 造 を 暴 く こ と が 可 能 だ か ら で あ る 。 教 師 の 権 威 や 権 力 に つ い て

は 、 学 生 自 身 の 被 教 育 経 験 の 中 で あ る 程 度 自 覚 さ れ て い る こ と が 予 想 で き る 。

し か し 、 い く ら 表 面 的 な 権 威 ・ 権 力 を 排 除 し よ う と し て も 、 教 師 や 教 室 空 間 に

内 在 す る 方 法 論 的 権 威 に よ っ て 、 相 手 を 変 容 さ せ て し ま う 可 能 性 、 す な わ ち 潜

在 的 な 権 威 が 存 在 す る 。 こ の こ と を 知 る こ と は 容 易 で は な い 。  

 原 書 に お い て は 、 物 語 の タ イ ト ル の 「 奇 跡 」 と い う 言 葉 や 子 ど も に 対 す る 厳

格 な 前 の 先 生 と 言 葉 巧 み な 新 し い 女 の 先 生 と の 対 比 に よ っ て 、 こ の 物 語 や 新 し

い 先 生 に 対 し 、 ポ ジ テ ィ ブ な 印 象 を 受 け る 学 生 が 存 在 す る こ と が 予 想 さ れ る 。

つ ま り 、 学 生 に と っ て 、 新 し い 先 生 と 子 ど も と の や り と り が 一 見 「 権 威 を ふ る

わ な い 、理 想 的 な 教 師 」に 見 え る 部 分 が 存 在 す る 、と い う こ と で あ る 。そ し て 、

そ の こ と は 学 生 ら の 印 象 を 、ポ ジ テ ィ ブ と ネ ガ テ ィ ブ の ２ つ に 分 け る で あ ろ う 。

と も す れ ば 、 若 い 女 教 師 に 対 し 、 本 当 に よ い 教 師 な の だ ろ う か 、 と い う 問 い を

学 生 自 身 の う ち に た ち あ げ る こ と が で き る 。 そ し て 、 そ れ を 契 機 と し 、 学 生 間

で の 話 し 合 い に お い て 意 見 の 対 立 を 生 起 さ せ 、 そ の 結 果 と し て 、 教 師 観 や 子 ど

も 観 な ど を 変 革 す る こ と に 寄 与 す る 、 と 考 え ら れ る 。  

 し か し な が ら 、 予 備 調 査 (結 果 は 後 述 )よ り 、 学 生 に と っ て 、 原 書 か ら 方 法 論

お よ び 教 師 の 権 威 ・ 権 力 構 造 を 読 み 取 る こ と が 難 し い と 判 断 し 、 教 師 の も つ 方
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法 の 怖 さ が 、 そ の 演 出 に よ っ て よ り 明 確 に 伝 わ る と 思 わ れ た 映 像 資 料 の 方 を 採

用 し た 。  

以 上 の 理 由 か ら 、 本 書 お よ び 作 品 を シ ナ リ オ 材 と し て 選 定 し た 。  

な お 、 倫 理 的 配 慮 と し て 、 予 備 調 査 お よ び 本 調 査 に お い て 、 学 生 に は 口 頭 お

よ び 講 義 の Web コ ー ス ツ ー ル 上 に て 、ワ ー ク シ ー ト を 授 業 改 善 お よ び 研 究 の た

め に 分 析 す る 旨 を 伝 え て い る 。  

３  予 備 調 査  

(１ )対 象 と 方 法  

実 施 日 時： 20 13 年 ４ 月 1 5 日 、教 育 課 程 論 受 講 の 私 立 大 学 の 学 生 4 7 名 (男 性 2 8

名 、 女 性 1 9 名 )に 対 し 、 予 備 調 査 を 行 っ た 。 時 間 は 16 : 10 ~17 : 50 の 9 0 分 で あ

っ た 。 な お 、 学 生 の 名 前 は 全 て 仮 名 で あ る 。  

抽 出 学 生：全 1 5 回 の 講 義 の 中 で 、『 2 3 分 間 の 奇 跡 』を 自 身 の 教 育 観 や 児 童 観 等

の 変 容 に 意 味 づ け て い る 学 生 ４ 名 の レ ポ ー ト を 抽 出 し た 。  

そ し て 、 シ ナ リ オ 材 に 基 づ き 、 ガ イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン を 設 定 し た 。 設

定 し た ガ イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン (以 下 G . Q )お よ び 、 手 順 は 以 下 で あ る 。  

 

(２ ) G . Q の 項 目 、 お よ び 手 順  

①  『 2 3 分 間 の 奇 跡 』 の 全 文 を 配 布 し 、 次 の よ う に 指 示 す る 。  

筆 者「 タ イ ト ル に ち な ん で 、 23 分 間 で 読 ん で み ま し ょ う 。作 中 、２ 名 の 教 師 が

登 場 し ま す が 、こ の ２ 人 に 着 目 し て 読 み ま し ょ う 。2 3 分 た っ た 時 点 で ワ ー ク シ

ー ト を 配 布 す る の で 、 記 入 し ま し ょ う (約 ２ ０ 分 程 度 )  

②  個 人 で ワ ー ク シ ー ト の 記 入                  (約 １ ５ 分 )  

ワ ー ク シ ー ト の 設 問 は 、 次 の よ う で あ る 。  

 

■ １  読 み 終 わ っ た 今 の 感 想 は 、 以 下 の ど ち ら に 近 い で す か ？  

A . ポ ジ テ ィ ブ な イ メ ー ジ           B . ネ ガ テ ィ ブ な イ メ ー ジ  

(楽 し い 、明 る い 、好 き  e tc )          (楽 し く な い 、暗 い 、嫌 い  e t c )  

 

■ １ -2 そ の よ う に 選 ん だ 理 由 や 根 拠 を 教 え て く だ さ い 。  
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■ ２  ２ 人 の 教 師 が 登 場 し ま す が 、２ 人 の 教 師 の「 相 違 点 」「 共 通 点 」は ど ん な

点 で し ょ う か 。  

 

相 違 点  

 

共 通 点  

 

③   司 会 役 を 設 定 し 、グ ル ー プ ３ ～ ４ 名 で 意 見 交 換        (約 ２ ０ 分 )  

 

そ の 後 、 筆 者 か ら こ の シ ナ リ オ の 観 点 を 提 示 し 、 講 義 の 感 想 を 記 入 さ せ た 。  

以 上 の シ ナ リ オ 材 、 対 象 、 方 法 お よ び 手 順 に よ っ て 実 施 し た 。 そ れ で は 、 次 に

結 果 を 示 す 。  

 

(３ )実 践 後 の 学 生 の 意 味 づ け  

 こ こ で は 、 結 果 と し て 、 本 シ ナ リ オ が 自 分 に と っ て 、 意 味 が あ っ た 、 と す る

学 生 の レ ポ ー ト の 分 析 を 行 う 。村 井 淳 志 (1 996 : 19 )は 、当 事 者 が 学 習 を 意 味 づ け

る 行 為 に つ い て 、 次 の よ う に 述 べ る （ ２ ）。  

 

「 意 味 」 を 感 じ な か っ た 学 習 者 か ら 意 味 を 聞 き 出 そ う と す る 試 み に は 、 そ れ こ

そ 意 味 は な い 。「 意 味 」を 語 る こ と が で き る の は 意 味 が あ っ た と い う 実 感 を も つ

学 習 者 だ け で あ る 。 私 た ち の 調 査 対 象 (母 集 団 )は 分 析 す る 教 育 実 践 を 受 け た 人

す べ て で は な く 、 受 け た 教 育 に 「 意 味 」 を 感 じ た 人 な の で あ る 。 意 味 を 感 じ な

か っ た 学 習 者 を ど う 見 る か と い う 分 析 上 の 問 題 は そ れ と し て 残 る こ と に な る

が 、 ま ず 意 味 を 感 じ た 人 た ち か ら 、 そ れ は ど の よ う な 深 さ と 質 を も っ て い る の

か を 聞 き 取 る こ と が 先 決 で あ る 。  

 

村 井 の 主 張 は 、 実 践 を 受 け た 子 ど も の 数 十 年 後 の 意 味 づ け の 意 義 つ い て 述 べ

て い る 。 し か し 、 実 践 を 受 け た 期 間 が 短 期 間 で あ っ て も 、 実 践 を 自 分 な り に 意

味 づ け る こ と の 重 要 性 は 、 あ る 一 定 程 度 あ る と 考 え ら れ る 。  

そ こ で 、最 終 レ ポ ー ト の テ ー マ を 、「 講 義 を 通 し 、あ な た の 教 育 観 、子 ど も 観 、
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教 師 観 、 授 業 観 、 世 界 観 e tc が ど の よ う に 変 容 し た の か 、 に つ い て 論 述 し な さ

い 」 と し 、 本 シ ナ リ オ を 自 身 の 教 育 観 等 の 変 容 に 影 響 を 与 え た 、 と 意 味 づ け て

い る 学 生 の 記 述 を 抽 出 し 、 分 析 を 行 っ た 。  

な お 、『 ２ ３ 分 間 の 奇 跡 』に 関 す る 講 義 が 、自 分 の 教 育 観 等 の 変 容 に と っ て 意

味 が あ っ た 、 と 感 じ て い る 受 講 生 は 、 ４ ７ 名 中 ４ 名 で あ っ た 。  

 

事 例 １  

T. H こ の 授 業 で は 、と あ る ク ラ ス の 2 人 の 教 師 の 物 語 を 読 ん だ 。こ の 物 語 の 2

人 の 教 師 は 生 徒 と の 接 し 方 が 正 反 対 で あ っ た 。 生 徒 た ち (マ マ )は そ の 接 し 方 の

違 う 2 人 の 教 師 に そ れ ぞ れ 違 っ た 顔 を 見 せ た 。一 方 の 教 師 は 生 徒 に 質 問 を 禁 じ 、

多 く を 語 ら ず 、た だ し な け れ ば な ら な い こ と だ け を こ な す だ け の 人 物 で あ っ た 。

も う 一 方 の 教 師 は 、 生 徒 に 質 問 を 許 し 、 多 く の こ と を 教 え 、 生 徒 と の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を 図 っ た 。 そ の 結 果 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ た 教 師 は わ ず か 二

十 数 分 で 生 徒 の 心 を 掴 ん で し ま っ た 。私 は 教 師 の 態 度 や 生 徒 に 対 す る 接 し 方 で 、

生 徒 の 心 の 開 き 方 に 差 が で る こ と を 学 ぶ こ と が で き た 。  

 

事 例 ２  

M .A  「 2 3 分 間 の 奇 跡 」を 用 い た 講 義 の 中 で は 、教 師 の 働 き か け 次 第 で 、子 ど

も た ち の 意 識 が 簡 単 に 変 容 し て し ま う こ と に 脅 威 を 感 じ た 。 良 く も 悪 く も 生 徒

た ち (マ マ )の 心 は 簡 単 に 変 化 し 、 左 右 さ れ る 。 指 導 者 で あ る 大 人 に は そ の 操 作

を 簡 単 に 行 え る 。 教 師 が 生 徒 に 与 え る 影 響 は 大 き く 、 教 師 は そ の こ と を 自 覚 し

子 ど も た ち と 関 わ っ て い く 必 要 が あ る と 感 じ た 。  

 

事 例 ３  

T.A  私 が 子 ど も 観 を 述 べ る 上 で 最 も 印 象 的 だ っ た 講 義 が 「 23 分 間 の 奇 跡 」 で

あ っ た 。 最 近 の 子 ど も た ち は 言 う こ と を 聞 い て く れ な い 、 と い う 思 い を 持 っ て

い た 私 だ が 、 こ の 物 語 の 場 合 、 い さ さ か や り す ぎ で は あ る が 、 教 師 次 第 で 子 ど

も は ど の よ う に で も 変 容 す る こ と を 実 感 し た 。  

事 例 ４  

F. S ２ 回 目 の 講 義 の 時 に 、「 2 3 分 間 の 奇 跡 」を 読 ん で 、自 分 は ポ ジ テ ィ ブ な イ
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メ ー ジ を 抱 い た 。 前 任 の 教 師 の 行 う 授 業 は 、 全 て の 子 ど も た ち を 同 じ よ う に 上

か ら 教 え 込 ん で い て 、 社 会 が 均 一 化 し て し ま う の で は な い か と 疑 問 を 持 ち 、 新

任 教 師 の 子 ど も た ち と 同 じ 目 線 に 立 っ て 、 そ れ ぞ れ に 疑 問 を 投 げ か け て い く こ

と で 、 子 ど も た ち の 自 主 性 を 養 お う と し て い る 場 面 の あ り 方 を よ い 教 育 だ と 感

じ た 。し か し 、そ の 後 の 話 し 合 い の 際 に グ ル ー プ の 人 か ら「 新 任 教 師 の 疑 問 は 、

一 見 子 ど も た ち が 自 分 で 考 え て い る よ う に 導 い て い る が 、 実 際 は 子 ど も た ち の

意 見 を 全 て 否 定 し て い る 」 と い う 指 摘 が 出 た 。 そ の 時 、 自 分 は 話 の 表 面 し か 読

み と っ て い な か っ た こ と に 気 づ く と 同 時 に 、 そ れ ま で 自 分 が 持 っ て い た 教 育 観

に つ い て も 疑 問 を 抱 く 結 果 と な っ た 。  

 

 以 上 の 学 生 の 感 想 よ り 、 本 実 践 を 通 し て 明 ら か に な っ た こ と は 、 子 ど も に 対

す る 教 師 の 影 響 力 を 自 覚 す る こ と は あ る 程 度 可 能 で あ る が 、 権 威 ・ 権 力 構 造 の

自 覚 、 お よ び そ の 怖 さ で は な く 、 教 師 の 接 し 方 の 善 し 悪 し 、 と い う 観 点 で 読 ん

で し ま う 学 生 が い る 、 こ と で あ る 。 例 え ば 、 事 例 １ の 「 私 は 教 師 の 態 度 や 生 徒

に 対 す る 接 し 方 で 、 生 徒 の 心 の 開 き 方 に 差 が で る こ と を 学 ぶ こ と が で き た 」 や

事 例 ３ の 「 教 師 次 第 で 子 ど も は ど の よ う に で も 変 容 す る こ と を 実 感 し た 」 で あ

る 。 よ っ て 、 権 威 ・ 権 力 構 造 を 自 覚 化 で き る よ う な 発 問 や グ ル ー プ ワ ー ク の あ

り 方 な ど を 引 き 続 き 模 索 す る 必 要 が あ る 。  

 以 上 の 予 備 調 査 を も と に 、 以 下 の よ う に 本 調 査 を 行 っ た 。  

 

４  本 調 査  

(１ )実 施 日 時 ： 2 01 3 年 10 月 11 日 、 教 育 方 法 論 受 講 の 私 立 大 学 の 学 生 7 6 名 を

対 象 と し 、 実 践 を 行 っ た 。 時 間 は 14 : 40 ~16 : 10 の 9 0 分 で あ っ た 。  

シ ナ リ オ 材 に 基 づ き 、 ガ イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン を 設 定 し た 。 設 定 し た ガ

イ デ ィ ン グ ・ ク エ ス チ ョ ン (以 下 G . Q )お よ び 、 手 順 は 以 下 で あ る 。  

 

(２ ) G . Q の 項 目 、 お よ び 手 順  

① 『 2 3 分 間 の 奇 跡 』 の 動 画 の 1 0 分 間 を 視 聴 し 、 そ の 後 次 の よ う に 指 示 す る 。  

Q１ ,こ の 後 、物 語 は ど の よ う に 続 く の で し ょ う か 。次 の ２ 点 を 踏 ま え て 、考

え を 書 き ま し ょ う 。  
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（ こ の 後 、女 教 師 が と し ぶ ー に 対 し 、ど の よ う に 対 応 す る の か 。物 語 の 結 末 ）  

 

② 個 人 で ワ ー ク シ ー ト の 記 入  (約 ７ 分 )  

                    

ワ ー ク シ ー ト の 設 問 は 、 次 の よ う で あ る 。  

 

③ 司 会 役 を 設 定 し 、 グ ル ー プ ３ ～ ４ 名 で 意 見 交 換         (約 1 0 分 )  

 

④ そ の 後 、 動 画 の 後 半 を 視 聴 し 、 新 た に 次 の 問 題 を 出 す 。（ 約 1 0 分 ）  

 

Q2 ,教 師 に ず っ と 反 発 し て い た と し ぶ ー が 、 最 後 は 教 師 に 反 発 し な く な り ま し

た 。 こ の よ う に 、 と し ぶ ー が 変 わ っ て し ま っ た 理 由 と し て 、 ど の よ う な こ と が

考 え ら れ ま す か 。  

 

Q３ ,こ の 教 師 の 方 法 に は 「 決 定 的 に 欠 け て い る も の 」 が あ り ま す 。そ の 「 決 定

的 に 欠 け て い る も の 」 と は な ん で し ょ う か 。  

 

⑤  再 度 、 グ ル ー プ ３ ～ ４ 名 で 意 見 交 換            (約 15 分 )  

 

そ の 後 、 筆 者 か ら こ の シ ナ リ オ の 観 点 を 提 示 し 、 方 法 に つ い て 学 ん だ こ と 、

お よ び 質 疑 ・ 感 想 を 記 入 さ せ た 。  

提 示 し た 観 点 は 以 下 で あ る 。  

Ⅰ「 方 法（ 言 葉 や 表 情 含 む ）」に よ り 、人 (子 ど も )は 、た や す く 変 わ っ て し ま う 、

巧 み に 操 ら れ て し ま う 可 能 性 が あ る こ と         

                        

Ⅱ  教 師 は 、 自 分 の 方 法 の 「 あ や う さ 」 に 対 し て 、 無 自 覚 で あ っ て は な ら な い

こ と  

 

Ⅲ  方 法 の も つ 「 功 罪 」 を 常 に 自 覚 す る 必 要 で あ る こ と  
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以 上 の シ ナ リ オ 材 、 対 象 、 方 法 お よ び 手 順 に よ っ て 実 施 し た 。 そ れ で は 、 次

に 結 果 を 示 す 。  

 

第 ３ 節  分 析 結 果  

 学 生 の 回 答 に つ い て は 、 以 下 の よ う に 分 析 を 行 っ た 。 す な わ ち 、 第 ３ 回 講 義

の 設 問 ２ 、 ３ に つ い て は 、 学 生 の 記 述 内 容 に 対 し て 、 内 容 ・ 語 彙 の 意 味 を 変 え

な い よ う に 要 約 し 、1  つ の 意 味・内 容 を 1  デ ー タ と し た 。1  デ ー タ に 要 約 さ れ

た 内 容 の う ち 類 似 す る も の を ま と め て カ テ ゴ リ ー へ と 抽 象 化 し た 。 ま た 、 第 ３

回 の 学 生 の 学 ん だ こ と 、に つ い て は 、K HC od e r に よ る グ ル ー プ 編 成 の テ キ ス ト

マ イ ニ ン グ 手 法 を 採 用 し た 。 な お 、 第 ３ 回 設 問 １ に つ い て は 、 本 テ ー マ へ の 導

入 の 位 置 づ け で あ っ た こ と 、 お よ び 個 人 に よ っ て 多 様 な 回 答 が 期 待 で き る こ と

か ら 、 今 回 の 分 析 か ら は 除 い た 。  

 ま ず 、 第 ３ 回 に お い て 、 問 ２ の 「 と し ぶ ー が 変 わ っ て し ま っ た 理 由 」 に 対 す

る 答 え を 分 析 し た と こ ろ 、 次 の ４ つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 す る こ と が で き た 。 す

な わ ち 、 ① 周 り の 子 ど も か ら の 賞 賛 、 ② 教 師 か ら の 評 価 、 ③ ク ラ ス に お け る 地

位 や 特 権 、 ④ 教 師 の 謝 罪 で あ る 。  

 こ の こ と か ら 、 学 生 は 子 ど も を 変 え る き っ か け が 、 教 師 の 人 間 性 お よ び そ の

教 育 方 法 で あ る と 認 識 し て い る こ と が う か が え る 。  

 続 い て 、 問 ３ の 「 実 践 に 欠 け て い る も の 」 に 対 す る 答 え を 分 析 し た と こ ろ 、

次 の ２ つ の カ テ ゴ リ ー お よ び 以 下 の サ ブ カ テ ゴ リ ー に 分 類 す る こ と が で き た 。

す な わ ち 、① ≪ 子 ど も の 主 体 性 を 尊 重 す る こ と ≫〈 子 ど も の 声 を 聞 く 〉〈 子 ど も

の 個 性 を 大 事 に す る 〉〈 子 ど も の 考 え 方 の 多 様 性 〉、 ② ≪ 教 師 の 人 間 性 ≫ 〈 愛 〉

〈 倫 理 性 〉〈 道 徳 性 〉 で あ る 。  

こ の こ と か ら 、 学 生 は 教 室 に お い て 子 ど も の 主 体 性 が 重 要 で あ る 、 と い う こ

と を 気 付 く こ と が で き る こ と を 示 唆 す る 。 し か し な が ら 、 子 ど も へ の 愛 や 物 を

壊 さ な い 道 徳 性 、 と い っ た そ の 教 師 個 人 特 有 の 問 題 に 起 因 し て し ま う 、 表 面 的

な 事 象 理 解 に と ど ま っ て し ま う 学 生 も い る こ と が う か が え る 。  

さ ら に 、 本 講 義 で 学 ん だ こ と の 分 析 手 順 、 結 果 は 以 下 の よ う で あ る 。 ま ず 、

自 由 記 述 回 答 デ ー タ を テ キ ス ト 形 式 に 整 理 し 、同 一 の 意 味 単 語 、例 え ば「 先 生 」

は「 教 師 」、「 生 徒 」や「 児 童 」は「 子 ど も 」、と い っ た よ う に 使 用 単 語 を 統 一 し 、
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KH  C od er を 用 い て 分 析 を 行 っ た 。 そ の 際 、「 思 う 」「 考 え る 」「 感 じ る 」「 改 め

て 」「 今 日 」の 言 葉 を 除 外 し た 。頻 出 語 に つ い て 、出 現 回 数 ７ 回 以 上 の 単 語 を 分

析 し た 。 そ の リ ス ト を 表 1 2 に 示 す 。  

次 に 、 そ れ ぞ れ の 頻 出 語 の 関 連 性 お よ び 類 似 性 を み る た め に 、 階 層 的 ク ラ ス

タ ー 分 析 を 行 っ た (最 小 出 現 数 ９ 、 wo r d 法 、 ユ ー ク リ ッ ド 、 ク ラ ス タ ー 数 ５ )。

ク ラ ス タ ー １ は 、「 考 え 」「 意 見 」「 授 業 」か ら 構 成 さ れ 、≪ 授 業 に お け る 子 ど も

の 意 見 や 考 え ≫ と 名 付 け た 。具 体 的 な 感 想 と し て は 、「 子 ど も に よ り そ う よ う ク

ラ ス 運 営 を 進 め て い か な い と 自 分 の 考 え を 押 し 付 け る だ け に な っ て し ま う と 思

い ま し た 。 担 任 に な っ た 際 に は 、 子 ど も の 考 え を 尊 重 で き る よ う に な り た い で

す 」 で あ る 。 ク ラ ス タ ー ２ は 、「 良 い 」「 悪 い 」「 方 法 」「 教 育 」 か ら 構 成 さ れ 、

≪ 教 育 方 法 の 功 罪 ≫ と 名 付 け た 。具 体 的 な 感 想 と し て は 、「 子 ど も は 簡 単 に 心 が

変 わ っ て し ま う こ と が わ か っ た 。 良 い こ と も あ る が 、 そ の 反 面 悪 い こ と も つ な

が っ て し ま う 」 で あ る 。 ク ラ ス タ ー ３ は 、「 影 響 」「 与 え る 」 か ら 構 成 さ れ 、 ≪

教 師 が 子 ど も に 与 え る 影 響 ≫ と 名 付 け た 。具 体 的 な 感 想 と し て は 、「 教 師 (大 人 )

は 子 ど も (子 ど も )に 対 し て 、 大 き な 影 響 を 持 っ て い る の だ と 感 じ た 。 ま た 、 教

育 が そ の 国 の 未 来 を 左 右 す る と い う こ と が あ る の だ と 思 っ た 。 そ の た め 、 教 育

は 最 重 要 な 点 だ と 思 う 」 で あ る 。 ク ラ ス タ ー ４ は 、「 教 え る 」「 子 ど も 」「 教 師 」

か ら 構 成 さ れ 、 ≪ 教 師 が 子 ど も に 教 え る こ と ≫ と 名 付 け た 。 具 体 的 な 感 想 と し

て は 、「 教 師 は 子 ど も を 教 え る と き に 無 自 覚 で は あ っ て は い け な い と 思 い ま し た 」

で あ る 。ク ラ ス タ ー ５ は 、「 力 」「 操 る 」「 行 動 」「 必 要 」「 教 え る 」「 持 つ 」「 自 分 」

「 人 」 か ら 構 成 さ れ 、 ≪ 自 分 の 持 つ 力 ≫ と 名 付 け た 。 具 体 的 な 感 想 と し て は 、

「 教 師 は 子 ど も を 操 る こ と が で き る 存 在 で あ る 。 そ れ を 常 に 意 識 し て 日 々 子 ど

も と 接 す る こ と が 必 要 な の だ と 実 感 し た 。 ま た 、 今 後 こ の よ う な 人 に 操 ら れ な

い よ う に 自 分 を し っ か り 持 っ て 行 動 し た い 」 で あ る 。  

 以 上 よ り 、 学 生 の 学 ん だ こ と と し て 、 以 下 の ４ 点 の こ と が い え る 。  

第 １ に 、 表 12 か ら 、「 操 る 」「 洗 脳 」「 押 し 付 け る 」「 危 険 」 と い っ た ネ ガ テ

ィ ブ な 表 現 が 頻 出 し て い る こ と よ り 、学 生 が 教 育 方 法 や 教 師 に 対 す る あ や う さ 、

に 気 付 い て い る こ と が う か が え る 。   

第 ２ に 、 学 生 は 、 教 育 方 法 に よ り 子 ど も が 変 わ っ て し ま う 可 能 性 、 お よ び そ

の 怖 さ に つ い て 認 識 し て い る こ と が 表 1 3 の ク ラ ス タ ー ２ か ら わ か る 。  
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 第 ３ に 、 学 生 は 、 自 分 の も つ 影 響 力 を 自 覚 す る よ う に な っ た こ と が 、 表 13

の ク ラ ス タ ー ５ か ら わ か る 。  

 第 ４ に 、学 生 は 、教 え る 内 容 や そ の 方 法 (自 分 の や り 方 や 価 値 観 に つ い て 、ど

れ く ら い の 妥 当 性 が あ る の か )に つ い て 再 考 を せ ま ら れ て い る こ と が 、 表 13 の

ク ラ ス タ ー ４ か ら わ か る 。  

  

 

表 1 3 階 層 的 ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果  

 

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 80 悪い 11 押し付ける 7
教師 74 意見 11 危険 7
方法 37 授業 11 言う 7
教育 30 行動 9 思想 7
自分 30 操る 9 自覚 7
影響 16 必要 9 正しい 7
人 16 与える 9 存在 7
考え 14 力 9 大きい 7
良い 13 心 8
教える 12 洗脳 8
持つ 12 大人 8

表１　抽出語〈出現回数７回以上〉
表 1 2 抽 出 語 (出 現 回 数 ７ 回 以 上 )  
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第 ４ 節  総 合 考 察  

本 実 践 で 明 ら か に な っ た の は 以 下 の こ と で あ る 。  

第 １ に 、 本 事 例 を 通 し て 、 学 生 は 、 教 師 の 人 間 性 や 教 育 方 法 が 子 ど も を 変 え

う る 可 能 性 、 お よ び そ れ ら の も つ あ や う さ を 自 覚 す る に 至 っ た こ と で あ る 。 教

室 に 内 在 す る 権 威 ・ 権 力 構 造 を 自 覚 す る こ と で 、 教 え る ― 教 え ら れ る 、 と い う

一 方 的 な 関 係 性 で は な く 、 教 師 と 子 ど も が と も に 主 体 を も っ た 関 係 性 の 中 で 実

践 を 展 開 し て い く こ と に つ な が る で あ ろ う 。 こ の こ と は 、 こ れ ま で の 学 生 自 身

の 教 育 観 お よ び 教 師 観 の 変 容 を せ ま る 契 機 と な っ て い る と い え る 。例 え ば 、「 前

回 と 今 回 の 講 義 で や っ ぱ り あ の 女 教 師 の 方 法 は し て は い け な い と 思 い ま し た 。

し か し 、 指 摘 さ れ た と お り 今 の 日 本 の 教 育 で あ あ い う 方 法 は 見 か け ら れ る も の

で す 。 教 え る 側 も 教 え ら れ る 側 で も そ う い う い つ の ま に か 価 値 観 を 押 し 付 け て

い る と い う こ と に 無 自 覚 で あ っ て は い け な い と 思 い ま し た 」 と い う 学 生 の 意 見

に み ら れ る よ う に 、 学 生 は 、 自 身 の 持 っ て い た 教 育 観 に つ い て 、 事 例 、 お よ び

学 生 ら と の グ ル ー プ ワ ー ク を 通 し て そ の よ う に 変 容 し て い る 、 と 考 え ら れ る 。  

し か し な が ら 、「『 方 向 』と『 方 法 』に つ い て 、『 方 向 』が 間 違 っ て い な け れ ば

『 方 法 』 は な ん で も 良 い か も し れ な い と 思 い ま し た 」 と い う よ う な 認 識 を 持 っ

た 学 生 も 複 数 い た 。 こ の こ と は 、 教 育 方 法 の 理 念 が ど ん な も の で あ っ て も 達 成

で き て し ま う 、 と い う 真 の お そ ろ し さ は わ か っ て い な い 、 と も い え る 。 そ の よ

う な 考 え を 学 生 に 提 示 し 意 見 を 求 め る こ と や 、 理 念 の 妥 当 性 に つ い て 考 え る 機

会 を 設 定 す る 必 要 が あ る だ ろ う 。   

 第 ２ に 、 本 事 例 か ら 、 学 生 は 教 室 に お け る 子 ど も の 主 体 の 重 要 性 を 認 識 で き

る こ と で あ る 。 し か し な が ら 、 学 生 の 中 に は 、 本 事 例 に お け る 実 践 を 教 師 の 人

間 性 や 道 徳 性 の 欠 如 、 と い っ た そ の 教 師 個 人 の 特 有 の 問 題 に 起 因 し て し ま う よ

う な 表 面 的 な 解 釈 に と ど ま っ て い る 学 生 も 数 名 い た 。 こ れ は 、 教 員 側 の 事 例 の

説 明 不 足 や ガ イ デ ィ ン グ ク エ ス チ ョ ン の 拙 さ も そ の 要 因 で あ る と 考 え ら れ る 。

よ っ て 、 さ ら に 講 義 の 展 開 や ガ イ デ ィ ン グ ク エ ス チ ョ ン の 工 夫 な ど さ ら な る 改

善 が 必 要 で あ ろ う 。  
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第 Ⅳ部 「 総 合 考察 」  

終 章  研 究 の 成果 と 課題  

 

第 １ 節  研 究 の 成 果  

 本 研 究 の 目 的 は 、 学 級 、 お よ び 授 業 に お け る 学 習 者 の 学 び の 変 容 プ ロ セ ス を

明 ら か に す る こ と で あ っ た 。 そ れ ら を 達 成 す る た め に 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 を

整 理 し た 上 で 、 研 究 課 題 を ４ つ 設 定 し 、 そ れ ぞ れ 教 育 実 践 の 解 釈 と 分 析 、 お よ

び 実 践 の 開 発 を 試 み て き た 。 本 研 究 の 成 果 を 整 理 す る と 、 以 下 の よ う に な る 。  

 第 １ の 課 題 に 関 し て は 、 教 師 が い か に し て 児 童 と 対 象 世 界 を 出 会 わ せ て い る

の か ， ま た 児 童 は ど の よ う に 対 象 世 界 と 対 話 し て い る の か ， に つ い て 明 ら か に

し た 。 そ の た め の 方 法 と し て 、 教 師 へ の イ ン タ ビ ュ ー 、 授 業 記 録 、 お よ び 参 与

観 察 デ ー タ を 収 集 し 、 こ れ ら の デ ー タ を 総 合 的 に 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 ① 「 ク

ロ ツ グ ミ 」は ，「 児 童 の 手 に よ っ て ，様 々 な 問 を 立 て る こ と が 可 能 な 材 」で あ り ，

そ の こ と が 材 と の 対 話 の 入 り 口 と な る こ と ， ② 「 ク ロ ツ グ ミ 」 の 解 釈 は 多 様 で

は あ る が ， 文 の 中 に あ る 根 拠 を も と に ， あ る １ つ の 読 み の 解 釈 を 提 示 す る こ と

が 可 能 な 材 で あ る こ と ， ③ 「 ク ロ ツ グ ミ 」 の 実 践 に は ， こ れ か ら 始 ま る 「 絶 え

間 な き 」 意 味 交 渉 過 程 と し て の 対 話 の 基 点 と な る と い う 意 味 ， お よ び 対 立 す る

者 同 士 の 対 話 だ け で は な く ， 材 と の 対 話 （ コ ミ ッ ト メ ン ト ） を 促 す 材 で あ る こ

と が 明 ら か に な っ た 。以 上 の こ と か ら ，「 ク ロ ツ グ ミ 」を 間 に お い た 教 師 と 児 童

の 対 話 に よ っ て ， 後 の 「 変 容 」 へ の 契 機 と な る 対 話 が 構 築 さ れ て い る ， と の 解

釈 に 至 っ た 。  

第 ２ の 課 題 に 関 し て は 、 授 業 に お け る 学 級 に お け る 児 童 の 対 話 の 変 容 過 程 に

つ い て 明 ら か に す る た め 、 ま ず 、 児 童 １ 名 を 抽 出 し 、 他 者 の 言 葉 へ の 応 答 の プ

ロ セ ス を 明 ら か に し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。 す な わ ち 、

抽 出 児 の 「 応 答 」 は 、 授 業 に 参 加 し 、 児 童 自 ら が 授 業 を 進 行 で き る た め の 「 応

答 」 を 基 点 と し 、 発 言 者 に 対 す る 言 語 的 ・ 非 言 語 的 な コ ミ ッ ト メ ン ト に よ っ て

「 発 言 へ の 当 事 者 意 識 」を 持 ち 、「 安 心 し て 発 言 で き る 場 」の 構 築 を も た ら す よ

う な 「 応 答 」 を 経 て 、 他 の 児 童 を 意 味 交 渉 に 導 く 他 者 と し て の 「 応 答 」 と い う

変 容 プ ロ セ ス を た ど る 、 と い う こ と で あ る 。 そ の プ ロ セ ス を 踏 ま え 、 次 に 、 児

童 の 対 話 ス タ イ ル の 特 徴 に つ い て 明 ら か に す る た め 、 児 童 ２ 名 を 抽 出 し 、 ２ 名
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の 対 話 ス タ イ ル を 比 較 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。 す

な わ ち 、 児 童 の 一 人 は 、 ① 他 者 の 発 言 に 対 し 応 答 し ， ② 他 の 児 童 の 発 言 を き っ

か け と し ， 新 し い 疑 問 や 問 題 の 発 見 し ， ③ 学 級 の 児 童 を 意 味 交 渉 の 場 へ 導 い て

い く ，と い う こ と が 明 ら か に な っ た 。ま た ，別 の 児 童 は ① 特 定 の 児 童 と の 対 話 ，

② 教 師 と の 1 対 １ の 対 話 ，③ 他 の 児 童 に よ る 応 答 に よ り ，児 童 の 発 言 の 宛 名 が

他 の 児 童 へ と 広 が っ て い る ， と い う 対 話 ス タ イ ル が 明 ら か に な っ た 。 こ の こ と

か ら 、異 な っ た 対 話 ス タ イ ル を も つ 児 童 が 教 室 に 存 在 す る と い う こ と が ，「 多 声

的 な 教 室 空 間 」 を 構 築 し て い る 、 と の 仮 説 を 生 成 す る に 至 っ た 。  

第 ３ の 課 題 に 関 し て は 、 国 語 科 授 業 を 対 象 に 、 ４ 月 と 11 月 の 授 業 を 比 較 ・

検 討 し た 。 そ の 結 果 、 ３ つ の こ と が 明 ら か に な っ た 。 1 つ 目 は 、 4 月 の 授 業 で

は 、 発 話 に 前 の 発 話 を 受 け る 「 接 続 詞 」 が 用 い ら れ て お ら ず 、 ま た 発 話 の 根 拠

と し て 本 文 を 取 り 上 げ る 児 童 の 姿 が み ら れ な い の に 対 し 、11 月 の 授 業 で は 、前

の 発 話 を 受 け る 「 接 続 詞 」 が 含 ま れ る よ う に な っ て き て い る こ と で あ る 。 ２ つ

目 は 、 4 月 の 授 業 で は 、 児 童 の 発 話 に 対 し て 、 意 味 交 渉 過 程 へ 導 く 「 つ っ こ み

役 」を 教 師 で あ る Ｍ 教 諭 が 担 っ て い る の に 対 し 、11 月 の 授 業 で は 児 童 の 発 話 に

対 し て 、 意 味 交 渉 過 程 へ 導 く 「 つ っ こ み 役 」 を 児 童 が 担 っ て い る こ と で あ る 。

３ つ 目 は 、4 月 の 授 業 で は 、「 宛 名 」が 観 察 者 か ら は 特 定 で き な い 発 話 に 対 し て 、

そ の 発 話 を 児 童 が ひ ろ う こ と が な か っ た の に 対 し 、11 月 の 授 業 で は 観 察 者 か ら

は 「 宛 名 」 が 特 定 で き な い 発 話 を 児 童 が ひ ろ う こ と が で き る よ う に な っ て い る

こ と で あ る 。  

以 上 よ り 、 児 童 の 発 話 の 「 宛 名 」 が 教 師 か ら 児 童 へ 変 容 す る こ と で 、 児 童 の

発 話 が 、 教 師 の 「 権 威 の 言 葉 」 と は 異 な り 、 児 童 の 内 的 対 話 を も た ら す 言 葉 と

な る 。 そ し て 、 対 象 で あ る 材 を 間 に 置 き 、 対 象 に つ い て 自 分 の 言 葉 と 他 者 の 言

葉 を 突 き 合 わ せ 、 互 い に 変 容 す る こ と に よ り 、 そ の よ う な 過 程 の 中 で 理 解 を 深

め た り 、 考 え や 解 釈 が 変 化 し た り し て い く 、 と 解 釈 で き る 。  

第 ４ の 課 題 に 関 し て は 、 教 室 に お け る 権 威 ・ 権 力 構 造 の 理 解 を 促 す 事 例 シ ナ

リ オ を 開 発 し 、 実 践 を 試 み た 。 事 例 を 提 示 、 ワ ー ク シ ー ト の 記 入 、 お よ び グ ル

ー プ ワ ー ク の 講 義 を 行 っ た 後 、 学 生 の 学 び の 記 述 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 次

の こ と が 明 ら か に な っ た 。 第 １ に 、 本 事 例 を 通 し て 、 学 生 は 、 教 師 の 人 間 性 や

教 育 方 法 が 子 ど も を 変 え う る 可 能 性 、 お よ び そ れ ら の も つ あ や う さ を 自 覚 す る
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に 至 っ た こ と で あ る 。 第 ２ に 、 本 事 例 か ら 、 学 生 は 教 室 に お け る 子 ど も の 主 体

の 重 要 性 を 認 識 で き る こ と で あ る 。  

以 上 の こ と が 本 研 究 に お い て 明 ら か に な っ た こ と で あ る 。  
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第 ２ 節  今 後 の 課 題  

今 後 の 課 題 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。  

す な わ ち 、 第 １ に 、 バ フ チ ン の 対 話 理 論 に お け る 鍵 概 念 の さ ら な る 検 討 で あ

る 。「 収 奪 」を は じ め と す る そ の 他 の 鍵 概 念 の 検 討 は 不 十 分 で あ る 。そ し て 、そ

れ ら の 鍵 概 念 が 教 育 実 践 解 釈 に 援 用 可 能 か ど う か 、 に つ い て も 十 分 検 討 で き て

い な い 。 ま た 、 バ フ チ ン 以 外 の 対 話 諸 理 論 の 整 理 も 課 題 と し て 残 っ て い る 。 バ

フ チ ン の 対 話 理 論 の さ ら な る 理 解 と そ の 他 の 対 話 諸 理 論 を 整 理 す る こ と を 通 し

て 、 対 話 論 に つ い て の さ ら な る 見 識 を 深 め て い く 。  

第 ２ に 、 対 話 理 論 の 言 語 領 域 以 外 の 拡 張 の 可 能 性 に つ い て で あ る 。 本 論 に お

い て は 、 談 話 の 分 析 に 焦 点 を あ て て き た 。 し か し な が ら 、 低 学 年 の 児 童 や 国 語

以 外 の 領 域 、 た と え ば 芸 術 領 域 な ど 、 言 語 化 す る こ と が 困 難 な 対 象 に つ い て 、

対 話 理 論 が ど の よ う に 援 用 可 能 か 、 に つ い て も 検 討 し て い く 。  

第 ３ に 、 対 話 に 関 す る 諸 問 題 に か か る 事 例 シ ナ リ オ の 作 成 と 蓄 積 で あ る 。 本

論 に お い て は 、権 威・権 力 構 造 に つ い て の 実 践 開 発 に と ど ま っ て い る 。今 後 は 、

本 シ ナ リ オ の さ ら な る 改 良 、 お よ び 実 際 の 授 業 な ど を テ ー マ と し た 対 話 型 、 お

よ び 対 話 に 関 す る 新 た な 事 例 シ ナ リ オ の 開 発 を 行 っ て い く 。  
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・ 久 保 斎 『 一 斉 授 業 の 復 権 』 子 ど も 未 来 社 ， 2 005  

・ 鯨 岡 峻 『 エ ピ ソ ー ド 記 述 入 門 ― 実 践 と 質 的 研 究 の た め に 』  東 京 大 学 出 版 会 ，

2005  

・桑 野 隆『 バ フ チ ン〈 対 話 〉そ し て〈 解 放 の 笑 い 〉』  岩 波 書 店 ，  19 87， p . 260  

・ 前 原 裕 樹 「 教 員 養 成 課 程 の 学 生 へ 減 災 ・ 防 災 教 育 を 促 す 対 話 事 例 シ ナ リ オ の

開 発 」 学 校 防 災 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 『 生 き る 力 を は ぐ く む 学 校 防 災 』 協

同 出 版 ， 20 13， p p。 1 60 -1 69  

・ 松 崎 正 治 「 授 業 作 り へ の 社 会 ・ 文 化 的 ア プ ロ ー チ 」 グ ル ー プ ・ デ ィ ダ ク テ ィ

カ 編 『 学 び の た め の 授 業 論 』  勁 草 書 房 ， 1 994  

・ 丸 山 高 司 『 ガ ダ マ ー  地 平 の 融 合 』 講 談 社 ， 19 97 ,p . 144  

・ M .フ ー コ ー /田 村 俶 訳 『 監 獄 の 誕 生 － 監 視 と 処 罰 』 新 潮 社 ， 1 977， p . 27  

・M.フ ー コ ー /渡 辺 守 章 訳『 性 の 歴 史 Ⅰ 知 へ の 意 志 』新 潮 社 ，1 98 6，p p .12 1 - 12 3  

・ 村 井 淳 志  『 学 力 か ら 意 味 へ  安 井 ・ 本 田 ・ 久 津 見 ・ 鈴 木 各 教 室 の 元 生 徒 の

聞 き 取 り か ら 』 草 土 文 化  19 96， p 1 9  

・ 森 脇 健 夫 「 授 業 研 究 方 法 論 の 系 譜 と 今 後 の 展 望 」 田 中 耕 治 ・ 森 脇 健 夫 ・ 徳 岡

慶 一 『 授 業 づ く り と 学 び の 創 造 』 学 文 社 ，  20 11  ， p . 78  

・ 茂 呂 雄 二 『 具 体 性 の ヴ ィ ゴ ツ キ ー (認 識 と 文 化 )』 金 子 書 房 ， 1 999  

・ 中 島 義 道 『〈 対 話 〉 の な い 社 会  思 い や り と 優 し さ が 圧 殺 す る も の 』 PHP 新

書 ， 1 997， p p .1 33 - 134  

・ 中 内 敏 夫 「 新 版  教 材 と 教 具 の 理 論 」 あ ゆ み 出 版 ， 19 90， p 2 4  

・な だ い な だ『 権 威 と 権 力 ― い う こ と を き か せ る 原 理・き く 原 理 ― 』岩 波 文 庫 ，

1974， p . 62  

・難 波 江 和 英・内 田 樹『 現 代 思 想 の パ フ ォ ー マ ン ス 』光 文 社 ，2 004  ，p 16 2， p 1 6 5  

・ 西 川 純 『 学 び 合 う 教 室 － 教 師 と し て の 学 習 者 ， プ ロ デ ュ ー サ ー と し て の 教 師

の 学 習 臨 床 学 的 分 析 』 東 洋 館 出 版 社 ， 2 000  
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・ 野 平 慎 二 『 ハ ー バ ー マ ス と 教 育 』 世 織 書 房 ， 20 07 ,p . 90  

・佐 伯 胖  「 第 １ 章  文 化 的 実 践 へ の 参 加 と し て の 学 習 」佐 伯 胖 ,藤 田 英 典 ,  佐

藤 学 編 『 学 び へ の 誘 い 』 東 京 大 学 出 版 , 1 995 ,  p .3 0  

・佐 藤 公 治『 認 知 心 理 学 か ら み た 読 み の 世 界  対 話 と 協 同 的 学 習 を 目 指 し て 』北

大 路 書 房 ， 19 96  

・ 佐 藤 公 治 『 対 話 の 中 の 学 び と 成 長 』  金 子 書 房 ，  1 999， p .3  

・佐 藤 学『 教 師 た ち の 挑 戦 ―授 業 を 創 る ，学 び が 変 わ る 』 小 学 館 ， 20 03，p .3，  

・ 佐 藤 学 『 授 業 を 変 え る 学 校 が 変 わ る － 総 合 学 習 か ら カ リ キ ュ ラ ム の 創 造 へ 』

小 学 館 ， 20 00  

・ 佐 藤 学 『 教 育 の 方 法 』 放 送 大 学 教 育 振 興 会 ， 20 04  

・佐 藤 雅 彰『 中 学 校 に お け る 対 話 と 協 同「 学 び の 共 同 体 」の 実 践 』ぎ ょ う せ い ，

2011， p . 26  

・ 柴 田 義 松 「『 学 び の 共 同 体 』 と 学 習 集 団 の 実 践 」『 現 代 教 育 科 学 』  59 1 号 ，

p p 90 - 94， 2 00 5  

・ 多 田 孝 志 『 対 話 力 を 育 て る － 「 共 創 型 対 話 」 が 拓 く 地 球 時 代 の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン － 』 教 育 出 版 ， 2 006，  p 35 - 36  

・ 豊 田 ひ さ き 『 学 び 合 い 育 ち 合 う 学 習 集 団 づ く り 』 明 治 図 書 ，  200 1，  p .8 6  

・ U・ フ リ ッ ク .小 田 博 志 .山 本 則 子 .春 日 常 .宮 地 尚 子 訳  『 質 的 研 究 入 門 ：〈 人

間 の 科 学 〉 の た め の 方 法 論 』 春 秋 社 ， 2 002  

 (U w e  F l i ck .” Qua l i ta t i v e  Fo rs ch ung .”  R ow oh l t  TB -V.，  R n b .  ， 2 00 2 )  

・ワ ー チ ．J．V 田 島 信 元  佐 藤 公 治  茂 呂 雄 二  上 村 佳 世 子 訳『 心 の 声  媒 介

さ れ た 行 為 へ の 社 会 文 化 的 ア プ ロ ー チ 』福 村 出 版 ，199 5，p . 29  （ Wer ts c h  V.  

Jam es  Vo i c es  o f  th e  Mi nd :  So c i o cu l tu ra l  A p p ro ach  t o  M ed ia ted  A c t i on ，

1991，  H ar va rd  U niv ers i t y  P ress）  

・ワ ー チ ．J．V  佐 藤 公 治 ，黒 須 俊 夫 ，上 村 佳 世 子 ，田 島 信 元 ，石 橋 由 美 訳『 行

為 と し て の 心 』 北 大 路 書 房 ， 20 02． (J a mes  V． We rt sch  “ Mind  A s  A c t i on ”  

Ox f ord  Un iv  P r  o n  De mand， 1 99 8 )  

・ 鷲 田 清 一 『 臨 床 と こ と ば 』 阪 急 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ ， 2 003  

・吉 本 均『 教 室 の 人 間 学 －「 教 え る 」こ と の 知 と 技 術 』明 治 図 書 ， 1 994  ，p .15 4  
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○ 学 術 論 文  

・一 柳 智 紀「『 聴 く こ と が 苦 手 』な 児 童 の 一 斉 授 業 に お け る 聴 く と い う 行 為；『 対

話 』 に 関 す る バ フ チ ン の 考 察 を 手 が か り に 」 日 本 教 育 方 法 学 会 『 教 育 方 法 学

研 究 』 第 3 3 巻 ，  2 007， p p． 1－ 1 2  

・一 柳 智 紀「 児 童 に よ る 話 し 合 い を 中 心 と し た 授 業 に お け る 聴 き 方 の 特 徴  ： 学

級 と 教 科 に よ る 相 違 の 検 討 」 日 本 教 育 心 理 学 会 『 教 育 心 理 学 研 究 』  5 7 (3 )，

2009 a，  p p． 3 61－ 372   

・ 一 柳 智 紀 「 物 語 文 読 解 の 授 業 談 話 に お け る 「 聴 き 合 い 」 の 検 討  ：  児 童 の 発

言 と 直 後 再 生 記 述 の 分 析 か ら 」日 本 発 達 心 理 学 会『 発 達 心 理 学 研 究 』 20 (4 )，

2009 b， p p． 43 7－ 4 46   

・ 一 柳 智 紀 「 物 語 文 読 解 授 業 に お け る 聴 く と い う 行 為 の 習 得 ： 聴 く こ と を 重 視

す る 学 級 に お け る 授 業 談 話 と 直 後 再 生 記 述 の 検 討 」日 本 読 書 学 会『 読 書 科 学 』

第 5 3 巻  第 ３ 号 ， 2010， p p． 47－ 5 9  

・ 磯 村 陸 子 ・ 町 田 利 章 ・ 無 藤 隆 「 小 学 校 低 学 年 ク ラ ス に お け る 授 業 内 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン：参 加 構 造 の 転 換 を も た ら す『 み ん な 』の 導 入 の 意 味 」『 発 達 心 理

学 研 究 』 16， 200 5， p p .１ － 14  

・藤 江 康 彦「 一 斉 授 業 に お け る 子 ど も の 発 話 ス タ イ ル  : 小 学 5 年 の 社 会 科 授 業

に お け る 教 室 談 話 の 質 的 分 析 」日 本 発 達 心 理 学 会  『 発 達 心 理 学 研 究 』1 0 ( 2 )，  

1999， p p . 125 - 135    

・濱 田 秀 行「 小 説 の 読 み の 対 話 的 な 交 流 に お け る『 専 有 』」全 国 大 学 国 語 教 育 学

会 『 国 語 科 教 育 』 6 8， 201 0， p p． 43－ 50  

・ 濱 田 秀 行 「 物 語 の 読 み の 交 流 過 程 に お け る 読 み 方 の 学 習 － “ ap p r op r i a t i o n”

概 念 を 手 が か り と し た 高 等 学 校 授 業 分 析 を も と に － 」 日 本 読 書 学 会 『 読 書 科

学 』 第 5 3 巻  第 ４ 号 ， 2 011， p p． 95－ 1 05  

・ 桑 野 隆 「『 と も に 』『 さ ま ざ ま な 』 声 を だ す  対 話 的 能 動 性 と 距 離 」『 質 的 心 理

学 研 究 』  第 7 号 ， 2008， p p 6 - 20  

・ 松 尾 剛 ・ 丸 野 俊 一 「 子 ど も が 主 体 的 に 考 え ， 学 び 合 う 授 業 を 熟 練 教 師 は い か

に 実 現 し て い る か ‐ 話 し 合 い を 支 え る グ ラ ン ド ・ ル ー ル の 共 有 過 程 の 分 析 を

通 じ て ‐ 」『 教 育 心 理 学 研 究 』 55， 200 7， 93 -1 05  

・ 三 輪 辰 夫 ・ 山 田 康 彦 ・ 上 山 浩 ・ 奥 田 二 郎 「 図 工 ・ 美 術 分 野 に お け る 教 員 養 成
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PB L 教 育 シ ナ リ オ の 開 発 （ 2）」『 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総 合 セ ン タ

ー 紀 要 』 31， 20 11， p p .1 3－ 19  

・ 森 脇 健 夫 ・ 山 田 康 彦 ・ 根 津 知 佳 子 ・ 中 西 康 雅 ・ 赤 木 和 重 ・ 守 山 紗 弥 加 「 教 員

養 成 型 Ｐ Ｂ Ｌ 教 育 の 研 究（ そ の １ ）－ 対 話 型 事 例 シ ナ リ オ の 原 理 ― 」『 三 重 大

学 教 育 学 部 研 究 紀 要 』 第 6 4 巻 （ 教 育 科 学 ）， 201 3， p p .32 5－ 3 35  

・森 脇 健 夫「『 存 在 論 的 な つ な が り 』と『 認 識 論 的 な つ な が り 』」学 習 研 究 会『 学

習 研 究 』 45 6 号 － ４ 月 ， 2 012， p p． 2 4－ 2 8  

・ 酒 井 朗  金 田 裕 子  村 瀬 公 胤 「 教 師 の ビ リ ー フ と 教 授 行 為 と の 関 連 か ら み た

授 業 の 教 育 臨 床 学 ： 小 中 学 校 に お け る 理 科 の 授 業 の 比 較 分 析 に も と づ い て 」

お 茶 の 水 女 子 大 学 人 文 科 学 紀 要 ， 55， 2 002， p p .1 67 -1 91  

・ 佐 藤 学 「 学 び の 共 同 体 の 系 譜 － フ ェ ミ ニ ズ ム と の ク ロ ス ロ ー ド 」 国 立 女 性 教

育 会 館 研 究 紀 要 第 ６ 号 ， 2 002  

・ 田 島 充 士 ，「 単 声 的 学 習 か ら 始 ま る 多 声 的 な 概 念 理 解 の 発 達  バ フ チ ン お よ び

ヴ ィ ゴ ツ キ ー 論 の 観 点 か ら 」，『 質 的 心 理 学 研 究 』 第 7 号 ， 2 008， p p .4 3 - 59  

・ 山 田 康 彦 ・ 上 山 浩 ・ 三 輪 辰 夫 ・ 奥 田 二 郎 「 図 工 ・ 美 術 分 野 に お け る 教 員 養 成

PB L 教 育 シ ナ リ オ の 開 発 （ 1）」『 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総 合 セ ン タ

ー 紀 要 』 30， 201 0， p p .1－ 8  

・ 山 田 康 彦 ・ 上 山 浩 ・ 三 輪 辰 男 ・ 近 藤 真 純 『 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総

合 セ ン タ ー 紀 要 』 第 3 2 号 ， 2 012， p p .1 7－ 22  
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謝 辞  

 博 士 論 文 を 書 く に あ た っ て 、 た く さ ん の 方 に お 世 話 に な り ま し た 。  

 学 部 時 代 に 同 じ 研 究 室 で 学 ん だ こ と を き っ か け に し て 、 卒 業 論 文 作 成 時 か ら

の ６ 年 間 、 Ｍ 先 生 に は 大 変 お 世 話 に な り ま し た 。 大 学 で 共 に 同 じ 研 究 室 で 学 ん

で い た と き の 姿 と は 違 っ た 一 面 を 拝 見 す る こ と が で き ま し た 。 ま た 、 授 業 や イ

ン タ ビ ュ ー を 通 じ て た く さ ん の こ と を 教 え て い た だ き ま し た 。 ま だ ま だ 学 ば な

い と い け な い こ と が 山 の よ う に あ る こ と を 実 感 し て い ま す 。 こ れ か ら も Ｍ 先 生

の 授 業 を 見 続 け さ せ て い た だ き た い と 思 っ て い ま す 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

 そ し て 、Ｍ 学 級 の 児 童 の み な さ ん に も お 世 話 に な り ま し た 。毎 週 行 く た び に 、

成 長 し た な 、 変 わ っ た な 、 と 感 じ て い ま し た 。 観 察 に 行 く 日 が 待 ち 遠 し か っ た

で す 。 今 後 の ま す ま す 成 長 し て い っ て く れ る こ と だ ろ う と 思 い ま す 。 ６ 年 間 楽

し く 研 究 を さ せ て も ら い ま し た 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 ま た 、 週 に １ 度 、 多 い と き に は ２ 度 ３ 度 と 訪 問 さ せ た い た だ い た M 小 学 校 、

そ し て 校 長 先 生 に 感 謝 し て い ま す 。 運 動 会 な ど の 学 校 行 事 に も 参 加 さ せ て も ら

い ま し た 。 学 校 行 事 に 参 加 さ せ て も ら う こ と で 、 授 業 と は ま た 違 っ た 児 童 の 姿

を 見 る こ と が で き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 そ し て 、 同 じ 研 究 室 で 学 ん だ 先 輩 、 後 輩 、 Ｏ Ｂ Ｏ Ｇ の み な さ ま に 感 謝 し て い

ま す 。佐 藤 研 究 室 で 学 ん だ ３ 年 間 に 、た く さ ん の 方 と 出 会 う こ と が で き ま し た 。

特 に 、 現 職 の 先 生 方 か ら た く さ ん の こ と を 学 ぶ 機 会 と な り ま し た 。 佐 藤 研 究 室

で 学 ん だ こ と を 今 後 に 活 か し て い き た い と 思 い ま す 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

 そ し て 最 後 に な り ま し た が 、 佐 藤 先 生 。 厳 し い 指 導 、 助 言 、 苦 言 も し て い た

だ き ま し が 、 そ れ が あ っ て の 今 の 私 だ と 思 い ま す 。 知 識 、 経 験 、 技 術 ど れ を と

っ て も ま だ ま だ 未 熟 で す が 、 研 究 者 と し て ス タ ー ト 地 点 に た て る よ う に な っ た

の が 私 の 成 長 だ と 思 い ま す 。 研 究 室 で の ３ 年 間 、 本 当 に お 世 話 に な り ま し た 。

今 後 も 、 い つ ま で も お 世 話 に な り た い と 思 い ま す 。 今 後 と も よ ろ し く ご 鞭 撻 の

ほ ど よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

2013 . 10 . 31  

兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 連 合 学 校 教 育 学 研 究 科  

前 原 裕 樹  
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Ｍ学級の観察記録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 日付 観察時間
1 2009/4/7 ①国語 「クロツグミ」
2 2009/4/8 ①国語「クロツグミ」　②音楽
3 2009/4/13 国語「クロツグミ」
4 2009/4/15 (朝)漢字ドリル　①算数　②国語「クロツグミ」
5 2009/4/20 ①国語「新しい友達」
6 2009/4/22 ①国語「新しい友達」　②国語
7 2009/5/11 ①暗唱　②百ます計算
8 2009/5/13 ①音楽　②国語「新しい友達」
9 2009/5/20 ①音楽　②国語「新しい友達」
10 2009/5/25 ②国語「新しい友達」　③国語
11 2009/5/27 ①音楽　②国語
12 2009/6/1 ①国語　②国語
13 2009/6/17 ③国語 詩
14 2009/6/22 ①算数　②国語
15 2009/7/1 ①暗唱
16 2009/7/13 ①暗唱　②国語
17 2009/9/28 ②国語(授業者：五嶋)　③国語(授業者：五嶋)
18 2009/9/30 ①国語「大造じいさんとガン」　②国語(授業者：五嶋)「大造じいさんとガン」
19 2009/10/14 ①国語「大造じいさんとガン」　②国語(研究授業)「大造じいさんとガン」
20 2009/10/20 ①国語「大造じいさんとガン」
21 2009/10/23 ①国語「大造じいさんとガン」
22 2009/10/30 ①音楽「まっかだな」「タンホイザー行進曲」　②国語「大造じいさんとガン」
23 2009/11/24 ①先生のお話　②国語「大造じいさんとガン」
24 2009/11/25 ①音楽　②国語「大造じいさんとガン」

2009/11/29 インタビュー
25 2009/12/4 公開研究会②「大造じいさんとガン」
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Ｍ 教 諭 の ラ イ フ ヒ ス ト リ ー に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー 記 録  

   

場 所 ： 20 08 . 04 .1 4（ wed）  10 : 40  ~11 :2 5   な か よ し ル ー ム （ 小 学 校 内 ）           

 

 

前 原 ： 今 年 の 研 究 テ ー マ は 、 大 人 が 子 ど も を ど う 変 え る か 、 っ て い う の が 基 盤

に な っ て い る の で す け ど 、 去 年 １ 年 間 見 さ せ て も ら っ て 足 り な い 視 点 っ て

い う の が わ か っ て き た な 、 っ て い う  

Ｍ 教 諭 ： ど ん な ん ど ん な ん  

前 原 ： た と え ば 、 Ｍ 先 生 は 教 材 、 っ て い う こ と を 言 わ れ て い ま し た し 、 卒 論 で

も 年 明 先 生 か ら も っ と 教 材 じ ゃ な い で す け ど 、 授 業 の 内 容 に も ち ゃ ん と 触

れ て く だ さ い 、 と い う こ と を 指 摘 さ れ て 、 そ う し な い と 第 三 者 に は わ か っ

て も ら え な い 、 と い う こ と を 言 わ れ た の で 、 大 学 院 で は 国 語 の 教 材 に つ い

て の と か あ と か 、 読 み 研 と か を 進 め て い こ う か な 、 と い う の が ひ と つ あ り

ま す  

Ｍ 教 諭 ： 読 み 研 っ て あ れ か 、 科 学 的 読 み 、 あ っ ち い く の ？  

前 原 ： っ て い う の も 少 し や ら な い と  

Ｍ 教 諭 ： う ち は あ そ こ と は 対 立 し て い る か ら な 、 僕 は ね 読 み 研 の 人 と は よ く 話

を 、学 会 と か で も す る ん だ け ど も 、あ そ こ と は 根 本 的 に 違 う ん (違 う ん で す

か )違 う  

前 原 ： 僕 も 全 然 不 十 分 な の で 、 そ う い っ た  

Ｍ 教 諭 ： 森 脇 先 生 は 読 み 研 の 人 と は 知 り 合 い の 人 っ て い る ？  

前 原 ： い や 、 い な い ん じ ゃ な い で す か ね  

Ｍ 教 諭 ： 読 み 研 は ね 、 よ く ぼ く た ち の や っ て い る こ と と よ く 似 て る っ て い う ん

や け ど 、 全 然 違 う (違 う ん で す か )違 う ん だ よ 、 僕 に 言 わ せ て み る と ね  

前 原 ： そ う い う 教 育 方 法 み た い な と こ ろ も や っ て  

Ｍ 教 諭 ： そ れ は 構 へ ん と 思 う け ど 、 や ら ん と あ か ん よ な  

前 原 ： い ろ ん な こ と を 知 ら な い と わ か ら な い じ ゃ な い か っ て 。 先 生 の ず っ と 学

ん で き た 斎 藤 喜 博 っ て と こ は や ら な い と い け な い  
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Ｍ 教 諭 ： そ っ か 、 す ご い 幅 広 く な っ て き た な  

前 原 ： 裾 を 広 げ て 大 学 院 １ 年 は 、 っ て い う こ と で 、 Ｍ 先 生 の 授 業 と こ う  

Ｍ 教 諭 ： で 、 来 年 １ 年 は テ ー マ 絞 っ て (は い )  

前 原 ： 今 年 １ 年 は 教 師 の 意 図 と か 考 え て い る こ と と か 願 い と か 、 っ て い う も の

を 深 め て い き た い な (そ う や な )Ｍ 先 生 に イ ン タ ビ ュ ー を さ せ て い た だ い て  

Ｍ 教 諭：今 年 N 先 生 お る や ろ 、あ の 人 ず っ と つ い て く れ て る も ん で さ 、 N 先 生

か ら み て 客 観 的 に 見 て る か ら さ 、 あ の 先 生 か ら も 聞 い て み る と い い か も し

れ ん け ど な 。 ど う い う 風 に 見 え る と か 、 第 三 者 的 な 立 場 か ら み て い て ど う

変 わ っ て き た か 、 ど う や っ た と か 何 か と か さ 、 教 え て も ら え る か も し れ ん

け ど な で も ま ー ほ ん と に 今 年 は 、 願 っ て る こ と は 去 年 と ま っ た く １ 緒 や ね

ん 、 何 に も か わ ら へ ん の だ け ど 、 で も や っ ぱ り ア プ ロ ー チ の 仕 方 は い ろ い

ろ 、 や る こ と 根 本 は １ 緒 な ん や け ど 、 ア プ ロ ー チ の 仕 方 は い ろ い ろ 変 わ っ

て く る や ろ う と 僕 は 思 う わ 。 そ ら あ の 4 0 人 を 集 中 さ せ る 、 っ て い う こ と

が 大 変 で 、 し か も 、 だ か ら 見 て い て 勉 強 に 対 す る 意 欲 な ん て 全 く な い あ の

子 ら  

前 原 ： 表 情 が な ん て い う ん で す か ね 、 女 の 子 は 下 を 向 き が ち で 、 男 の 子 は 横 と

か 手 と か で 遊 び が ち っ て い う よ う な  

Ｍ 教 諭 ： 強 烈 や も ん な 、 あ れ １ 週 間 た っ て ま だ こ ん な ん っ て い う の は あ ん ま り

な い も ん (そ う な ん で す か )今 ま で 、 ま ー 来 週 に な っ た ら 今 週 １ 週 間 ど ん だ

け で き る か や な 、 っ て 思 う け ど で も 困 る わ 、 で も 正 直 。 な ん か さ 。 あ の 子

た ち に し み つ い て い る こ う 悪 い 習 慣 っ て あ る じ ゃ ん 、 授 業 中 遊 ぶ 、 特 に 授

業 中 遊 ぶ し 、 人 の 話 聞 か ん で も 過 ぎ て い く 、 っ て い う 習 慣 、 周 り の こ と 考

え ん で も 大 丈 夫 、 っ て い う 習 慣 っ て い う の は 、 そ れ は や っ ぱ り す ご く 強 い

と 思 う な 。 そ の 習 慣 を ど う と っ ぱ ら う の か 、 っ て い う こ と を ま ず １ 番 の 課

題 や ろ な 、 と 思 う け ど 。 え え 手 が 浮 か ば へ ん 、 っ て い う か き ち ん と 毎 日 １

つ ず つ や っ て く し か な い ん だ け ど 、 そ ん な ん 、 即 効 で 効 く よ う な 薬 な も ん

な い か ら さ 、 朝 な ん か で も あ の 委 員 会 で も ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ や る や ろ 、 泣 く し

な 、 あ ん な ん な や も ん  

前 原 ： 自 分 で 決 め る 、 っ て ゆ っ て も 隣 の 子 と １ 緒 に な る  

Ｍ 教 諭 ： な る な る 。 な ん か い つ で も 手 も あ が ら へ ん や ん か 、 あ げ よ っ て い っ て
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も 、 １ 発 で 決 め ら れ へ ん や ん か 、 あ う い う 弱 さ っ て 、 弱 さ で も あ り い い 加

減 さ っ て 、 物 事 に 対 す る い い 加 減 さ で も あ る ん や け ど も 、 あ あ い う こ と っ

て さ な ん か し み つ い て き た も ん な ん や ろ な 、 ど う し た ら い い ん や ろ な 、 っ

て  

前 原 ： 5 年 生 ま で は ず っ と 2 ク ラ ス で き て い た ん で す か  

Ｍ 教 諭 ： そ う 、ず っ と 2 ク ラ ス 。で 、今 年 初 め て 1 ク ラ ス 、き つ い で 、こ の パ

タ ー ン も 、 な ん か あ ん ま り 、 ど う し て い い ん か と 思 う も ん 、 ほ ん と に 。 ど

う し た ら い い ん や ろ な  

前 原 ： ち ょ っ と 気 に な る の は 、 子 ど も た ち が 、 先 生 が 去 年 だ っ た ら こ う や っ ぱ

１ 人 と か 2 人 が で き 始 め る と こ の 子 み た い に 、と い う 風 に 広 げ て い く と 思

う ん で す け ど 、 今 年 は 起 点 と な る よ う な 子  

Ｍ 教 諭 ： ま だ ま だ 、 も う ち ょ っ と や ね ん 、 も う ち ょ っ と や ね ん け ど な 、 女 の 子

は い け そ う な 子 お ん ね ん 、 何 人 か い る や ん か 、 で も 男 の 子 は 女 の 子 に 影 響

さ れ へ ん ね ん 、あ ん ま り 、な ん か ね 、2 ク ラ ス だ っ た の が 1 ク ラ ス に な る 、

っ て い う の が あ っ て さ 、 も の す ご い 警 戒 心 は あ る と 思 う の よ (ほ か の 子 に )

な ん か や っ ぱ り た く さ ん の 中 に い る か ら も う 埋 も れ て し ま う 、 っ て い う こ

と も あ る し 、 そ れ か ら 逃 げ 場 が い っ ぱ い あ る ね ん 、 自 分 が 隠 れ と っ て も す

ん で い く 、っ て い う 。少 な け れ ば 少 な い ほ ど 逃 げ 場 な い や ん 、 20 人 や っ た

ら 2 0 人 全 然 逃 げ 場 な い や ん 、 や ら ざ る を 得 な く な っ て く る け ど も 、 4 0 人

っ て い う の は 逃 げ 場 が い っ ぱ い あ る や ろ 、 隠 れ て し ま う 、 隠 れ ら れ ん ね ん

(自 分 が や ら な く て も )す ん で い く 、 っ て い う こ と が 多 い ね ん か な 、 そ こ と

の 自 分 は 戦 い や な 、と 思 っ て ん ね ん け ど な (や ら せ る 、っ て い う こ と で す か )

逃 げ さ せ な い 、 っ て い う 、 隠 れ さ せ な い 、 っ て い う 。 だ っ て 隠 れ て い る 子

い っ ぱ い い る や ん か 、 や ら ん で も 済 ん で い く 、 ほ ん で こ っ ち は 戦 わ な あ か

ん か ら 徹 底 し て や ら せ よ う と 思 う け ど も 、 で も な 、 や っ ぱ り 自 分 で も 今 回

そ の な ん て い う の 、 見 逃 し て る と こ っ て あ る と 思 う 。 こ れ は 困 っ た な 、 と

思 う 。 ど う し た ら え え ん か な 、 っ て い う か 。 や っ ぱ そ こ 大 き な 課 題 や と 思

う な 。 特 に 後 ろ の 男 の 子 隠 れ て る や ん か 、 女 の 子 も 友 達 と ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ 隠

れ る 、 や ら ん で も い い 、 か く れ る っ て い う 。 そ れ が な (今 席 は )好 き な も ん

同 士 、 朝 初 日 入 っ て き た ま ん ま や ね ん け ど な 、 今 日 席 替 え し よ う と 思 っ た
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ん だ け ど よ う 作 ら ん く て さ 、 ど う 組 み 合 わ せ よ う 、 て 考 え て た ら で き や ん

く て 、 明 日 く ら い か な 、 と 思 っ て る ん だ け ど 、 そ れ が な 、 大 変 や 。 困 っ た

な 、 ち ょ っ と 難 し い わ 、 で も 難 し く て も や る 方 法 は 変 わ ら ん の や け ど 、 授

業 や り な が ら や っ て く し か な い ん や か ら 。 １ 番 初 め き た の 水 曜 日 や っ た や

ろ (そ う で す )ち ょ っ と 変 わ っ て る ？  

前 原 ： 僕 か ら み て で す か ？ い や 、 た ぶ ん 今 ま で な か っ た よ う な こ と を 子 ど も た

ち が 最 初 の 1 週 間 で 体 験 と か し て い く 中 で さ っ き の 休 み 時 間 も そ う な ん で

す け ど 、 座 れ る よ う に も な っ て き た し 時 間 は か か る ん で す け ど 、 な ん と な

く 空 気 を 読 み な が ら 次 は こ う い う こ と し な き ゃ い け な い ん だ な 、 と い う こ

と を す る 姿 は 出 て き ま し た 、 続 く か 続 か な い か は わ か ら な い ん で す け ど  

Ｍ 教 諭 ： 続 け さ せ る の は こ っ ち 側 の 技 術 や ね ん か な 、 で も そ こ で 逃 げ さ さ ん よ

う に し て か な か ん し 、 難 し い よ な 。  

前 原 ： 今 年 聞 き た か っ た こ と が 、 去 年 聞 き た か っ た ん で す け ど 、 Ｍ 先 生 の ラ イ

フ ヒ ス ト リ ー と い う か 、 大 学 生 の と き に 、 大 学 生 く ら い の と き か ら で い い

ん で す け ど 、 お そ ら く そ の 頃 何 か き っ か け が あ っ て 、 今 に 至 っ て い る ん じ

ゃ な い か と 思 う ん で す け ど 。  

Ｍ 教 諭 ： い や 、 大 学 中 全 く き っ か け 無 い 。 教 師 に な っ て か ら 。  

前 原 ： 先 生 に な っ て か ら な ん で す か 。  

Ｍ 教 諭 ： 教 師 に な っ た と き に 、 小 学 校 の と き に 僕 の 担 任 の 先 生 や っ た 先 生 が 、

僕 が 言 う て た 宮 坂 先 生 っ て い う 、 宮 坂 先 生 に 教 え て も ら っ て い た 人 で 、 ち

ょ っ と 三 重 大 の 大 学 、 そ ん と き は 専 攻 科 っ て い う て た ん や け ど 、 僕 が 三 重

大 行 っ た と き に 出 会 っ て 、 宮 坂 先 生 の う け い り を 受 け て 、 新 採 の 年 に そ の

小 学 校 の 先 生 か ら １ 緒 に 勉 強 し よ っ て 連 絡 が き て 、そ こ か ら や ね ん 、こ れ 。  

前 原 ： あ 、 先 生 に な ら れ て か ら な ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う そ う そ う 、 そ れ ま で 全 く や っ た で 。  

前 原 ： サ ー ク ル と か 何 か …  

Ｍ 教 諭 ： し て へ ん 。 学 生 の と き 遊 ん で ば っ か り や っ た 。  

前 原 ： そ れ は 、 何 年 頃 と か 分 か り ま す か ？  

Ｍ 教 諭 ： そ れ は だ か ら 、 ち ょ う ど 昭 和 6 4 年 よ 。 平 成 元 年 の な っ た 年 。 そ れ が

１ 年 目 や っ て ん 。 今 か ら 2 1 年 前 。  
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前 原 ： 19 89？  

Ｍ 教 諭 ： そ う 、 だ か ら 昭 和 63 年 か 。 昭 和 63 年 や 。 昭 和 6 3 年 の 春 か 。 や か ら

千 九 百 … 分 か ら ん 。  

前 原 ： 19 88 く ら い ？  

Ｍ 教 諭 ： 8 8 く ら い か な 。  

前 原 ： ね 。 僕 が 5 9 で す か ら 。  

Ｍ 教 諭 ： そ や な 。  

前 原 ： そ れ は 三 重 県 の 小 学 校 ？  

Ｍ 教 諭 ： う ん 、 三 重 県 の 小 学 校 。 で 、 今 の 矢 持 、 旧 の 青 山 っ て い う と こ ろ 。 矢

を 持 つ っ て 書 い て 矢 持 。今 は も う あ ら へ ん の や け ど な 。そ こ で 4 年 お っ て 、

そ ん で 阿 保 (あ お )小 学 校 っ て い う と こ ろ に 移 っ て 。 そ こ で 、 阿 保 小 、 青 山

小 に 変 わ ん ね ん や ん 、 こ の 年 、 そ の 矢 持 と か が 統 合 し て 。 青 山 小 に か わ っ

て 、 そ ん で 、 そ の 阿 保 小 ・ 青 山 小 で 1 5 年 お っ て 。  

前 原 ： こ こ で 1 5 年 。  

Ｍ 教 諭 ： そ の 最 後 の 2 年 間 は 大 学 行 っ て た ん や ん か 。  

前 原 ： 今 年 の は 3 校 目 な ん で す か 。  

Ｍ 教 諭 ： 3 つ め 。 実 際 に は 3 校 目 な ん や ん か な 。 学 校 名 は 4 つ め や け ど 、 実 際

に は 3 校 目 。  

前 原 ： そ う な ん で す か 。  

Ｍ 教 諭 ： 青 山 小 は 青 山 小 で 研 究 し て い た か ら 、 研 究 の 関 係 で 変 わ ら へ ん だ も ん

で 、 ず っ と  

で 、 ラ イ フ ヒ ス ト リ ー て い う の は 、 ど う い う こ と や ね ん ？ 例 え ば ど う い う

… 。 よ う あ っ た よ な ？ ＊ ＊ さ ん と か 好 き や っ た 。  

前 原：な ぜ そ う い う こ と を し な き ゃ い け な い か っ て い う こ と が あ る ん で す け ど 、

教 師 の 人 は 自 分 で 、 ど ん な 思 い と か を 積 み 重 ね て い く 中 で 、 授 業 の 方 法 が

変 わ っ て い っ た り 、 子 ど も の 見 方 っ て い う も の が 変 化 し た り 、 っ て い う 変

化 を 遂 げ る 中 で 今 の 形 が あ る っ て い う …  

Ｍ 教 諭 ： 変 化 っ て 無 い ね ん 、 僕 。 僕 ね 、 初 任 の と き か ら 1 つ だ け 、 そ の 宮 坂 先

生 と １ 緒 に … 戸 田 先 生 っ て 来 て た ん 見 た ？  

前 原 ： 女 の 方 ？  
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Ｍ 教 諭 ： 女 の 先 生 、 ベ テ ラ ン の 先 生 。  

前 原 ： は い 、 分 か り ま す 。  

Ｍ 教 諭 ： あ の 先 生 の 授 業 を 見 て 憧 れ し か 無 い ね ん 、 自 分 。  

前 原 ： 戸 田 先 生 の …  

Ｍ 教 諭 ： 戸 田 先 生 の す る 授 業 へ の 憧 れ し か 無 い ね ん 。 そ れ を 目 指 し て い る だ け

や ね ん ず っ と 変 わ ら ず や で 。  

前 原 ： そ う な ん で す か 。  

Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 こ う や っ て み て あ あ や っ て み て 云 々 て い う の は 、 そ の 憧 れ の

中 で 、こ う や っ た ら で き る よ う に な る 、こ う や っ た ら 近 づ け る よ う に な る 、

こ う や っ ら ど う な る や ろ か っ て だ け で あ っ て 、 あ れ も や ろ か こ れ も や ろ か

っ て い う の は 全 く 無 い 。 ず ー っ と そ れ 。 未 だ に 。 や れ ば や る ほ ど 、 追 い つ

け へ ん て い う こ と は 分 か っ て る ね ん 、 で も 。 で も 、 そ れ で も や っ ぱ り 戸 田

さ ん の 授 業 に 対 す る 憧 れ が あ っ て 。 あ と 、 そ れ に 近 づ け る た め に は 宮 坂 先

生 に 教 え て も ら わ な あ か ん て い う の が 、 ず っ と あ る も ん で 。 だ か ら 、 自 分

の 思 い っ て い う の は 、戸 田 先 生 へ の 憧 れ し か な い 。私 の 授 業 の 中 で 。こ れ 、

ほ ん ま や で 、 ほ ん ま 。 だ か ら 、 あ ん ま 変 化 無 い ん 。  

前 原 ： あ 、 先 生 の 気 持 ち と し て は 変 化 が 無 い 。  

Ｍ 教 諭 ： 無 い 。  

前 原 ： ア プ ロ ー チ と か 、 そ の と き の 子 ど も と か …  

Ｍ 教 諭 ： 方 法 は い ろ い ろ あ っ て 違 う か ら 、 こ ん な 風 に や っ て み よ 、 あ ん な 風 に

や っ て み よ っ て あ る け ど 、 目 指 す 授 業 像 と か 子 ど も 像 っ て い う の は そ こ に

あ る 。 ず っ と そ う や ね ん 、 2 0 年 間 。 珍 し い ？ 珍 し い か 、 ど う や ？  

前 原 ： ど う な ん で し ょ う か ね 、 僕 分 か ら な い ん で す け ど 。 作 ろ う っ て 言 わ れ た

小 学 校 の と き の 先 生 っ て い う の は 、 戸 田 先 生 で は 無 い ？  

Ｍ 教 諭 ： 戸 田 先 生 と は 違 う 。 戸 田 先 生 は 長 野 の 人 や か ら な 。  

前 原 ： は い 。 そ の 研 究 を し て い く 中 で で す か ？ １ 緒 に …  

Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 戸 田 先 生 は ず っ と 宮 坂 先 生 と 学 校 来 て も ら っ て い た り し て も

ん や か ら 、だ か ら 、初 任 の と き に 戸 田 先 生 の 授 業 を 見 さ せ て も ら っ た か ら 。

最 初 は 全 然 難 し い こ と や っ て 、 よ う 分 か ら へ ん か っ た ん や け ど 、 戸 田 先 生

の 授 業 を 見 た と き の 衝 撃 っ て の は す ご か っ た 。 な ん か そ れ だ け や な 、 そ れ
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し か 無 い な 。  

前 原：ど う い う い き さ つ で 、１ 緒 に や ら な い か っ て い う こ と に な っ た ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： い き さ つ っ て い う の は ね 、 そ の 小 学 校 の 先 生 に は ず っ と 進 路 の こ と も

相 談 に は 乗 っ て も ら っ て い て 、 高 校 の 進 学 ど う す る か と か 、 大 学 の 進 学 ど

う す る か と か 相 談 に 乗 っ て も ら っ て い た 先 生 で 。  

前 原 ： え 、 そ れ は 先 生 が 小 学 校 卒 業 さ れ て か ら も  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 い ろ い ろ 相 談 乗 っ て も ら っ て て ん 。 ん で 、 今 で も い ろ い ろ

あ る ん や け ど さ 。 で 、 そ の 新 採 に な っ た と き に 、 4 月 す ぐ に 電 話 か か っ て

き て さ 、 １ 緒 に 勉 強 し よ か っ て 言 っ て 。  

前 原 ： あ あ 、 先 生 に な っ た な ら っ て い う 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 こ う い う 勉 強 会 が あ る ん や け ど も 来 や へ ん か 、 っ て い う 。  

前 原 ： そ の 勉 強 会 っ て い う の は ？  

Ｍ 教 諭 ： 今 で も 続 い て い る 勉 強 会 、 授 業 研 究 会 っ て い う  

前 原 ： 国 語 で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： い や  

前 原 ： 授 業 で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： そ う 、 授 業 。 ま ぁ 、 国 語 中 心 と し て 合 唱 と か 体 育 と か 図 工 と か 表 現 と

か そ う い う の も 含 め て な 、 や っ て る 研 究 会 。 だ か ら 、 そ の 頃 宮 坂 先 生 の 授

業 研 究 会 と か で き と っ て 、 で き か け の 頃 、 ま だ 初 期 の 頃 や か ら な 、 そ こ へ

僕 行 か せ て も う て 。 そ の 頃 か ら ず っ と や な 。  

前 原 ： 初 任 の 頃 か ら ず っ と 。  

Ｍ 教 諭 ： ず っ と こ の 方 法 や ね ん 。 で 、 上 手 く い か ん と 、 今 で も 全 然 う ま く い か

へ ん け ど 、 そ う や っ て や っ て い る 最 終 的 に は や っ ぱ り 、 宮 坂 先 生 に 教 え て

も う た 斉 藤 先 生 の な 。  

前 原 ： 去 年 の 卒 論 で は 、 と て も 喜 博 ま で は 行 け な い と い う い こ と で 、 1 年 で 期

間 的 に は 無 理 だ よ と い う こ と を 先 生 に 言 わ れ て や ら な か っ た ん で す け ど 、

あ と 2 年 あ り ま す か ら 。  

Ｍ 教 諭 ： 喜 博 の 勉 強 、 僕 も 全 然 し て へ ん け ど さ 、 や ら な あ か ん と は 思 う ん や け

ど 。僕 は 喜 博 理 論 の こ と を 宮 坂 理 論 て 言 う て る ん や け ど 、実 際 の と こ は な 。

宮 坂 さ ん の あ れ や し 。 で も 、 や っ ぱ り や れ ば や る ほ ど 、 何 て 言 う か 難 し い
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っ て い う の が 見 え て く る し 、 上 手 く い か へ ん て い う か 、 今 で も そ う や 、 今

で も 今 年 で も 上 手 く い か へ ん な っ て す ご く 苦 し み な が ら や っ て る し 、毎 年 。

す ご い 苦 し ん で る よ ね 、 自 分 の 中 で 。 思 っ た よ う に 変 わ ら ん っ て い う の は

な 。 で も 、 な ん か 、 ボ チ ボ チ や っ て か い な あ か ん の や ろ な 。 め っ ち ゃ 苦 し

い や ろ な 、 考 え て み た ら 。 で も 、 み ん な 、 ラ イ フ ヒ ス ト リ ー と か や っ て た

け ど 、 や っ ぱ り 他 の 人 と か 変 化 あ る ん や ろ か ？  

前 原 ： １ 応 、 森 脇 先 生 と か 大 西 さ ん が や ら れ た 研 究 と か を 見 せ て も ら っ た ん で

す け ど 、 そ の 時 は 、 先 生 を 追 っ て 、 や っ ぱ 変 わ る ん で す よ 。 授 業 を 、 最 初

は 教 師 主 導 だ っ た の を 、あ る 時 を き っ か け に 子 ど も 主 導 に す る ん だ け ど も 、

裏 で は 先 生 が 握 っ て い る 。  

Ｍ 教 諭 ： 当 然 そ う そ う 、 そ う や ん な 。  

前 原 ： そ れ で ま ぁ 、 そ こ で 何 か の き っ か け な ど が あ っ た り し て 、 変 わ っ て い く

ん で す 。 そ れ を ど う し て そ う な っ た の か と い う の を 追 い な が ら 、 今 の 実 践

と つ な が り と か い う の を 。  

Ｍ 教 諭 ： あ ぁ 。 僕 も 具 体 的 に 言 わ せ て も ら っ た ら 、 結 構 あ る と 思 う 。 あ こ が れ

は そ の ま ま あ こ が れ や ん 。 そ れ に 対 す る 自 分 の 授 業 観 、 授 業 ス タ イ ル が 変

わ っ て き た っ て い う の は 当 然 あ る し 、 分 か ら ん こ と が 分 か っ て き て 変 え て

い く き っ か け に す る こ と は あ る や ろ け ど な 。  

前 原 ： は い 。 今 年 １ 年 、 こ う い う 時 間 を 使 い な が ら 。  

Ｍ 教 諭 ： 本 当 に も う 。 で き る だ け や め た い と 思 っ て い る ん や け ど さ 何 か 違 う 仕

事 が あ っ た ら え え の に な っ て 思 っ て る 。 本 当 に い や や ね ん 。  

前 原 ： そ う な ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： お う 。 や っ て も ね 、 や り が い は あ る け ど 、 自 分 の 力 の 無 さ っ て い う の

を 痛 感 し て い る も ん で 、 お れ が 何 で こ ん な こ と や っ て る ん か な っ て い う 、

や っ ぱ 思 う わ な 。 逃 げ た い と 思 う わ 。 す ご い そ う い う 怖 さ っ て い う の が あ

る 。  

前 原 ： そ れ は 責 任 の 重 さ ？  

Ｍ 教 諭 ： 責 任 の 重 さ も あ る し 、 そ れ か ら や っ ぱ り こ う 、 戸 田 さ ん の 授 業 … 戸 田

先 生 の 学 級 、 戸 田 先 生 の 授 業 と や っ ぱ り ギ ャ ッ プ と い う の が あ っ て 、 お れ

な ん て 教 師 し て い る 資 格 無 い か ら ＊ ＊ あ る で 。 あ ん な す ご い 授 業 す る 人 い
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ん の に 、 お れ な ん て や っ て ら れ へ ん 。 や っ て い た ら あ か ん な っ て 自 分 で 思

う と こ あ る し  

そ う 思 う と や っ ぱ 自 分 の 力 不 足 を 痛 感 す る も ん で 、 子 ど も に 申 し 訳 な い な

っ て 思 う し 。だ か ら 全 然 自 信 無 い の よ 、自 分 に 。だ か ら 、平 気 な 顔 し て さ 、

何 て 言 う の 、 学 級 荒 ら し な が ら で も 平 気 な 顔 し て 授 業 や っ て い て も 、 全 然

責 任 感 じ て へ ん 人 と か お る け ど 、 正 直 な 、 そ う 人 も お る や ん か ？ 訳 分 か ら

ん も ん な 、 あ あ い う 人 た ち の 意 識 っ て い う の が 。 な ん で あ ん な ん で 平 気 で

い ら れ ん の 、 っ て 思 う も ん 。 ど う し よ う か な 。 本 当 に 悩 ん で い る  

前 原 ： い つ 頃 か ら そ れ は ？ ず っ と ？  

Ｍ 教 諭 ： ず っ と 思 っ て い る 若 い 時 は さ 、 そ ん な ん 無 く て さ 、 が む し ゃ ら に や っ

て て さ 、 い つ か は っ て や る や ん か 。 で も 、 こ の 歳 に な っ て く る と 分 か ら ん

も ん 。 こ の 歳 に な っ て も 変 わ ら へ ん し 、 お れ っ て 限 界 来 て る ん か な っ て 思

う も ん な 。  

前 原 ： そ う な ん で す か 。  

Ｍ 教 諭 ： う ん 。 な ん か や っ ぱ 良 い 授 業 で き へ ん 。  

前 原 ： 戸 田 先 生 は 、 そ の 何 歳 頃 の 授 業 … ？  

Ｍ 教 諭 ： 若 か っ た 。 あ 、 戸 田 先 生 の 授 業 は 、 当 然 、 初 め て 見 た の は 40 後 半 く

ら い や っ た 、 40 半 ば か く ら い ち ゃ う ん か な 。 今 か ら 2 0 年 前 や か ら 。 今 、

60… 退 職 し て 60 な ん ぼ か な 。 そ や な 、 40 越 え た く ら い 。 戸 田 先 生 、 若 い

頃 か ら す ご か っ た っ て 聞 く し 。  

前 原 ： へ ぇ 。  

Ｍ 教 諭 ： 感 覚 が も う ち ゃ う し 。 や っ ぱ 違 う 。 子 ど も を ピ リ っ と さ せ て し ま う 何

か 、 子 ど も を 尊 敬 さ せ て し ま う も の を 持 っ て い る し ほ ん で 、 前 も 言 っ た け

ど 、 子 ど も の 状 態 を 見 た ら 、 次 何 を さ せ な あ か ん か す ぐ 分 か る 。 段 取 り が

見 え る っ て 感 じ で さ 。 ほ ん と す ご い と 思 う 。 そ う い う の を 聞 く と 、 お れ に

は 無 理 や と 思 え て く る し な 。そ れ は お れ に は で き や ん の か な 。( 24 分 24 秒 ) 

や っ ぱ あ こ が れ し か な い よ ね  

前 原 ： 戸 田 先 生 の 方 法 じ ゃ な い で す け ど 、 戸 田 先 生 の 授 業 の 中 で １ 番 大 切 に さ

れ て い る こ と と か 、  

Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ り 子 ど も の 姿 、  
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前 原 ： 戸 田 先 生 の 学 級 の 子 ど も の 姿  

Ｍ 教 諭 ： す ご い よ 、 姿 み て い る だ け で 涙 出 て く る く ら い き れ や 、 ＊ ＊ 姿 、 授 業

し て い る 姿 、 な に に つ け て も 、 や っ ぱ り 見 事 っ て い う か 、 や っ ぱ り 変 わ っ

て い く し 、 意 見 言 わ な い 子 お ら ん く な っ て く し な 、 み ん な が そ の 子 の 意 見

受 け 止 め る し 、 子 ど も も 大 人 が つ い て い け な い く ら い の 賢 さ 。 ど う や っ て

そ れ を 身 に つ け よ う か と 思 う け ど な 、  

前 原 ： 戸 田 先 生 と お 話 す る 機 会 と か は  

Ｍ 教 諭 ： し ょ っ ち ゅ う 、 し ょ っ ち ゅ う あ る 、 電 話 か か っ て く る 、 わ か ら ん し 、

つ い て け や ん し 。 す ご く 感 覚 的 な と こ あ る し な 。 で も 自 分 の 中 で は 整 理 で

き て い る し な と て も と て も お い つ い て い か ん し 。 戸 田 先 生 の ビ デ オ み た こ

と あ る ？  

前 原 ： 授 業 は み た こ と な い ん で す よ  

Ｍ 教 諭 ： 今 度 貸 す よ 、 び っ く り す る と 思 う よ  

前 原 ： 先 生 は ず っ と 公 立 小 ？  

Ｍ 教 諭 ： ず っ と 公 立 小 。 そ れ を 付 け さ せ な い こ と に は 当 然 算 数 と か 解 い て い け

へ ん や ろ う し 、 前 向 き に 生 き て い こ う と い う 気 持 ち あ っ て こ そ の 勉 強  

前 原 ： そ う で す ね  

Ｍ 教 諭 ： 当 然 勉 強 で き る か ら 前 向 き に 生 き て い く 、 っ て い う こ と こ ろ も あ る や

ろ う し さ 、 や っ ぱ も っ と 頑 張 ろ う と か 、 も っ と １ 生 懸 命 や ろ う と い う 気 持

ち が あ れ ば 、 落 ち 着 い て く る と 思 う け ど な 。 ど う や っ て そ う い う 気 持 ち に

さ せ る か っ て い う 、大 変 な こ と や と 思 う 。今 ま で 何 に も や っ て こ な か っ た 、

前 の 担 任 さ ん は 腹 は 立 た へ ん け ど 、 何 し て き た ん や 、 っ て い う 、 大 き な 疑

問 を 感 じ て し ま う 。 で も 、 １ ヶ 月 た っ た ら 自 分 の 責 任 や と 思 う 。 1 ヶ 月 た

っ た ら 前 の 人 の 責 任 に し た ら あ か ん な 、と 思 う 1 ヶ 月 し て な お ら ん か っ た

ら 自 分 の 責 任 屋 と 思 う 。去 年 の こ と い う の は あ と 1 週 間 、2 週 間 で 終 わ る 。

だ か ら 、 難 し い ね 。 今 年 は 教 材 と 、 教 材 の 中 身 と 子 ど も と の 関 係 、 子 ど も

と の 関 係 と い う も の を み れ た ら い い よ な  

前 原 ： そ う で す ね  

Ｍ 教 諭 ： だ っ て 、 自 分 の 発 す る こ と ば っ て 子 ど も の 行 動 に 対 す る 言 葉 な ん や け

ど も 、 授 業 の 中 身 と は 切 り 離 せ な い と 思 う か ら ね 。 子 ど も の 認 識 変 え た り
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す る っ て い う の は や っ ぱ り 中 身 が 勝 負 で あ っ て 、 セ ッ ト で み れ た ら い い と

思 う 。  

前 原 ： 今 年 の 仮 説 じ ゃ な い で す け ど 、 三 項 関 係 だ と 思 っ て い て 、 子 ど も と 教 師

で 教 材 を 介 し て 、 取 り 組 む と い う こ と で 、 先 生 と 子 ど も の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン だ け で は 、 違 う な 、 と 。  

Ｍ 教 諭 ： 来 年 が 本 番 な ん や ろ 、  

前 原 ： 今 年 か け る な ら 書 き た い で す け ど 、  

Ｍ 教 諭 ： 今 年 あ る 程 度 見 通 し つ け と い て さ 。 来 年 ま た 来 て も ら っ て も い い け ど

さ 、 6 年 生 か は わ か ら へ ん け ど さ 、 も う ほ ん と い や で さ 、 正 直 も う つ ら く

っ て 、 子 ど も に 申 し 訳 な く っ て さ 、 そ う い う 気 持 ち が も の す ご い 強 い 、 子

ど も に 申 し 訳 な い 、 つ ま ら ん や ろ う な と 思 っ た り 、 こ っ ち は で き る だ け さ

わ か り や す く っ て い う か さ 、 そ れ で も わ か り に く い や ろ 、 と 思 う し 、 だ か

ら 全 員 ほ っ と か ん よ う に す る た め に さ 、 何 回 も 何 回 も テ ス ト 、 っ て 言 っ て

さ 、 ご ち ゃ ご ち ゃ や る け ど さ 、 あ そ こ で 絶 対 覚 え て お こ う 、 と 思 わ せ ら れ

へ ん 自 分 が い る 。 こ れ は 今 ま で 無 か っ た パ タ ー ン や 、 た い が い 覚 え て い た

け ど な 、 で も 今 年 違 う な そ こ ら へ ん の 統 制 も き ち ん と で き や ん し な 、 昨 日

も 土 日 時 間 あ っ た け ど 、 何 も 授 業 の 準 備 で き ん か っ た 、 し ん ど く て 、 な ん

か 気 が 重 く て 。 ほ ん と ほ ん と 、 ま じ で  

前 原 ： へ え 、 1 週 間  

Ｍ 教 諭 ： な ん か 準 備 し て い る ん や け ど 、 準 備 せ な あ か ん と 思 っ て い な が ら で き

へ ん か っ た ね 、 昨 日 も で も ど う 変 わ っ て い く ん や ろ う な 、 な ん と か な る ん

か な 、 不 安 に な る 。 な ら へ ん か っ た ら ご め ん な 、 ぐ ち ゃ ぐ ち ゃ の ま ま や っ

た ら  

前 原 ： 4 0 人 っ て い う の が み て い て 、  

Ｍ 教 諭 ： 大 変 や と 思 う や ろ  

前 原 ： そ う な ん で す よ 、 流 れ と し て は 3 0 人 と か 少 人 数 で 、 と い う 。 4 0 人 学 級

と い う の は 珍 し い な と  

Ｍ 教 諭： 4 0 人 い た ら 2 つ に 分 け る や ろ 、普 通 は な 、 20 人 2 0 人 で 、他 の 学 校 や

っ た ら 分 け る 、 と 言 わ れ る 。 去 年 の 3 3 人 か ら 7 増 え て 、 多 い な  

前 原 ： は い 、 す ご く 多 く 感 じ る  
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Ｍ 教 諭 ： さ っ き も 言 っ た け ど 、 や っ ぱ り 隠 れ ら れ る か ら ね 、 こ れ ど う す る か 、

っ て い う ね 、  

前 原 ： ま だ や ら な い 子 の ほ う が 多 い ん で 、 ま だ そ っ ち 側 に つ く 、 と い う か 、 自

分 だ け が 、 っ て い う 部 分 は  

Ｍ 教 諭 ： な ん か い じ い じ し て い る や ろ 、 子 ど も た ち 、 解 放 さ れ て な い と い う か

さ 、 な ん か じ っ と し て い た ら 、 じ っ と も し て へ ん 、 ご ち ゃ ご ち ゃ し て て 、

手 遊 び 多 い し な 、 よ う あ ん な ん で 担 任 さ ん 、 よ う あ ん な ん ほ っ て き た な 、

と 思 う も ん な 、 も っ と 徹 底 し て  

前 原 ： 黙 っ て い て も 音 が 聞 こ え て き ま す か ら ね 、 前 と 後 ろ か ら 聞 こ え て き ま す

か ら  

Ｍ 教 諭 ： だ か ら 半 分 に 分 け て っ て 言 っ た ん だ よ 、 ク ラ ス 分 け よ っ て 。 や っ ぱ り

ク ラ ス 分 け る と な 、 差 が 出 る も ん で 、 僕 が 1 組 も っ て 、 も う １ 人 の 人 が 2

組 持 っ た と き に 、 1 組 と の 差 が 出 る の が 怖 か っ た み た い で 、 だ か ら １ つ に

し て し ま っ て 、お れ に や ら せ よ 、と 任 せ た よ う で 。で も そ れ は ち ょ っ と な 、

と 思 っ て 、 め っ ち ゃ 大 変  

前 原 ： 今 日 授 業 を み て 唯 １ 感 じ た こ と は 、 辞 書 最 後 調 べ た 時 に 、 子 ど も た ち は

取 り 組 み に な ん か 違 っ た ん で す よ 、 授 業 が １ 回 止 ま っ た ん で す け ど 、 す ぐ

自 分 で 取 り に い っ て 、 自 分 で 調 べ て い た 。 ひ ょ っ と し た ら 子 ど も た ち は 辞

書 使 っ て 自 分 で 答 え を 見 つ け る こ と が で き る 方 法 が よ う や く 見 つ か っ た ん

じ ゃ な い か な 、 と 思 っ て 、 今 ま で は わ か ん な か っ た ら 考 え な か っ た し 、 答

え を み た っ て い う 感 じ な ん で す け ど 、 辞 書 っ て い う ツ ー ル は 調 べ る の が 目

的 で あ っ て 、 後 ろ の 男 の 子 、 か ず き く ん だ と 思 う ん で す け ど 、 あ っ た あ っ

た 、 と い う こ と で わ か っ た こ と に 対 し て 、 や れ ば で き る 、 と い う か 、 そ う

い う よ う な 感 覚 を 子 ど も た ち が 持 っ た ん じ ゃ な い か な 、 と  

Ｍ 教 諭 ： 勉 強 の た め に 調 べ て い く っ て い う か さ 、 ち ょ っ と で も 手 が か り を 見 つ

け て い く っ て い う こ と か な 、 こ れ か ら 繰 り 返 し て や っ て い か な か ん と 思 う

ん や け ど 、 た だ な ん か そ う い う 感 覚 は あ っ た か も し れ ん な 。 で も 辞 書 が ス

タ ー ト や 、 と い う こ と は 子 ど も に 教 え な あ か ん と 思 う し 、  

前 原 ： 辞 書 だ よ り の 子 に は な っ ち ゃ い け な い と 思 っ て  

Ｍ 教 諭 ： 辞 書 を 引 け ば 全 て わ か っ た み た い な の は 間 違 い や と 思 う し な 、 今 か ら
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問 題 つ く っ て い か な い と な 、  

前 原 ： 今 ま で 国 語 っ て 自 分 の 意 見 を 言 う ん で す け ど 、 正 し い か 正 し く な い か 、

と い う の が よ く わ か り に く い と い う か  

Ｍ 教 諭 ： そ れ で オ ッ ケ ー と い う と こ ろ が あ る ね ん か 、 国 語 の 授 業 っ て な ん で も

オ ッ ケ ー 、 そ こ は な ん で も 議 論 に な る ん や け ど さ 、 そ れ ぞ れ の 読 み が あ っ

て い い 、 み た い な も の が あ る か ら 、 た ぶ ん う ち の 学 校 で も 議 論 に な る と 思

う け ど 、 う ち の 学 校 研 究 指 定 に あ た っ て さ 、 2 年 間 、 伊 賀 市 の 学 力 の 、 国

語 と か 算 数 で や る ん や け ど 、 僕 担 当 。 そ こ ら へ ん 議 論 に な る と 思 う よ 。 １

人 の 意 見 を 否 定 し な あ か ん の か 、っ て い う 。で も そ こ は 目 的 が 違 う わ け で 、

思 考 力 、 論 理 性 を 育 て る っ て い う こ と や ん な 、 相 手 を 論 破 す る 論 理 性 っ て

欲 し い し 、 そ こ ら へ ん の こ と を や ら な い と 、 学 力 な ん て つ か な い と 思 う し  

前 原 ： 自 分 の 意 見 が い い か わ る い か 、 っ て い う ま ま 進 ん で い く っ て い う の は 、

子 ど も と し て も 不 安 じ ゃ な い で す け ど 、  

Ｍ 教 諭 ： な ん か 不 完 全 燃 焼 、 な ん な ん や っ た ん や 、 ど う で も い い ん か 、 っ て な

る や ろ 、  

前 原 ： ち ゃ ん と 証 拠 が あ っ て 、 と い う の だ と 子 ど も た ち も 探 す こ と が で き る 、

と い う か 、 で き た と か 、 そ う い う こ と は や っ ぱ  

（ 3 時 間 目 が 終 わ る ）  

前 原 ： 先 生 今 日 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

実 践 に 関 す る Ｍ 教 諭 の イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ ①  

2009 / 06 / 01  『 ク ロ ツ グ ミ 』 の 理 由  1 0： 20～ 1 0： 40 5 年 生 教 室  

 

前 原 ： ど う し て 、 先 生 が 一 番 最 初 に 、 去 年 は ち ょ っ と 違 っ た ん で す け ど 、 結 構

4 月 の 早 い 段 階 で 、出 会 い の 材 と し て『 ク ロ ツ グ ミ 』を 持 っ て き て い て 、 6

年 生 だ け じ ゃ な く て 、今 年 5 年 生 で す け ど 、そ こ で も 持 っ て き て い る 、そ

こ に は 理 由 が あ る ん だ と 、 そ こ で 、 な ぜ 最 初 に 『 ク ロ ツ グ ミ 』 を 持 っ て く

る の か っ て こ と を お 聞 き し た い ん で す が 、  

Ｍ 教 諭：え っ と ね 、本 当 は 力 を つ け よ う と 思 っ た ら 、こ う い う 長 い 長 文 、文 学 、
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物 語 で や る ほ う が い い と お も い ま す 、本 当 は ね 、や ら な か ん と 思 う 。た だ 、

『 ク ロ ツ グ ミ 』 一 番 最 初 に 持 っ て き た の は 、 い き な り 長 い 文 を や る こ と の

し ん ど さ 、 っ て い う の を 感 じ て し ま っ た ら 、 っ て い う の が あ っ て 、 最 初 の

1 週 間 く ら い の 短 時 間 で で き て 、 し か も 自 分 の 考 え が 確 実 に 変 え ら れ る 、

自 分 の イ メ ー ジ が な 、自 分 の イ メ ー ジ が 考 え ら れ る 教 材 、で ね 、短 時 間 で 、

考 え が 変 え ら れ る 、 き ち ん と 教 材 か ら 見 つ け ら れ て 、 何 年 生 で も 、 そ の 学

年 に 応 じ た と こ ろ か ら 入 っ て い け る 、 学 年 学 年 に 応 じ て 内 容 を つ か む こ と

が で き る ね 、 だ か ら や っ て る 、  

前 原 ： 1 年 生 で も で き る ？  

Ｍ 教 諭： 1 年 生 は 無 理 や ね 、 1 年 生 の 4 月 で は 誰 や っ て も 無 理 や と 思 う 、 2

年 生 や っ た ら で き る と 思 う  

前 原 ： 2 年 生 か ら 6 年 生 ま で で き る  

Ｍ 教 諭 ： で き る 、  

前 原 ： 6 年 生 と 5 年 生 で は 教 え る 内 容 は 変 え る ？  

Ｍ 教 諭 ： い や 、 レ ベ ル に よ っ て 、 5 年 生 で で き て も 6 年 生 で で き な い 場 合 も あ

る か ら 、 そ れ は 学 年 じ ゃ な く て 、 子 ど も の 実 態 だ よ 、 子 ど も の 実 態 に 即 し

て や な  

前 原 ： そ う 考 え る と 、 初 年 度 と い う か 、 2 年 前 は わ り と 高 い こ と さ れ て い た  

Ｍ 教 諭 ： 内 容 は な 、  

前 原 ： 去 年 は  

Ｍ 教 諭 ： 途 中 で 止 め た 、 で き へ ん か っ た か ら  

前 原 ： そ の 前 に 違 う の を 持 っ て き て い ま し た よ ね ？ 詩 だ と 思 う ん で す け ど 、 短

歌 か 、 そ れ は や っ ぱ り 『 ク ロ ツ グ ミ 』 よ り も も う 一 個 何 か 、 と い う  

Ｍ 教 諭 ： あ れ は な 、 ち ゃ う ね ん 、 た ま た ま 研 究 会 で 、 み ん な で 、 5 年 生 こ れ 最

初 に い っ ぺ ん や っ て み よ 、 っ て な っ て て  

前 原 ： 研 究 会 の た め に 、  

Ｍ 教 諭 ： だ か ら あ れ は 論 外 、 あ れ は 『 ク ロ ツ グ ミ 』 か ら 入 っ た と 思 っ て も ら っ

た ら い い  

前 原 ： 去 年 だ け ち ょ っ と 違 う な 、 と 思 っ て  

Ｍ 教 諭 ： こ の 教 材 で で き る か な 、 と い う 試 し も あ っ た ん 、 ち ょ っ と  
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前 原 ： な る ほ ど 、  

教 科 書 の こ こ に 載 っ て る や つ や ね ん 、 6 年 生 の  

前 原 ： ち ょ っ と 特 別 だ っ た ん で す ね  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う そ う 、 こ れ で も い っ ぺ ん で き る か な 、 と 思 っ て や っ て み よ 、

と い う 試 し も あ っ て ね 、 で も あ ん ま り 、 ま あ ま あ だ っ た け ど 、 も っ と も っ

と き ち ん と で き や な あ か ん な 、 と い う 気 す る け ど  

前 原 ： 2 年 前 は 『 ク ロ ツ グ ミ 』 っ て 一 気 に  

Ｍ 教 諭 ： や っ た 、 一 気 に あ る 程 度 ま で や っ た な 、 確 か な 、  

前 原 ： 去 年 は 途 中 で  

Ｍ 教 諭 ： も う 止 め た 、 そ れ は も う ね 、 子 ど も の 実 態 に 応 じ て ね 、 今 の 子 ど も た

ち じ ゃ い け へ ん と 思 っ た か ら 、そ れ と も う 一 つ は 考 え 方 が 変 わ っ て き て て 、

昔 は ね 、最 初 に 詩 ば っ か 3 つ も 4 つ も や っ て て ん 、と ん と ん っ て 、で も な 、

こ う い う ふ う な こ と と か 、 言 葉 の い み と か 考 え て 、 そ う す る と な 、 や っ ぱ

詩 で は 足 ら ん の よ 、言 葉 の 意 味 と か 接 続 語 と か 、使 え へ ん の よ 、あ ん ま り 、

イ メ ー ジ を 変 え る こ と は で き る で 、 で も 、 言 葉 の 適 応 と か こ と ば の 意 味 の

発 達 と か を 考 え た と き は 、 や っ ぱ り 文 学 を せ な あ か ん 、 み た い に 変 わ っ て

き て て 、 だ か ら 最 初 国 語 っ て お も し ろ い な 、 裏 が あ る ん や な 、 っ て い う こ

と が 詩 で わ か っ た ら 、 後 は そ の 文 学 を 使 っ て 、 言 葉 の 意 味 の 効 果 っ て い う

か ね 、 子 ど も の 足 腰 を 鍛 え る 、 文 学 の 授 業 を す る こ と で ね 、 武 器 を 持 た せ

る た め に ね 、 や っ ぱ り 早 い 段 階 か ら や ら さ せ な あ か ん と 思 っ て き た か ら 、

早 い 段 階 か ら 長 文 や る よ う に な っ て き た  

前 原 ： な る ほ ど 、 一 回 『 ク ロ ツ グ ミ 』 や っ た 後 に は 長 文  

Ｍ 教 諭 ： 長 文 、 終 わ っ た ら 、 新 し い と こ 入 っ た と 思 う 、 去 年 も  

前 原 ： 今 年 は 『 ク ロ ツ グ ミ 』 ま だ 途 中 で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： ま だ ま だ  

前 原 ： ま た 戻 す  

Ｍ 教 諭 ： う ん  

前 原：な る ほ ど 。過 去 3 年 の『 ク ロ ツ グ ミ 』の 一 番 最 初 の 問 い と し て は 、て ん 、

て ん 、 て ん 、 ま る 、 っ て い う  

Ｍ 教 諭：毎 年 そ こ か ら 入 る 、そ れ が 一 番 最 初 に び っ く り さ せ る 、で き る か ら な 。
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で 、 問 題 も 作 り や す い ん だ よ 、 こ こ は な 、 ち ょ び ち ょ び で 、 や っ ぱ り 鳴 き

声 だ と か 、 そ う す る と 問 題 作 り や す い か ら 、 一 番 最 初 の カ ギ 括 弧 の と こ ろ

は 、 て ん 、 ま る 、 の と こ ろ は 、 一 番 最 初 や ね 、 ど の 学 年 で も  

前 原 ： こ の 次 っ て い う の は 、 そ れ を 解 決 し た 後 っ て い う の は 、 だ い た い 次 は  

Ｍ 教 諭 ： お や 、 そ う な ん か 、『 ク ロ ツ グ ミ 』 の 、 そ う 、 っ て い う の を  

前 原 ： そ う っ て 何 か  

Ｍ 教 諭 ： 何 か 、 そ の カ ギ 括 弧 の 中 の 内 容 を 読 ん で い く っ て い う  

前 原 ： 先 生 の 中 で は そ う い う 組 み 立 て が あ り ま す よ ね 、 こ れ を や っ て 、 こ の 後

に そ う 、 っ て 何 な ん だ 、 っ て 。 そ の 後 は  

Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 そ う っ て 何 か 、 っ て い う 、 お や 、 が ね 、 お や 、 そ う な ん か の

お や 、 お や 、 っ て い う の は ね 、 予 想 外 な こ と な ん だ よ 、 そ の 予 想 が ど こ に

あ る の か 、っ て い う の を や っ て 、そ れ 1 行 目 な ん や け ど 、そ れ と 反 対 の こ

と が 起 こ っ て い て 、反 対 な こ と は な ん な の か 、っ て い う の を カ ギ 括 弧 の 中 、

ち ょ び ち ょ び ち ょ び の と こ で 、 探 し て い く 、 そ の と き に し ゃ べ る っ て い う

こ と ば と か さ 、 こ い し い よ う 、 と か こ い し い 、 と か 、 よ 、 と か そ う い う こ

と を 使 わ ん か っ た ら 解 決 し な い っ て い う 、 そ う い う こ と を や り な が ら 内 容

を 深 め て い く っ て い う  

前 原 ： な る ほ ど 、 今 は ど の レ ベ ル で 止 ま っ て い る ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： 今 は 、。 で 止 ま っ て い る  

前 原 ： ま だ 内 容 は ち ょ っ と  

Ｍ 教 諭：だ っ て 、『 新 し い 友 達 』は よ 入 ら ん と 、と 思 っ て た か ら さ 、こ れ を や っ

て か ら の ほ う が 深 く や っ て け る と  

前 原 ： 予 想 外 っ て い う の は 予 想 が あ っ た 、 と い う こ と ば で 、 中 身 を 、 な る ほ ど

な る ほ ど 、  

Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ り 言 葉 少 な い や ん か 、 詩 は 。 だ か ら そ れ だ け や っ て 、 け ど 、 と

か つ い た の い っ ぱ い 出 て く る や ろ 、 そ の た び に こ れ ど う や っ た こ れ ど う や

っ た っ て で き る よ う に 、 そ う そ う そ う 、 問 題 作 っ て 。 長 文 の 中 で 必 ず う れ

し い 、 と か っ て ほ と ん ど 出 て く る と 思 う 。 ど う い う こ と か っ て 、 逆 接 は 説

明 文 で 、 で 、 て み る 、 も そ う や し 。 だ か ら 、 6 年 生 で カ レ ー ラ イ ス や っ た

や ん 、  
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前 原 ： 必 ず 接 続 詞 が 出 て く る 、  

Ｍ 教 諭： 教 科 書 の 編 集 者 は そ ん な こ と 1 人 も 思 っ て な い と 思 う ね 、思 う け ど も

そ れ は 4 月 の 段 階 で 足 腰 鍛 え や な 、ほ ん と に 内 容 で 。い い 教 材 や な 、と 思

う 、 こ の 『 新 し い 友 達 』 っ て い う の も 、 よ か っ た と 思 う  

前 原 ： 今 年 っ て ゆ う さ く く ん が 、 先 生 が み ん な に 意 見 を 聞 く 前 に 、 1 人 目 指 し

た と き に 、 正 解 っ て い う か 、 1 年 の と き に 習 っ た ん だ け ど 、  

Ｍ 教 諭 ： や っ た け  

前 原 ： ま る 、 が あ る か ら  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う そ う 、  

前 原 ： 先 生 は そ の と き か な り 驚 か れ た よ う に 思 っ た ん で す け ど 、 そ の と き は ど

う い う 感 じ で ゆ う さ く く ん を 指 名 し た と か 、  

Ｍ 教 諭 ： あ い つ 勝 手 に ゆ っ た や ろ  

前 原 ： い や 、 先 生 が じ ゃ あ 言 っ て み て 、 っ て  

Ｍ 教 諭：も う 言 わ せ た ろ 、っ て 思 っ て て ん 、い や 、た ぶ ん で え へ ん と 思 っ て て 、

で え へ ん か ら 、出 る は ず な い と 思 っ た ら 持 っ て る ん や っ た ら 出 さ せ て や ろ 、

っ て 思 っ た だ け  

前 原 ： そ し た ら  

Ｍ 教 諭 ： ズ バ ッ っ と 、  

前 原 ： ち ょ っ と 早 か っ た 、 っ て 感 じ だ っ た と 思 う ん で す け ど 、 答 え 出 て く る の

は も う 少 し 議 論 が  

Ｍ 教 諭 ： い や い や い や 、 あ そ こ で 議 論 を さ せ て も し ゃ な い な 、 と 思 っ て 、 で も

あ れ は ズ バ ッ と 出 た 方 が 早 い 、い い と 思 う 。議 論 さ せ た か っ た ん や け ど な 、

で も あ れ だ け や っ て 、 読 み が 変 わ る っ て い う こ と が わ か れ ば な 、 最 初 に  

前 原 ： や っ ぱ り あ の 瞬 間 が 読 み の 変 わ る 瞬 間  

Ｍ 教 諭 ： 子 ど も た ち が え っ 、 っ て い う 、 証 拠 み つ け た ら 読 み が 変 わ る っ て い う

な 、  

前 原 ： ど っ ち か な 、 と 思 っ て い た の が ど っ ち か に な っ た 、 っ て い う 。 や っ ぱ り

そ の 瞬 間 の た め の 出 会 い の 材 っ て い う 、 そ こ で す よ ね 、  

Ｍ 教 諭 ： そ こ は や っ ぱ り 教 師 が 意 図 的 に な 、 や ら な か ん こ と や と 思 う し な 。 よ

く 教 材 だ し て 何 を 教 え る か 、 っ て や る ん だ け ど さ 、 何 々 を 読 み 取 る っ て あ
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る じ ゃ ん 、 で も 読 み 取 る っ て ど う い う こ と か 一 般 に は ど う い う こ と か わ か

ら ん の や っ て 、 や っ ぱ り 文 学 で や る こ と に よ っ て イ メ ー ジ を 変 え る 、 イ メ

ー ジ を 変 え る た め に 文 学 は 書 か れ て る か ら ね 、 こ う 思 い ま す 、 あ ー 思 い ま

す 、こ ん な ふ う に 感 じ ま す 、だ け で は や っ ぱ あ か ん の や 、と 思 う 。だ か ら 、

『 ク ロ ツ グ ミ 』 は イ メ ー ジ を 変 え る の に 有 効 な ん や と 思 う  

前 原 ： 今 ま で の 子 ど も た ち の 流 れ も く み な が ら で す よ ね 、  

Ｍ 教 諭 ： 短 時 間 で で き る や ん か 、 ほ ん と に 1 時 間 、 2 時 間 で で き る や ん か 、 し

ん ど く な い っ て こ と と 、 短 い の に そ う い う 言 葉 が 隠 れ て い る っ て い う 。 短

時 間 で び っ く り さ せ る こ と が で き る っ て い う 、 驚 か せ る こ と が で き る 、 っ

て い う 。 や っ ぱ り 勉 強 っ て い う の は こ う い う も ん や っ て い う 、 文 学 を 読 む

っ て い う の は こ う い う も ん や 、っ て い う 4 月 の 一 番 最 初 に 経 験 さ せ や な あ

か ん し 、  

前 原 ： 子 ど も た ち の 感 想 み た い な も の っ て い う の は 、 最 初 の そ の 瞬 間 の  

Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ り あ れ ち ゃ う 、 び っ く り し た 、 っ て い う 感 じ ち ゃ う  

前 原 ： 先 生 は 過 去 に そ う い う こ と 聞 い た こ と っ て な い で す か  

Ｍ 教 諭 ： あ る よ 、 書 い た で 、 最 初 の 国 語 の 感 想 っ て 。 今 年 の 子 た ち 書 い た ん か

な 、  

前 原 ： も し 可 能 な ら ち ょ っ と 聞 き た い ん で す け ど  

Ｍ 教 諭 ： あ っ た ら ね 、 い っ ぺ ん 探 し て み る わ 。 1 週 間 終 わ っ た 後 に 何 か 書 い た

の 覚 え て る ん や け ど 、『 ク ロ ツ グ ミ 』 の こ と 書 い た の か わ か ら へ ん ね や な 。

他 に 、 ど う い う 内 容 を 報 告 し よ う と し て る の ？  

前 原 ： 一 応 タ イ ト ル は 、 出 会 い の 材 と し て の 『 ク ロ ツ グ ミ 』 材 と 対 話 と 、 と い

う 感 じ な ん で す け ど 、 教 師 の 意 図 と 、 そ の 実 際 の 子 ど も た ち の 様 子 、 対 話

の 様 子 を  

Ｍ 教 諭：で も 、『 新 し い 友 達 』で 同 じ こ と を で き る 人 が い る な ら ば 、そ れ で え え

と 思 う 。目 的 は そ れ や か ら な 、な ん で も え え と 思 う 。『 ク ロ ツ グ ミ 』は 有 効

な 手 段 の 1 つ や で 。そ れ が ベ ス ト じ ゃ な く て 、こ れ よ り も ベ タ ー っ て い う 、

ベ ス ト な ん て わ か ら へ ん か ら な 、  

前 原 ： 先 生 は ず っ と で す か 、 教 師 に な ら れ て か ら  

Ｍ 教 諭 ： い や 、 何 年 か し て か ら 、 何 年 く ら い か な 、 で も も う こ れ で や っ て 10
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年 、 10 年 以 上 は『 ク ロ ツ グ ミ 』で や っ て る な 、ど れ く ら い か ら 始 め た か わ

か ら ん け ど 。で も 、去 年 く ら い か ら 考 え 方 が 変 わ っ て き て な 、『 ク ロ ツ グ ミ 』

を 最 初 に や る け ど も 、最 初 は ち が っ た ん 、一 週 間 に 1 本 、詩 を 3 つ も 4 つ

も や っ て な  
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Ｍ 教 諭 ： あ の 一 連 に あ ん な こ と が 隠 れ て る っ て こ と 分 か ら ん や ろ 。  

前 原 ： 隠 れ て い る と こ ろ っ て い う の は 峠 だ っ て こ と で す か ？  

Ｍ 教 諭：い や 、ど う で も よ か っ た ん や 。ほ ん と は や ら な あ か ん か っ た ん や け ど 、

あ れ は あ 母 さ ん の 状 況 っ て い う の を 、 最 後 に 、 何 て 言 え ば い い ん や ろ 、

最 後 に 作 者 が お 母 さ ん を み た い っ て い う と こ ろ に ね 、 そ の 「 み た い 」 っ

て い う 原 因 が 一 連 、 二 連 に あ る わ け や ん か 。 つ ま り 一 連 は あ あ や っ て 、

問 題 な ん は ＊ ＊ で ね 、 な ぜ ね 、 そ の 作 者 は 休 憩 し て い る 時 間 を 想 像 す る

ん や っ て い う 。 何 で か 分 か る ？  

研 究 協 力 者 １ ： 分 か ら な い 。  

Ｍ 教 諭 ： 普 通 さ 、 人 が 働 い て る 姿 を 想 像 し や へ ん ？ な ん で 休 憩 す る 姿 を 想 像 す

る ん や っ て 、 変 で し ょ ？ だ か ら 、 作 者 に と っ て お 母 さ ん が 休 憩 し て い る

時 間 し か 見 て な い ん だ よ 。 つ ま り な 、 ち ょ っ と 働 い て は 休 み 、 ち ょ っ と

働 い て は 休 み 、し や ん (し や な あ か ん )く ら い 過 酷 な 仕 事 し て て 、そ れ で 、

お か ん は も う か な り 歳 い っ て て ね 、 す ご い 弱 っ て る 。 だ か ら 休 憩 し て い

る 姿 し か 想 像 で き な い 、 っ て こ と な ん や 。 元 気 な 人 や っ た ら 働 い て る と

こ 想 像 す る や ん な ？ 例 え ば 、 人 が 仕 事 と か し て い る と き と か 一 生 懸 命 や

っ て る と き と か 、 子 ど も や っ た ら 一 生 懸 命 勉 強 し て る と き と か 想 像 す る
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け ど 、で も 、お か ん に 関 し て は そ う や ね 。二 連 て い う の は 、「 牛 が な い た

ら  じ っ と ひ び き に 」 っ て い う の は 、 牛 が い な い ん や ん か な 。 牛 が い た

ら も っ と 仕 事 が 楽 な の よ 。 で も 、 そ の お 母 さ ん は な 、 牛 が い な い っ て い

う 。 な ん で い な い か っ て い う と 、 こ れ は 書 い て へ ん の や け ど 、 他 の 詩 に

書 い て あ る ん や け ど 、 作 者 の 妹 お つ る っ ち ゅ う ん や け ど 、 お つ る を 嫁 に

や る た め に 、 嫁 入 り 道 具 を 買 う の に 、 牛 を 売 っ た の よ 。 そ う い う 情 景 が

あ る ん や け ど な 。 で 、 そ の ＊ ＊ 牛 が い な い っ て い う 。 だ か ら 二 連 が あ る

わ け よ 。 お つ る 死 ん じ ゃ う ん や け ど な 。 た だ 、 そ の 一 連 二 連 が あ っ て 、

最 後 に お 母 さ ん が み た い っ て い う 。 三 連 が 一 番 大 事 な ん や け ど 、 中 身 と

し て は 大 事 。  

前 原 ： で 、 証 拠 が 一 、 二 連 に あ る …  

Ｍ 教 諭：一 、二 連 に 動 機 が あ る ん や ん か な 。そ の 、「 お か ん が み た い 」っ て い う

動 機 が あ っ て 。 で そ れ が ど う し て か っ て い う と 、 三 連 に 「 大 き い 春 が 回

っ て く る 」っ て い う 、「 大 き い 美 し い 春 」や か ら 、春 が 作 者 は も の す ご い

好 き で 、 好 き や か ら そ の 春 が 回 っ て く る か ら 、 繰 り 返 し 来 る っ て こ と や

ろ 。 回 っ て く る た ん び に 「 年 が よ る 」 っ て 書 い て あ る 。 普 通 年 は と る っ

て い う や ろ ？ そ れ の 違 い っ て 分 か る ？  

前 原 ： 考 え た こ と 無 か っ た で す 。  

Ｍ 教 諭 ： 分 か る ？  

研 究 協 力 者 １ ： 分 か ん な い で す 。  

Ｍ 教 諭 ： 誕 生 日 来 た ら 、 年 を 「 よ る 」 っ て 言 う ？ 「 と る 」 っ て 言 う ？  

研 究 協 力 者 １ ： 年 を と る っ て い う …  

Ｍ 教 諭：年 を「 と る 」っ て 言 う や ろ ？ だ か ら 、お 母 さ ん が 名 、き っ と 子 ど も は 、

春 に 誕 生 日 が あ る っ て い う ん や 、絶 対 に 。と し を「 と る 」っ て と る ん や 、

「 よ る 」 を 。 で も 、 と し を 「 と る 」 っ て い う の は 、 1 歳 が 2 歳 に な る 、

10 歳 は 1 0 歳 に な る 、 2 0 歳 は 2 0 歳 に な る っ て こ と に し よ 。 年 が 「 よ る

￥ っ て い う の は な 、 年 が 「 よ る 」 っ て い う の は 、 死 に 近 づ く っ て い う こ

と や 。 老 け る っ て こ と な ん や ん か 。 と し を 「 よ る 」 っ て い う の は 、 老 け

る っ て い う こ と 、簡 単 に 言 う と 。で 、「 目 に 見 え る 」っ て 書 い て あ る や ろ ？

年 を と っ た の っ て 目 に 見 え る ？ 例 え ば 、 彼 が 今 日 誕 生 日 で 、 昨 日 23 歳
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や っ た ん が 2 4 歳 に な り ま し た 、 年 と っ た や ん か 、 見 え る ？  

研 究 協 力 者 １ ： 見 え な い で す 。  

Ｍ 教 諭 ： 見 え な い や ろ ？ そ れ が 、 年 を 「 よ る 」 っ て い う の が 目 に 見 え る っ て い

う こ と は 、 ど ん な こ と ？ 明 ら か に 目 に 見 え る ほ ど 、 お か ん は 弱 る っ て こ

と な ん や ん か な 。 つ ま り 、 腰 が 思 い っ き り 曲 が る と か 、 も う 髪 の 毛 が 真

っ 白 に な る と か 、 し わ し わ に な る と か 、 ぐ っ と 痩 せ る と か 、 そ ん な 状 況

な の よ 。年 が 寄 る っ て い う の は 。で 、「 春 」っ て い う の は 何 か っ て い う と 、

春 は な 、田 の 中 で 一 番 過 酷 な 仕 事 な ん や ん か 。田 植 え の 前 に 、し ろ か き 、

知 ら ん や ん な ？ し ろ か き っ て い う て 、 土 作 り を せ な あ か ん ね ん 。 冬 の 間

ほ っ た ら か し と っ た ん を 耕 し て 、 水 入 れ て 、 な ら さ ん と あ か ん 、 そ れ が

め ち ゃ く ち ゃ し ん ど い 仕 事 な ん や ん か 。 春 が 来 る と そ れ を し や な あ か ん

わ け や ん か 。 だ か ら 、 お か ん に と っ て は 一 番 苦 し い 仕 事 や っ た ん や な 、

田 ん ぼ の 中 で 。 そ の 春 が 来 る 、 大 好 き な 春 や の に 、 春 が 来 れ ば お か ん が

こ ん だ け 弱 っ て い く っ て い う 。 そ の お か ん は 今 日 も き っ と 一 人 で 休 ん で

る や ろ な 、 牛 が い た ら い い の に な っ て き っ と 思 っ て る や ろ な 、 そ ん な 春

の 状 況 の 中 で 、 ま た 春 が 来 れ ば お か ん が 弱 っ て し ま う 、 そ れ を 嘆 い て る

わ け よ 。だ か ら お か ん が「 み た い 」っ て い う 。「 み た い 」っ て い う の は「 見

る 」 じ ゃ な く て ね 、 面 倒 を 「 み た い 」 っ て い う 「 み た い 」 な ん や け ど 、

漢 字 書 い て な い か ら な 、 あ の 「 み た い 」 っ て い う の は 平 仮 名 で 。 そ れ で

も 作 者 は や っ ぱ 、 何 か 事 情 が あ っ て 、 お か ん の 元 に 帰 れ な い っ て い う 事

情 が あ る ん や ろ な 。 そ の 時 の 葛 藤 っ て い う の が あ る わ け 。 深 い や ろ ？  

前 原 ： 深 い で す ね 。  

Ｍ 教 諭 ： 読 め へ ん け ど さ 、 簡 単 に 。  

前 原 ： こ れ は ど こ ま で 行 こ う と ？  

Ｍ 教 諭 ： 最 後 ま で や る 。  

前 原 ：「 お か ん が み た い 」 の と こ ろ ま で ？  

Ｍ 教 諭 ： や る や る 。  

前 原 ： 結 構 時 間 か け て っ て 感 じ で す よ ね ？  

Ｍ 教 諭 ： で も 、 来 週 は ま た 新 し い と こ ろ に 変 え る 。 今 週 ど こ ま で 行 け る か や っ

て み て 。  
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前 原 ： ま た や っ た ら 戻 っ て き て … て 感 じ な ん で す か ね ？  

Ｍ 教 諭 ： 戻 る 、 戻 る 。  

前 原 ：『 ク ロ ツ グ ミ 』 は い つ 戻 す ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： え ～ と ね 、 2 学 期 に し よ か な  

前 原 ： 2 学 期  

Ｍ 教 諭 ： も っ と 力 つ い て か ら し よ か な と 。  

前 原 ： そ れ は 、 結 構 難 し い 内 容 と い う こ と で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 そ う そ う 。  

前 原 ： 今 日 見 て い て 思 っ た こ と 。 先 生 、 よ く 子 ど も た ち の イ メ ー ジ を 変 え る っ

て 言 わ れ る じ ゃ な い で す か 。そ の「 イ メ ー ジ を 変 え る 」っ て い う こ と と 、

「 考 え を 変 え る 」 っ て い う こ と っ て い う の は 、 先 生 の 中 で は 分 け ら れ て

想 定 さ れ て い る の か 、 そ れ と も 同 じ よ う な 意 味 合 い な の か 。  

Ｍ 教 諭 ： い や 、 ち ょ っ と 違 う 。 考 え っ て 言 う の は 言 葉 で あ っ て 、 で も 、 イ メ ー

ジ っ て い う の は 内 容 や ん か な 。 ほ ぼ 重 な っ て る ん や け ど 、 イ メ ー ジ っ て

い う の は 、 言 葉 と ち ゃ っ て (違 っ て )、 も っ と 膨 ら ま せ る こ と が で き る と

思 う 。 例 え ば 、 峠 の こ こ に あ る っ て い う の は 、 考 え が 変 わ っ た っ て こ と

や ろ ？  

前 原：そ う で す ね 。て っ ぺ ん に あ る と 思 っ た の が 、あ の 間 に あ る っ て い う こ と 。  

Ｍ 教 諭 ： で も 、 そ の 峠 田 の 状 態 、 峠 田 っ て い う の は こ こ に あ っ て 、 で 、 お か ん

が て っ ぺ ん と い う の は 、峠 の て っ ぺ ん に 立 っ て て 、誰 か 言 う て た や ん か 、

そ の バ ッ ク が 広 い 空 が あ っ て 、 こ こ に い た ら お か ん が 浮 い て る よ う に 見

え る っ て い う 、 そ れ が イ メ ー ジ が 変 わ っ た っ て い う こ と や ん か な 。 今 気

い つ い た 。 そ ん な こ と あ ん ま 区 別 は し て へ ん の や け ど 。 で も 、 も っ と も

っ と イ メ ー ジ は 膨 ら ま せ ら れ る と 思 う 。 足 ら ん 、 ま だ ま だ そ こ が 足 ら ん

ね ん 。 自 分 の 力 の ＊ ＊ な と こ 。  

前 原 ： 僕 は そ こ が ち ょ っ と 分 か ら な か っ た の で 、 子 ど も た ち の 考 え が 変 わ る っ

て い う こ と は ど う い う こ と な の か な 、 と 思 っ て 。  

Ｍ 教 諭：考 え っ て い う の は 、問 題 が あ っ て 、問 題 に 対 す る 自 分 の 考 え が あ っ て 、

そ れ が 変 わ る っ て い う こ と や か ら 、 そ ん な 風 に 捉 え た ら え え と 思 う 。 そ

の 考 え が 終 わ っ た 後 に イ メ ー ジ が で き ん ね ん 、 当 然 、 イ メ ー ジ が で き ん
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の や け ど な 。  

前 原 ： 考 え が 終 わ っ た 後 の イ メ ー ジ の 変 化 っ て い う 感 じ  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 だ か ら 、 イ メ ー ジ は 変 化 す る っ て い う よ り 、 喚 起 さ れ る っ

て い う か 、 も う 一 回 想 像 が 膨 ら む っ て い う ん か さ 、 そ う い う こ と な ん や

け ど ね 。 だ か ら 、 思 っ て た こ と と 違 う こ と が 見 つ か る 、 そ し て イ メ ー ジ

が 膨 ら む っ て い う 。 さ っ き も 言 っ て た お か ん の 苦 し み と か さ 、 お か ん が

大 変 や と か 、 も っ と や ら な あ か ん ね ん 。 峠 田 の て っ ぺ ん で ひ と り ぼ っ ち

で 、 今 度 そ ん な こ と は し や ん の や け ど 、 そ ん な こ と 想 像 す る の か っ て い

う こ と す る ん や け ど 。 お か ん が 、 例 え ば 、 5 分 働 い た ら 30 分 休 ん で 、 5

分 働 い た ら 30 分 休 ん で 、 っ て い う こ と を 繰 り 返 し て る ん や で っ て 、 そ

う い う こ と が 出 て き た ら イ メ ー ジ や と 思 う 。 し ん ど さ っ て い う の は 分 か

る や ん か 。 た っ た 一 人 で や っ て る 、 峠 田 の ＊ ＊ が し ん ど い 、 そ の し ん ど

さ っ て い う の を 想 像 し て し ま う く ら い の 、 し ん ど さ っ て の を イ メ ー ジ と

し て 膨 ら ま し て い く っ て い う か な 。  

前 原 ： 情 景 っ て い う よ り 、 心 情 に 寄 っ て る っ て 感 じ で す か ？  

Ｍ 教 諭：い や い や 、情 景 あ る し 、心 情 も あ る し や と 思 う 。そ う 、情 景 も あ る よ 、

情 景 の 場 合 も あ る 。で も あ そ こ で は 、お 母 さ ん が「 ぴ ょ っ く り う か し て 」

立 っ て る て い う 、 そ ん な 情 景 を 想 像 す る よ り も 、 作 者 が 、 主 人 公 は 作 者

や か ら 、 作 者 が な ぜ そ う い う こ と を 想 像 し て い る の か っ て い う 風 な こ と

で イ メ ー ジ 膨 ら ま す 方 が 大 事 や と 思 っ て る ん や 、 あ そ こ で は 。  

前 原 ： 見 方 っ て こ と で す か ？ 最 初 は 割 と 山 の 情 景 で 、 お 母 さ ん の 情 景 だ け で す

よ ね 、 お そ ら く 子 ど も た ち は 。 僕 も そ う い う 感 じ 。 で も 、 や っ て く 中 で

も っ と 違 っ た 視 点 で …  

Ｍ 教 諭 ： 違 っ た 視 点 っ て い う か 、 そ れ を 想 像 し て い る 作 者 の こ と が お か し い っ

て も っ て か な あ か ん と 思 う ね ん 。  

前 原 ： 作 者 の …  

Ｍ 教 諭：そ う 。な ぜ そ ん な こ と を 想 像 す る の か っ て い う 、そ っ ち が 大 事 や ね ん 。

峠 田 が ど こ に あ る か と か 、 お か ん が ど ん な 状 況 か 分 か る こ と よ り も 、 そ

れ を 使 っ て 、 作 者 が な ぜ こ ん な こ と を 想 像 す る の か っ て い う こ と の が 大

事 や ね ん 。  
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前 原 ： じ ゃ あ 、 作 者 の 側 に … シ フ ト し て い く た め に …  

Ｍ 教 諭 ： そ う や で 。 中 心 人 物 が 作 者 や も ん 。  

前 原 ： あ あ い う こ と を し て く っ て い う 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う 。 物 語 と 一 緒 や ん か 。 中 心 人 物 が な ぜ こ ん な 変 な 行 動 す る の ？ て

い う こ と と 一 緒 で 、 作 者 は な ぜ こ ん な こ と を 想 像 す る の ？ な ん で ＊ ＊ み

た い な こ と を す る の ？ な ん で 作 者 は 年 が よ る の が 見 え る な ん て こ と を 言

う の ？ お か ん が な ぜ み た い て 言 う の ？ っ て こ と や か ら さ 。  

前 原 ： 子 ど も た ち は で も ま だ そ ん な こ と 最 初 は ＊ ＊ …  

Ｍ 教 諭 ： ま だ ま だ ま だ 。  

前 原 ： 情 景 だ け の 、 そ れ が 最 初 の イ メ ー ジ で あ っ て 、  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 そ う そ う 。  

前 原 ： 言 葉 と か を 調 べ て っ た り と か 、 議 論 と か し て く 中 で 、 作 者 の 意 図 と い う

か そ っ ち に 近 づ か せ て い く 、そ こ が 変 わ れ ば イ メ ー ジ も 変 わ る 、と い う 。  

Ｍ 教 諭 ： 変 わ る 。 そ う じ ゃ な い と 、 な ん か あ か ん や ろ な ぁ っ て い う か 。  

前 原 ： 物 語 で い う と 、 主 人 公 の 見 方 、 見 方 と い う か 、 主 人 公 の 方 へ シ フ ト し て

い く 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 そ う そ う 。 中 心 人 物 で す よ 。 だ か ら 、 物 語 や っ た ら 中 心 人

物 で 行 か な あ か ん の や け ど 、 今 回 中 心 人 物 誰 か と い う と 作 者 っ て も う 出

て く ん の や け ど 、 あ れ は 作 者 が な ぜ こ ん な 想 像 し た の か な ん て こ と は 出

え へ ん か ら 、 い き な り は 。 だ か ら ま ず 、 あ っ か ら (あ そ こ か ら )入 っ て い

っ た だ け の こ と な ん や け ど 、 う ん 。  

前 原 ： 詩 っ て い う の は 、 構 造 上 す べ て 作 者 が 書 い て ま す よ ね ？  

Ｍ 教 諭 ： 当 然 そ う や 。  

前 原 ：『 ク ロ ツ グ ミ 』 の と き も 、 あ れ 子 ど も た ち が い っ ぱ い 言 っ て ま し た け ど 、

あ れ も や っ    ぱ 作 者 が 全 部 言 っ て る ん で す ね ？「 ピ ィ 」の と こ ろ も 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、「 ピ ィ 」 の と こ ろ も 。 あ っ 、「 ピ ィ 」 は あ れ 、 ク ロ ツ グ ミ が

言 っ て る 。  

前 原 ： あ れ は ク ロ ツ グ ミ が 言 っ て る 。 で も 、 そ れ を 聞 い て る 作 者 が い る 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 、 書 い て る か ら な 。  

前 原 ： あ れ 、 ど っ ち で 解 釈 し た ら ？  
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Ｍ 教 諭 ： 作 者 。  

前 原 ： 作 者 っ て こ と で す ね 。 ク ロ ツ グ ミ が 言 っ て る こ と を 作 者 が 聞 こ え て 、 そ

の ま ま 書 い て る っ て い う 見 方 で す か 。  

Ｍ 教 諭 ： う ん う ん 。 で も 、 詩 に よ っ た ら さ 、 登 場 人 物 が や る 場 合 も あ る よ ね 。

そ り ゃ そ う い う 詩 も あ る か ら な 。  

前 原 ： 割 と 、 詩 っ て い う 材 っ て 複 雑 だ な っ て い う 。  

Ｍ 教 諭 ： 難 し い よ 、 詩 、 難 し い ね ん 。  

前 原 ： 書 い た 時 点 と こ う や っ て 教 材 に な っ た 時 点 で は 、 大 分 質 が 変 わ る っ て い

う こ と を 、こ の 前 教 え て い た だ い て 、『 ク ロ ツ グ ミ 』は ど う い う 風 な の か

な っ て 考 え た の で 。  

Ｍ 教 諭 ： で も 、 作 者 の 手 離 れ て し ま っ た ら 、 こ っ ち が ど う 解 釈 し よ う が 、 そ れ

は 自 由 や ね ん け ど 。 で も 、 作 者 っ て の は 言 葉 ・ 文 の 作 り 方 と か つ な ぎ 方

と か 、 す ご く 意 識 し て や っ て る か ら 、 そ れ 、 や っ ぱ こ っ ち が 読 み 解 か へ

ん か っ た ら 、 好 き で 読 ん で も え え っ ち ゅ う こ と じ ゃ な い ん や ん か な 。 結

局 、 そ の 読 み を 深 め る っ て い う の は 作 者 の 意 図 が 分 か る っ て い う こ と や

と 思 う し ね 。 で も 、 今 日 の あ の 『 春 』 っ て 詩 の 内 容 に は 、 そ う い う 風 な

子 ど も の 、 子 ど も を そ う い う 風 に 考 え さ せ て い く た め の 内 容 が あ る わ け

や ん か な 。 で も 、 そ の こ と に 気 づ か へ ん か っ た ら 、 あ の 詩 も 、 あ ん な 風

な 授 業 は 絶 対 で き や へ ん や ん か 。 た だ 読 ん で 、 あ 、 お か ん の こ と み た い

と 思 っ て る ん や な 、 っ て 言 っ て 、 な ん で お か ん が 、 あ っ こ (あ そ こ )は だ

か ら 普 通 の 授 業 や っ た ら 、 お か ん が 年 よ る の が 悲 し い か ら み た い と 思 っ

て る で す ぐ 終 わ っ て し ま う か も し れ や ん け ど 、 そ う じ ゃ な い か ら ね 。 そ

れ は や っ ぱ 教 材 解 釈 や ね ん と 思 う ん や け ど 。  

前 原 ： 今 日 ち ょ っ と 気 に な っ た と い う か 、 印 象 的 だ っ た の が 、 大 分 子 ど も た ち

か ら 前 半 ワ ァ ー っ て た く さ ん 出 て き て 、 こ れ っ て す ご い な っ て 思 っ た ん

で す 。 で も 問 題 を 誰 で も 出 し て い け る っ て い う 。 で 、 人 に 、 聞 い て そ れ

を 受 け て 返 し た り と か 、 さ ら に っ て い う 感 じ が あ っ て 、 す ご く 盛 り 上 が

っ て る 感 じ が あ っ た ん で す け ど 。 峠 の と き に な っ た と き に 、 先 生 が 「 道

は ど こ に 作 る の ？ 」 っ て 言 う と き に 、 ち ょ っ と 分 か り に く そ う な 感 じ に

な っ て 、「 今 、何 や っ て る ん だ ろ う ？ 」み た い な 、で 、ど う し て こ っ ち な
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の と か 上 手 く 説 明 で き な か っ た じ ゃ な い で す か 。 で 、 結 構 先 生 が 細 か く

や っ て っ た の か な っ て 思 っ た 。 で 、 村 が あ っ て 、 こ こ に 道 が 通 る ん だ よ

っ て こ と で 、 こ っ ち だ っ て こ と に な っ た じ ゃ な い で す か 、 峠 田 の そ の 。

子 ど も た ち の 反 応 か ら 、 あ ん ま り 分 か っ て な い よ う な 印 象 を 僕 は 受 け た

ん で す け ど 。  

Ｍ 教 諭 ： そ れ は 分 か ら へ ん と 思 う よ 。 こ っ ち が 説 明 せ な あ か ん と 思 っ た く ら い

や も ん 。 峠 っ て 何 か っ て こ と を 。 辞 書 引 い て も 、 多 分 分 か ら へ ん や ろ な

っ て い う の は あ る し ね 。  

前 原 ： 道 っ て こ と を 調 べ な き ゃ 分 か ら な か っ た で す よ ね 。 道 が 何 か っ て い う 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 あ れ も ね 、 難 し い よ 。 例 え ば さ 、 子 ど も が ね 、 や っ ぱ り 、

言 葉 の 適 応 っ て い う の を で き へ ん と 思 う 。例 え ば 、峠 な ん て 、「 今 晩 が 峠

で す 」 っ て 言 わ れ る こ と が あ る や ん 。 例 え ば 、 病 気 と か で 。 そ う い う と

き と か に 、 も う 今 晩 生 き る か 死 ぬ か っ て い う 瀬 戸 際 や っ て い う こ と や か

ら さ 、 そ う い う 「 峠 っ て こ う い う 使 い 方 が あ る よ 」 っ て い う こ と が 子 ど

も た ち か ら 出 て く り ゃ 、 そ れ で 使 え る ん や け ど ね 。 で も 、 そ う い う の が

子 ど も た ち に 無 い も ん 。 無 い し 、 あ そ こ は も う 説 明 せ な あ か ん っ て 思 と

っ た 。 ほ ん と は 峠 で や る つ も り 無 か っ た ん や 。 本 当 は 、 今 日 は 。 や る つ

も り 無 か っ た し 、 こ ん な ん こ っ ち が 説 明 し て 「 こ こ や で 」 っ て や る つ も

り や っ た ん や け ど 、 子 ど も が た ま た ま 「 峠 田 っ て 」 と か 「 て っ ぺ ん て 」

て い う よ う な こ と が 出 て き た か ら さ 、 や っ た ん や け ど ね 。 そ こ を 使 お う

と 思 っ た ん や け ど 。 あ れ は あ れ で 仕 方 な か っ た ん ち ゃ う か な と は 思 う 。  

前 原 ： 子 ど も た ち は 、 割 と て っ ぺ ん っ て い う の に 引 っ 張 ら れ た の は あ り ま す け

ど 、 多 分 田 ん ぼ は 山 の 上 に 、 山 の 方 に 道 が あ る と も 多 分 思 っ て た と 思 う

ん で す よ 。  

Ｍ 教 諭 ： 当 然 そ う 。  

前 原 ： 高 い と こ ろ に も 上 る 道 も あ る と 思 っ て い て 、 こ っ ち の 道 だ っ て こ と に 対

し て 、「 じ ゃ あ 、こ っ ち の 道 は 何 の た め に あ る ん だ ？ 」と か 、そ う い う の

で で き な か っ た の か な 、 と 思 っ て 。 ま あ 、 そ こ は 先 生 は ど う い う 風 に ？  

Ｍ 教 諭 ： そ ん な ん 何 に も 考 え て な く て ね 、 早 く 解 決 し た か っ た 。  

前 原 ： 大 分 時 間 か か り ま し た よ ね ？  
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Ｍ 教 諭 ： う ん 。 時 間 か け て や る こ と で も 無 い な っ て 思 て た も ん で ね 。 た だ 、 峠

田 っ て い う 、 最 後 の あ れ は 必 要 や っ た ん ね 。 あ の … た っ た 一 人 が て っ ぺ

ん 、 た っ た 一 人 が 一 番 不 利 な 条 件 で 田 ん ぼ 作 っ て る っ て こ と を や ら な あ

か ん 。 そ れ は 作 者 が 「 み た い 」 っ て い う き っ か け の 一 つ に な る か ら な 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 践 に 関 す る Ｍ 教 諭 イ ン タ ビ ュ ー ②  

 日 時 ： 20 09 / 11 /2 9  1 3： 00～ 14： 3 0 場 所 ： Ｍ 小 学 校  5 年 生 ク ラ ス に て  

イ ン タ ビ ュ ア ー ： 前 原  研 究 協 力 者 １  
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研 究 協 力 者 １ ： い つ も 授 業 を 見 せ て い た だ い て い て 、 先 生 が 黒 板 に 書 か れ て い

る 「 き く 」  

Ｍ 教 諭 ： う ん 、 よ く 書 く よ ね 。 耳 へ ん の 「 聴 く 」 や ろ ？  

研 究 協 力 者 １ ： は い 、「 聴 く 」。 こ れ は 、 私 が 見 さ せ て い た だ い て い る 範 囲 な の

で す け ど 、 い つ も 子 ど も た ち に 言 わ れ る と き は 、 耳 へ ん の 方 の

「 聴 く 」 を 使 わ れ て い る ん で す か ？  

Ｍ 教 諭：え え 、そ う 。こ れ は 、昔 か ら そ う で 、「 聴 く 」っ て い う 言 葉 の 意 味 を 子

ど も た ち に 伝 え る ん や け ど 、 普 通 、 門 が ま え の 「 聞 く 」 や ん な ？  

研 究 協 力 者 １ ： は い 。  

Ｍ 教 諭 ： 例 え ば ね 、 こ う い う コ ン コ ン と い う 音 。（ 指 で 机 を た た く 。） こ れ や っ

た ら ど っ ち 使 う ？  

研 究 協 力 者 １ ： 門 が ま え の 「 聞 く 」。  

Ｍ 教 諭 ： 門 が ま え の 「 聞 く 」 や ろ ？ 音 に は 意 味 な ん て 無 い や ん か 。 例 え ば 、 そ

こ を 通 っ て 行 く 車 の 音 も 聞 く で 、 門 が ま え の 「 聞 く 」 や ろ ？ 「 聴 く 」 と

い う の は 、 そ の 内 容 を 聴 き 取 る っ て い う 意 味 が あ る ね ん 。 だ か ら 、 人 の

話 を き く っ て い う こ と と 、 音 が 耳 に 入 っ て く る っ て 聞 く 、 門 が ま え の 聞

く 、 そ れ も き く っ て こ と や ん な ？ 例 え ば な ん か 音 が 聞 こ え て き た 。 そ れ

は 、 こ ち ら が 意 図 的 に じ ゃ な く て 、 向 こ う か ら 勝 手 に 入 っ て く る っ て い

う の も 門 が ま え の 「 聞 く 」 や け ど も 、 耳 へ ん の 「 聴 く 」 は 、 こ っ ち が 聴

こ う と し な く て は 聴 け な い っ て 意 味 。 だ か ら 、 内 容 を 聴 き 取 る 、 こ っ ち

が 意 識 し て 内 容 を 聴 き 取 る と い う 作 業 が 、 授 業 の 中 で は 絶 対 必 要 な ん 。

授 業 だ け じ ゃ な く て 、 集 会 と か そ う い う 時 も そ う な ん や け ど 。 わ ざ と 耳

へ ん の「 聴 く 」っ て い う の を 使 っ て 、門 が ま え の「 聞 く 」と 耳 へ ん の「 聴

く 」 の 違 う っ て い う 意 識 を さ せ て い る  

研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 、 4 月 の 最 初 か ら ？  

Ｍ 教 諭 ： も う 最 初 か ら 。 ど の 学 年 持 っ て も 、 ど の 子 た ち で も 。 で 、 こ れ は 「 耳

か ら 入 っ て 十 四 の 心 」 っ て 書 く や ん か ？ で 、 そ う い う こ と を 言 う ね ん 。

耳 か ら 入 っ て 十 四 の 心 で 聴 く っ て い う こ と を な 。 十 四 じ ゃ な い け ど 、 一

応 十 四 っ て こ と に な る や ん か な 、 こ れ 。 耳 か ら 入 っ て 十 四 の 心 、 そ う い
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う こ と や ね ん 。  

研 究 協 力 者 １ ： 今 、 昔 か ら と お っ し ゃ っ て い た の で す け ど 、 そ れ っ て …  

Ｍ 教 諭 ： も う 、 初 任 の こ ろ か ら 。  

研 究 協 力 者 １ ： 一 番 最 初 か ら 。  

Ｍ 教 諭：い ろ ん な 先 輩 た ち か ら 教 え て も う た こ と も あ る か ら 、「 聴 く 」っ て 大 事

な こ と や っ て い う の が あ っ て 、 そ れ は し て き た ん や け ど も 、 で も 、 最

近 特 に 「 聴 く 」 っ て い う こ と が 全 て の 行 動 、 全 て の 学 び の 大 前 提 に な

る っ て こ と が 分 か っ た 、 も っ と 明 確 に な っ て き た も ん や か ら 、 こ こ 数

年 、 2、 3 年 、も う ち ょ っ と 前 か な ？「 聴 く 」っ て い う こ と の 徹 底 っ て

い う の は 、 以 前 よ り も 徹 底 さ せ る 、 徹 底 す る よ う に な っ て き た と 思 う

し 、 も っ と 価 値 が あ る な っ て い の は ね 。 例 え ば 、 人 の 話 を 聴 い て な い

と 、 問 題 を 作 っ た り だ と か 、 課 題 作 っ た り と か で き へ ん の や ん か な 。

そ れ が も っ と も っ と 明 確 に な っ て き た な っ て 、自 分 の 中 で 。こ こ 数 年 、

2、 3 年 前 、も う ち ょ っ と 前 か ら か な 、聴 か な あ か ん っ て い う の は 。以

前 か ら 大 事 や な っ て 思 っ て い た け ど  

研 究 協 力 者 １ ： 聴 く こ と が 大 事 っ て い う こ と を よ く 言 わ れ る よ う に は な っ て き

て い る じ ゃ な い で す か ？ で も 、 他 の い ろ ん な 授 業 と か を 見 せ て い た だ

い て い て も 、 Ｍ 先 生 の 授 業 と い う の は 聴 く こ と が 大 事 っ て い う こ と が

と て も 分 か り や す く て 、 今 も お っ し ゃ っ て い た よ う に 問 題 を 作 る に も

大 事 と か 、 ど こ に 大 事 な の か っ て い う こ と が 分 か り や す い し 、 子 ど も

た ち の 変 化 も 見 取 り や す く て 。  

Ｍ 教 諭 ： そ の 、 聴 か な い と 座 っ て も 何 も 始 ま ら な い 。 そ の ス タ ン ス っ て い う の

は 変 え て な い ん や ん か 。何 で も「 聴 く 」こ と か ら 始 ま る 。「 聴 く 」っ て い

う の は 、 あ る 意 味 別 の 言 い 方 を す る と 、「 集 中 」 な ん や ん か な 、 集 中 力 。

そ の こ と と セ ッ ト な ん や ん か な 、 い つ も 考 え て い う の は 。 そ れ と も う 一

つ は 、「 話 す 」っ て あ る で し ょ 、自 分 で 言 う っ て い う 。自 分 で 言 う っ て い

う こ と も 、 聴 け な い 人 間 っ て い う の は 言 え へ ん ね ん 。 単 な る お し ゃ べ り

や ね ん 、 発 言 じ ゃ な く て 。 ベ ラ ベ ラ 言 っ て い る だ け で 、 聴 い て 自 分 は ど

う 持 つ の 、 ど う 考 え る の か っ て い う こ と を 相 手 に 伝 え る っ て い う 意 図 が

あ る や ろ ？ で も 、聴 か な く て 伝 え る っ て い う こ と は あ り え な い 。だ か ら 、
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「 話 す 」 こ と も 全 部 「 聴 く 」 こ と が 前 提 に な っ て く る 。 聴 け な い 人 間 は

話 せ な い 。 そ う 思 い ま す 。  

研 究 協 力 者 １ ： 今 、 初 任 の 頃 か ら 「 聴 く 」 こ と を 大 事 に さ れ て い る っ て お っ し

ゃ っ て い た ん で す け ど 、そ れ は 、い ろ ん な 先 生 か ら 聴 い て い た ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： え っ と ね 、 僕 は 同 じ 研 究 会 に 所 属 し て い て 、 そ の 研 究 会 の 先 輩 、 先 生

た ち の 実 践 と い う の は 「 聴 く 」 こ と を 大 事 に し て い て 、 そ れ に か な り 影

響 は 受 け て い る 。で も 、み ん な「 聴 く 」こ と は 大 事 に し て い る 、「 聴 か な

あ か ん 、聴 か な あ か ん 。」っ て 。ど の 先 生 だ っ て 言 う じ ゃ な い ？ で も 、じ

ゃ あ 、 具 体 的 に ど う や っ て 子 ど も た ち が 聴 け る よ う に す る の か っ て い う

具 体 性 な ん か 、み ん な 持 っ て な い 。「 聴 き な さ い 」っ て い う だ け で 。聴 い

た と し て も 、 何 を 聴 い た の か 、 聴 い た 結 果 ど ん な 風 な プ ラ ス の こ と が 生

ま れ た の か っ て い う の は 、 あ ん ま み ん な 実 践 中 で も 見 せ へ ん や ん か な 。

結 果 と し て 見 え へ ん こ と な い ？「 聴 き な さ い 。」と は 言 う や ん ？「 聴 き な

さ い 、聴 き な さ い 。」っ て 。で も 、そ の 聴 く こ と で 何 が 生 ま れ た の か っ て

い う こ と を き ち っ と 事 実 と し て 出 し て な い 人 が た く さ ん い る 。で も 、「 聴

く 」 こ と に よ っ て 子 ど も が 考 え を 深 め た り 、 議 論 し た り 、 論 証 し た り 、

討 論 し た り っ て い う 、 結 果 と し て 生 ま れ て き て い る の で 、 す ご く 大 事 な

こ と や な っ て 思 う 。 だ か ら 、「 聴 き な さ い 」 っ て 言 う の は 簡 単 な ん や で 、

言 葉 で 。 よ く 言 う や ん な ？  

研 究 協 力 者 １ ： よ く 聞 き ま す よ ね 。  

Ｍ 教 諭 ：「 聴 き な さ い 」 っ て 言 う て 。 で 、 子 ど も た ち に 「 聴 き な さ い 。」 っ て 言

う て 、 子 ど も が シ ー ン っ て 静 か に な っ た ら 聴 い て い る っ て 勘 違 い し て い

る 人 お ら へ ん ？ 聴 い て な い も ん ね 、 あ れ は 。  

研 究 協 力 者 １：静 か に さ せ る と か 、自 分 の 指 示 に 従 い な さ い っ て い う こ と が「 聴

く 」 っ て な っ て い る こ と が 多 い な っ て  

Ｍ 教 諭 ： そ う い う こ と 。 そ う い う こ と や と 思 い ま す よ 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ れ と は 、 先 生 の 「 聴 く 」 は 違 う だ ろ う な っ て 思 っ て 。  

Ｍ 教 諭：違 う 、違 う 。僕 、「 聴 き な さ い 。」な ん て 言 わ へ ん も ん 。「 聴 き な さ い 。」

と か 絶 対 言 わ へ ん も ん 。 聴 く よ う に 持 っ て い く だ け で ね 。  

前 原 ： 研 究 会 な の で す け ど 、 あ る 先 生 の 実 践 を 見 て そ の と き っ て 感 じ で す か ？
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一 つ の 実 践 で 、 っ て い う ？  

Ｍ 教 諭 ： い や い や 、 何 人 も の 人 。 で も な 、 す ご か っ た の は 、 あ る 先 生 が い て ん

ね ん や け ど な 。 そ の 人 の 授 業 っ て い う の は び っ く り す る よ 。 そ の 先 生 の

授 業 の 中 で 、 子 ど も っ て い う の を 徹 底 し て 聴 く の よ 。 も う す ご く 聴 く 。

そ の 授 業 を 見 た ら 、「 聴 く 」な ん て こ と は い い 加 減 な こ と じ ゃ な い っ て こ

と が 分 か る 。 も う そ れ は 初 任 の 頃 か ら 見 て い た か ら  

前 原 ： そ の 授 業 を 見 て 、「 聴 く 」 こ と の 大 事 さ を 痛 感 し た っ て い う ？  

Ｍ 教 諭 ： も う 、 す ご い わ 。 だ か ら 、 そ の 授 業 に 対 す る 憧 れ っ て の が あ っ て 、 そ

の 授 業 を し よ う と 思 う と 、「 聴 く 」こ と が 大 事 や っ て こ と も 分 か る し 。自

分 は そ う い う す ご い 先 生 の 実 践 に 憧 れ て 今 ま で や っ て き た か ら 、 や れ ば

や る ほ ど 近 づ け へ ん っ て 思 う ん や で 。 で も 、 あ れ を 目 指 さ な あ か ん て い

う 気 持 ち が あ る も ん や か ら 。  

前 原 ： そ の 実 践 に 出 会 う ま で は 「 聴 く 」 な ん て こ と は 全 然 大 事 だ と 思 っ て な か

っ た ？  

Ｍ 教 諭 ： だ っ て 、 学 生 の と き に 「 聴 く こ と の 大 切 さ 」 な ん て 教 え て も ら わ へ ん

や ろ ？  

前 原 ： 先 生 は 心 理 学 を 特 に …  

Ｍ 教 諭 ： う ん 、 心 理 学 。  

前 原 ： 先 生 、 大 学 は ど ち ら ？  

Ｍ 教 諭 ： 京 都 教 育 大 学 。  

前 原 ： 京 都 教 育 の 心 理 学 …  

Ｍ 教 諭 ： 京 都 教 育 の 教 育 学 科 の 心 理 学 科 。  

前 原 ： そ こ で 4 年 過 ご さ れ て 。  

Ｍ 教 諭 ： 過 ご し た だ け や で 。 勉 強 せ え へ ん か っ た 。 行 っ て い る だ け 、 あ ん ま り

行 っ て も な か っ た  

前 原 ： 現 場 に 行 っ た り と か も 無 く て ？  

Ｍ 教 諭 ： 無 か っ た 。 全 く な か っ た ね 。  

前 原 ： 教 採 を 1 年 で 、 4 年 の と き に 通 っ て ？  

Ｍ 教 諭 ： う ん う ん 。 あ の 頃 簡 単 や っ た か ら 。 誰 で も 通 っ た し 、 俺 で も 通 っ た ん

や か ら 。 採 用 試 験 覚 え て い る わ 、 全 然 で き へ ん か っ た の ミ シ ン の 名 称 書
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き な さ い っ て 言 わ れ て 、 全 然 書 け へ ん か っ た 。  

前 原 ： こ の 頃 は 特 に 、 教 師 に な っ た ら 大 事 に し よ う っ て い う も の は 無 か っ た ？  

Ｍ 教 諭 ： 無 か っ た 。 あ の 頃 っ て 、 テ レ ビ ド ラ マ で 先 生 の ド ラ マ っ て 多 い や ん ？  

研 究 協 力 者 １ ： 学 園 ド ラ マ 。  

Ｍ 教 諭 ： 学 園 ド ラ マ と か 。 金 八 先 生 と か あ っ た し 、 そ れ か ら い ろ ん な や つ あ っ

て 、あ あ い う 熱 血 感 の あ る 先 生 が 良 い 先 生 や っ て い う の が あ る や ん か な 。

で も 、 現 場 に 行 っ た と き に そ ん な ん 通 用 し な い っ て 本 当 に 分 か る よ 。 も

う 初 任 の 4 月 か ら 、現 場 に 行 く 前 か ら 、そ う い う 研 究 会 で 先 生 た ち と 勉

強 し て い た か ら 、 春 休 み の 段 階 か ら だ か ら 、 ち ょ っ と 心 構 え 持 っ て 現 場

入 っ て い っ た か ら 。  

前 原 ： 春 休 み に 行 っ て 、 そ の 「 聴 く 」 っ て い う か 、 授 業 の す ご さ っ て い う の に

…  

Ｍ 教 諭 ： 4 月 か ら ど ん な こ と 意 図 的 に や っ て い く か っ て こ と を 徹 底 し て 教 え て

も ら っ た 。 だ か ら 、 フ ワ フ ワ し た 気 持 ち で は 行 か へ ん か っ た と 思 う 、 自

分 で は 。  

前 原 ： そ れ は 何 人 く ら い み え た の で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： 研 究 会 、 あ の 頃 ね 、 2 0 人 く ら い い た と 思 う 。  

前 原 ： 初 任 は 先 生 だ け ？  

Ｍ 教 諭 ： い や い や 、 同 じ 同 期 の や つ 何 人 か お っ た 。 3、 4 人 お っ た か な 。 で も 、

そ の 先 生 は さ 、 そ の 同 期 の や つ は み ん な 宮 坂 研 究 室 の 人 や ね ん 、 三 重 大

の 。  

前 原 ： な る ほ ど 。 じ ゃ あ 、 ず っ と そ う い う 勉 強 を ？  

Ｍ 教 諭 ： そ う 、 ず っ と 勉 強 し て き た 人 ら な ん や ん な 。 僕 だ け 全 然 知 ら ん と そ こ

行 っ て い る か ら  

研 究 協 力 者 １ ： そ の 勉 強 会 は 、 絶 対 行 け と か そ う い う の で は な い の で す よ ね ？  

Ｍ 教 諭：い や 、誘 わ れ た ん 。自 分 の 恩 師 の 先 生 が 入 っ て い た か ら「 来 や へ ん か ？ 」

っ て 言 わ れ て 。 で も 、 初 任 の 頃 か ら そ う い う 授 業 し て い く た め の 武 器 っ

て い う の を ど ん ど ん ど ん ど ん 吸 収 で き た も ん で 、 今 で も や っ て る ん や と

思 う 。 僕 、 無 か っ た ら も う 辞 め て い る と 思 う  

― ― ―  
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研 究 協 力 者 １ ： こ の Ｍ 学 級 の 5 年 生 に 話 が 飛 ん じ ゃ う の で す け ど 、 4 月 頃 に Ｍ

先 生 に お 話 し て い た だ い た 時 に 、 子 ど も た ち は 聴 く こ と が で き て い な い

と お っ し ゃ っ て た ん で す け ど 、 ど の よ う な 子 ど も の 様 子 と か ど の よ う な

こ と を 見 て 、 そ う 思 わ れ た ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： ん と ね 、 手 遊 び 。 友 達 と の お し ゃ べ り 。 そ れ か ら 、 当 て た 時 に 何 も 答

え ら れ な い 。そ れ か ら も う 一 つ は 、言 っ て も 反 応 が 返 っ て こ な い と か ね 。

こ の 子 た ち で 一 番 多 か っ た の は 手 遊 び と 友 達 と の お し ゃ べ り 。 す ご か っ

た ね 。だ か ら 、そ う い う と こ ろ を 見 る と 、「 聴 く 」っ て い う こ と は 全 く で

き て へ ん な っ て 思 っ た 。  

研 究 協 力 者 １ ： こ の 手 遊 び や お し ゃ べ り に 関 し て は 、「 や め な さ い 。」 と 言 う 方

向 で 行 く の か 、 遠 ま わ し に と い う か …  

Ｍ 教 諭 ：「 や め な さ い 」 と も 言 う 。 け ど 、「 や め な さ い 」 と 言 っ て も や め ら れ ず

は ず が な い か ら 、 そ れ を や っ て い る こ と の 無 意 味 さ っ て い う の を 、 ち ゃ

ん と 子 ど も た ち に 伝 え る 。 そ れ が 全 く 意 味 が 無 い と い う こ と 、 そ れ が 勉

強 の 妨 げ に な る っ て い う 話 を す る 。 で 、 そ れ を じ ゃ あ や め さ せ る た め に

は 、 直 接 言 わ ん と 他 の 方 法 を 使 う 。 例 え ば ？  

研 究 協 力 者 １ ： は い 。  

Ｍ 教 諭 ： 例 え ば 、 い ろ い ろ あ ん ね ん け ど 、 思 い つ か へ ん の や け ど 。 例 え ば 、 隣

の 子 が 手 遊 び を や め た と す る や ろ ？ 「 あ な た 今 、 一 瞬 で も 集 中 し た ね 。」

っ て 「 み ん な 分 か る ？ こ の 子 が 集 中 し た の 。 何 で 集 中 し て い た か 分 か っ

た か 分 か る ？ 」 っ て 言 う と 「 分 か ら ん 。」 っ て 。「 こ の 人 ね 、 さ っ き ま で

ね 、 こ う や っ て し て い た の だ け ど ね 、 先 生 の 方 パ ッ て 見 た ん だ よ こ の 人

す ご い ね 。 こ う い う 事 が 自 分 を 変 え た っ て こ と な の だ よ 。」 っ て 言 っ て 、

他 の 子 た ち を そ の 気 に さ せ て い く 。そ う い う 手 を 使 う 。と か 、「 今 日 は あ

な た 1 分 我 慢 し た よ ね 、 明 日 は 2 分 で き る 。」 と か 。 だ か ら 、 結 果 的 に

は 「 や り な さ い 。」 じ ゃ な く て 、 課 題 を 与 え る ん や ん な 。 課 題 を 与 え て 、

そ れ を 突 破 さ せ て 、「 自 分 っ て い う の は 手 遊 び 無 く な っ て き た 。」「 俺 っ て

で き る ん や な 。」「 私 っ て で き る ん や な 。」 っ て い う 気 持 ち に さ せ て い く 。

「 一 瞬 で き た よ ね 。 こ れ が 10 秒 で き る か な ？ 」 っ て 。「 今 日 は ず っ と 1

時 間 手 遊 び せ ん か っ た よ ね 。」 と か 。「 あ な た 友 達 と の お し ゃ べ り 、 ス ッ
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と や め た な 。」 と か 。「 す ご い ね 、 誰 も 言 わ な く て 。」 と か 言 っ て 。「 次 の

時 間 は 、 そ れ が も っ と で き る と 良 い よ ね 。」 と か 言 っ て 、 や ら せ て い く 。

い ろ ん な 手 を 使 う 。  

研 究 協 力 者 １ ： 子 ど も た ち が 褒 め て も ら っ て 、 反 応 を 見 て い て 、 す ご い 嬉 し そ

う な ん で す よ ね 。 た だ 、 変 な 言 い 方 、 5 年 生 く ら い に な る と 、 褒 め ら れ

て も 何 か …  

Ｍ 教 諭 ： 冷 め て い る ん や ん か な 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ う 、 冷 め て い る っ て い う 感 覚 が あ る の で す け ど 、 こ の 子 た ち

は す ご い …  

Ｍ 教 諭 ： 無 い よ ね ？ 無 い し 、 そ こ で な 、 6 年 生 と か 去 年 、 一 昨 年 も そ う や っ た

け ど 、子 ど も ら が 引 く や ん か 、「 あ ほ ち ゃ う ？ 」と か 。そ れ で も や ら な あ

か ん っ て 思 っ て ん ね ん 。で 、そ れ で も や っ て 、と こ と ん や っ て 、「 こ の 先

生 は 嘘 じ ゃ な く て 、ほ ん ま に そ う 思 っ て ん の や 。」っ て 思 わ せ る ま で や ら

な あ か ん て 思 っ て る 。 そ こ で 諦 め ち ゃ う と 、 冷 め た か ら 言 わ ん と こ に な

っ ち ゃ う と 、「 や っ ぱ 先 生 嘘 や っ た ん や 。」 っ て な る 、 子 ど も た ち が 。 あ

る い は 、 そ の 時 だ け の お べ ん ち ゃ ら や っ た ん や っ て 。 な ん ぼ 冷 め て も 、

子 ど も た ち が 引 い た と し て も 、「 こ れ は す ご い よ 。」 と か 「 あ な た す ご い

ね 。」っ て 言 い 続 け て 、言 い 続 け て 。本 当 に そ う 思 っ て い た ら 言 え る か ら

や っ ぱ そ う い う 価 値 観 、 本 当 に 子 ど も が や っ て る こ と が す ご い っ て 感 じ

ら れ る 教 師 じ ゃ な い と で き へ ん の や で ？ そ う い う 教 師 が 、 子 ど も た ち を

変 え ら れ る と 思 う 。 だ か ら 、 冷 め て も 引 い て も 、 し ら っ て し て て も 、 こ

っ ち が 徹 底 し て や っ て い く こ と が 必 要 や と 思 う 。  

研 究 協 力 者 １ ： 特 に ま さ し な ん か 結 構 冷 め て る 感 じ の 子 な ん で す け ど 、 す ご い

う れ し そ う に 笑 っ て る 。  

Ｍ 教 諭 ： ま さ し 、 笑 っ て い る 照 れ て る け ど ね 。  

研 究 協 力 者 １ ： 先 生 も お っ し ゃ っ て い た の で す け ど 、 今 何 で こ の 子 が 褒 め ら れ

て い る の か を ち ゃ ん と 分 っ て い る っ て い う の も 大 事 な の だ な っ て …  

Ｍ 教 諭 ： 一 昨 日 か 、 大 阪 の 宮 川 小 学 校 に 行 っ て 、 6 年 生 に オ ペ レ ー タ ー っ て い

う か 、 表 現 活 動 を 一 緒 に し て た ん や け ど 。 大 阪 の 子 や 、 み ん な な 、 冷 め

た 子 も お る わ 。 そ れ で も 徹 底 し て や る 。「 あ な た す ご い 。」 っ て 、 2 時 間



152 

 

 

3 時 間 や り 続 け る 。 す る と 、 子 ど も た ち も 変 わ っ て く る 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ の 時 間 で ？  

Ｍ 教 諭 ： そ の 時 間 で 。 本 気 で や っ て い る か ら 大 人 で も そ う や ん か な 、 褒 め ら れ

て う れ し い や ん か 。「 あ な た 、 こ の 論 文 す ご く ま と ま っ て い る わ 。」 と か

言 わ れ た ら な 。「 今 日 の プ レ ゼ ン 、 す ご く 分 か り や す か っ た 。」 と か な 。

子 ど も も そ う や と 思 う ん や ん か な 。 自 分 の 良 い と こ ろ 見 つ け て も ら え る

っ て 最 高 の こ と や ん か 。 だ か ら こ っ ち が ね 、 負 け た ら あ か ん ね ん 、 子 ど

も の そ の 雰 囲 気 に 。 よ う 負 け て し ま う ね ん 、 先 生 。 ザ ワ ザ ワ ザ ワ ザ ワ し

て き て さ 、 特 に 荒 れ て い る 学 級 な ん か に 行 く と さ 、 学 級 の 雰 囲 気 を 壊 し

て し ま う ボ ス み た い な や つ が 2 人 か 1 人 く ら い い や へ ん ？ そ い つ が 学 級

の 雰 囲 気 作 っ ち ゃ う っ て い う 。 そ れ に 負 け た ら あ か へ ん と 思 う 。 4 月 段

階 で 教 師 が 本 気 で 作 っ て か な あ か ん と 思 っ て い る 、 徹 底 し て だ か ら 、 4

月 最 初 は 勝 負 や 。  

研 究 協 力 者 １ ： 今 、 4 月 に 比 べ て 、 11 月 の 終 わ り に な る の で す け ど 、子 ど も た

ち は 「 聴 く 」 こ と が で き る よ う に な っ た な 、 と は 感 じ ら れ ま す か ？  

Ｍ 教 諭 ： 大 分 で き る よ う に な っ て き て い る  

研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 、 ど う い う と こ ろ を ？  

Ｍ 教 諭：反 論 を で き る よ う に な っ て き た っ て い う こ と と … 。反 論 っ て 、「 で も な 」

と か 「 私 は 違 う の や け ど 」 と か 、 そ う い う の が 増 え て き て 。 ま だ あ か ん

の や で 、子 ど も た ち 、友 達 の 言 う て る こ と 、安 易 に「 そ や な 」「 う ん 」っ

て 納 得 し て し ま う 子 も 結 構 い る け ど 、 で も 、 そ の 中 で も 反 論 で き る 子 が

徐 々 に 出 て き て る て い う こ と は 、 本 当 は も っ と 早 い 時 期 に せ な あ か ん の

や け ど も 、そ れ は ね 、「 聴 く 」こ と が で き て き て る っ て 証 拠 や と 思 う ん や

ん か 。 ど う い う こ と か っ て い う と 、 自 分 の 考 え と 比 較 し な が ら 聴 い て い

る か ら で き る こ と な ん や ん か 、「 で も な 」と か っ て い う の は だ か ら 、僕 が

い つ も 子 ど も に 言 う の は 、「 聴 く 」っ て い う の は 、必 ず 自 分 の 考 え て い る

こ と と か 自 分 の 意 見 と の 違 い を 聴 か な あ か ん っ て 言 う ん や け ど 、 そ れ が

で き て き て い る っ て い う と こ ろ に 、 初 め て 「 聴 く 」 と い う こ と が で き る

よ う に な っ た っ て 感 じ て い る 。だ か ら 、変 に「 う ん 、う ん 。」っ て 言 っ て

い る の は 、 聴 い て な い 証 拠 や と 思 っ て い る 。 自 分 の 考 え と の 違 い と い う
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も の を 明 確 に 分 か っ て き た と い う 、 そ れ が 、 僕 は よ う や く 聴 け る よ う に

な っ て き た と 思 っ て い る そ う い う 子 が 何 人 か 出 て き て い る っ て い う の は 、

あ れ や と 思 う し 。も う 一 つ は 、こ っ ち 側 の 指 示 を 1 回 で で き る よ う に な

っ て く る の は 大 き い な っ て 。 普 段 の 生 活 の 中 で や っ た ら な 、 成 長 や と 思

う 。 結 構 い ろ ん な 複 雑 な こ と を 言 う け ど も 、 1 回 で こ う や っ て こ う や っ

て 、 次 は こ う せ な あ か ん の や な っ て い う こ と が 分 か る 、 そ れ は 「 聴 く 」

っ て こ と や な っ て 思 う 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ れ も 4 月 か ら 大 分 変 化 し て き た ？  

Ｍ 教 諭 ： 多 分 。 だ か ら 、 後 に も 出 て く る の や け ど 、 や っ ぱ 聴 い た こ と に よ っ て

対 応 で き る っ て い う 、 そ れ が で き て き て る っ て い う の は 一 つ の 結 果 や と

思 っ て る ね 。  

研 究 協 力 者 １ ： 私 か ら 、 見 せ て い た だ い て な ん で す け ど 、 す ご い 変 わ っ た な と

か 、 成 長 し た な と 感 じ て い る の は 、 よ く 今 ま で も お 話 さ せ て も ら っ て た

ん で す け ど 、 は る と と し ゅ う じ が 、 私 の 中 で す ご く 変 わ っ た な と 思 っ て

て 、こ の 2 人 に 関 し て Ｍ 先 生 は 、ど の よ う に 変 わ っ た な と か 考 え ら れ て

い ま す か ？  

Ｍ 教 諭 ： 逆 に 、 何 が 変 わ っ た と 思 う ？ は る と は ど う 変 わ っ て 、 し ゅ う じ は ど う

変 わ っ た っ て 見 え て い る の ？  

研 究 協 力 者 １ ： ま ず 、 は る と は 元 々 自 己 主 張 が 強 か っ た と 思 う の で す ね 。 自 分

が 言 い た い こ と を 言 う だ と か 、 あ と 人 を 選 ん で 話 す っ て い う と こ ろ が す

ご く あ っ て 、 4 月 な ん か は 1 番 前 に い た の で す け ど 、 隣 の 子 じ ゃ な く っ

て わ ざ わ ざ 離 れ た 子 と 話 す だ と か い う 場 面 を 私 は ず っ と 見 て て 、 最 近 は

積 極 的 に 周 り に い る 子 と 相 談 し た り 、結 構 安 易 に「 う ん 、う ん 。」っ て 言

っ て る ん で す け ど 、 話 を 聴 こ う と し て い る 姿 勢 は 見 え て き て る ん で す よ

ね 。あ と 、 2 4 日 、前 の 前 に 来 さ せ て い た だ い た と き に 、は な ち ゃ ん が ち

ょ っ と 黙 っ た シ ー ン が あ っ た じ ゃ な い で す か ？ で 、 そ の あ と に 、 ま き ち

ゃ ん と は る と と ま さ し に 当 て る ね っ て 言 っ た と き に 、 は る と の 前 で 先 生

が 質 問 を 変 え た ん で す ね 。  

Ｍ 教 諭 ： そ や っ た ？ 覚 え て な い け ど 。  

研 究 協 力 者 １ ： 銃 を 下 ろ し た の が 何 で 問 題 に な る の だ っ て い う 話 だ っ た ん で す
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け ど 、 は る と の と こ ろ に 来 た 時 に 、 ど こ か ら そ れ が 分 か る っ て 訊 い た ん

で す よ 。 そ れ に 対 し て は る と が 、 ち ょ っ と 時 間 が か か っ た の で す け ど 、

ち ゃ ん と 適 格 に 答 え て た ん で す よ ね 。 結 構 今 ま で は る と の 意 見 っ て 、 的

を 外 す こ と が た ま に あ っ て  

Ｍ 教 諭 ： 聴 い て へ ん か ら な 。  

研 究 協 力 者 １：子 ど も た ち が「 え ～ ？ 」っ て い う 場 面 が 結 構 あ っ た の で す け ど 、

こ の 場 で 即 、 自 分 が 問 い に 対 し て 対 応 し 、 そ の 後 、 こ こ に こ う 書 い て あ

る か ら こ う で 、 だ か ら こ れ は 問 題 な ん だ っ て と こ ろ ま で 自 分 で 持 っ て い

た ん で す よ 。 こ れ は す ご い な っ て 思 っ て い て は る と は 聴 い て 、 先 生 は そ

の 時 「 ど こ か ら ？ 」 っ て 訊 い て い る の で す け ど 、 そ れ を 訊 い た 意 図 と し

て 、 そ れ が 問 題 に な る 原 因 な の だ っ て い う と こ ろ ま で 読 み 取 っ て い る っ

て 感 じ て … は る と は 先 生 の こ と を 好 き だ な っ て い う の は 感 じ る の で す け

ど 、 内 容 的 に す ご い 聴 け る よ う に な っ た な っ て 思 っ て い て 。 し ゅ う じ は

態 度 が す ご い 変 わ っ た ん で す よ ね 。 一 番 最 初 の 頃 、 こ こ （ 座 席 を 指 す ）

に い て 、 ず っ と 辞 書 を 触 っ て い た り  

Ｍ 教 諭 ： 遊 ん で い た  

研 究 協 力 者 １ ： は さ み イ ジ イ ジ し た り 。 見 て い る だ け で も 、 聴 く フ リ も し な い

っ て い う の が し ゅ う じ だ っ た ん で す け ど 、 と り あ え ず そ の 手 遊 び が 一 切

無 く な っ て 、 先 生 の 問 い に 対 し て 答 え よ う と す る 姿 勢 が 見 え て き た と い

う か 、 は る と で も あ っ た の で す け ど 、 周 り の 子 と 相 談 し よ う と し て い る

っ て い う 場 面 か ら 、 こ の 2 人 は す ご い 感 じ た の で す け ど 。  

Ｍ 教 諭 ： よ く 見 て い る な 。 僕 よ り は る か に 子 ど も の こ と よ く 見 て い る な っ て 思

う ん や け ど 。 毎 日 毎 日 会 っ て い る け ど 、 そ ん な あ れ や っ て 分 か ら ん け ど

や っ ぱ は る と は ね 、 昔 は て つ ろ う に し か 言 わ へ ん か っ た 。 今 で も そ う や

で 。 て つ ろ う に 意 見 を 言 う ね ん 、 4 月 の 最 初 ず っ と 。 ほ ん で 、 言 わ れ た

通 り 、あ の 子 は ち ょ っ と な 、自 分 の 集 中 の 焦 点 が 定 ま ら ん の や と 思 う わ 。

だ か ら 、何 訊 か れ て い る か 分 か ら へ ん し 、何 答 え て い い か 分 か ら へ ん し 、

っ て い う の が あ っ て 、 で も 言 い た い も の や か ら 、 適 当 に 思 い つ い た こ と

言 う て る ん や け ど も 、 で も や っ ぱ り そ う い う 点 も 聴 け る よ う に な っ て き

て い る も ん で 、訊 か れ た 内 容 に 対 し て 答 え る よ う に な っ て き た と 思 う し 、
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そ れ と 僕 も て つ ろ う か ら 離 れ る こ と を 徹 底 し て 言 っ て き た の よ 「 お 前 、

て つ ろ う と 一 生 一 緒 に い る ん か ？ 」っ て 。徹 底 し て や っ た か ら 、だ か ら 、

み ん な に 言 お う 、 み ん な に 言 わ な あ か ん っ て 思 っ て い る や ろ し 、 で き て

き て い る と 思 て い る や ん か な 。 た だ 、 は る と と し ゅ う じ も 共 通 し て い る

の は 、 や っ ぱ り ね 、 ち ょ っ と 怖 く な っ て き て い る の は 、 み ん な が す ご い

か ら そ れ で し ゅ う じ な ん か は 特 に そ う な ん や け ど 、 あ あ い う 性 格 で 「 自

分 だ け や ら ん で も 。」 っ て 4 月 そ う や っ た け ど も 、 み ん な が 進 ん で い る

か ら 、「 俺 も ち ょ っ と つ い て い き た い わ 。」 っ て 思 っ て い る ね ん 。 は る と

に し て も 。だ か ら 、よ う 言 う ね ん 。嫌 味 で 言 っ た ん ね ん や ん か な 、「 し ゅ

う じ 、 や ら ん で も え え か ら さ 。」 っ て 。「 も う 先 生 も 、 無 理 に し ろ っ て 言

わ へ ん し 、も う 疲 れ て い た ら 休 ん で て も え え よ 。」っ て 。「 い や 先 生 、俺 、

や り た い 。」っ て 言 っ て 。だ か ら 、本 当 の 気 持 ち の 中 で は 、し ゅ う じ も は

る と も み ん な と 一 緒 に や り た い し 、 で き る よ う に な り た い っ て い う 気 持

ち は も の す ご い 強 い と 思 う 。 そ れ が ね 、 上 手 く 引 き 出 さ れ て い る ん や と

思 う 子 ど も っ て そ う や ん か な ？ ど ん な 子 で も 、 ど ん な 悪 さ し て い る や つ

で も 、 ど ん な い い 加 減 な や つ で も 、 で き る よ う に な り た い っ て 思 っ て い

る し 、 ほ め ら れ た い っ て 思 っ て い る し 、 ち ょ っ と で も 自 分 良 く な り た い

っ て 願 い 、 み ん な あ る ん や ん か な そ の 願 い が あ る に も 関 わ ら ず 、 こ の 子

は や ら へ ん 子 や っ て 教 師 が 決 め つ け る 、 そ の 子 の や る 気 を 出 さ せ や ん っ

て と こ あ る や ん 。 で 、 み ん な 卑 屈 に な っ て く し 。 そ う や け ど も 、 上 手 に

あ の 子 た ち の 前 向 き な 気 持 ち っ て の を 引 き 出 さ れ て い る よ う な 気 が す る 。

で 、 周 り が さ 、 遊 ん で い る 雰 囲 気 無 く な っ て き て い る や ろ ？ 今 ま で は 、

は る と が 遊 ん で い て も 、 し ゅ う じ が 遊 ん で い て も 目 立 た へ ん か っ た 、 4

年 生 ま で は 。 み ん な そ う や か ら 。 で も さ 、 今 さ 、 そ ん な こ と し て い た ら

自 分 だ け 取 り 残 さ れ て い る っ て い う 感 じ が 実 感 と し て あ る ん や と 思 う や

っ ぱ 、 そ の 中 に 自 分 だ け 乗 り 遅 れ た ら あ か ん て い う 、 そ う い う 気 持 ち が

強 い ん ち ゃ う っ て 気 が す る 。 だ か ら 、 友 達 に よ っ て 変 え ら れ た ん や と 思

う わ 。 周 り の 友 達 に 。 だ か ら 、 は る と な ん か に し て み て も 、 て つ ろ う が

は る と だ け に 言 う な ん て こ と あ ら へ ん か ら さ 、 て つ ろ う は み ん な に 言 う

か ら 、 は る と も そ ん な 風 に 変 わ っ て き た と 思 う し ね 。 や か ら 、 し ゅ う じ
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に し て も は る と に し て も や っ ぱ り 、「 俺 こ の ま ま だ っ た ら あ か ん 、も っ と

や り た い な 。」っ て い う 気 持 ち が 強 く 出 て い る ん ち ゃ う か な っ て 気 が す る 。

だ か ら 、 ま だ ま だ 不 十 分 や と 思 う で 。 や っ ぱ 、 は る と も し ゅ う じ も 学 力

的 に し ん ど い と こ あ る か ら 。 そ れ で 、 友 達 の 言 う て る こ と 聴 き に く い と

思 う し 、 難 し い と 思 っ て い る と 思 う な ん て 言 っ て い い か 分 か ら ん く て 、

戸 惑 っ て 、っ て い う と こ ろ が あ る か も し れ や ん け ど 、で も 、○ ○ さ ん (研

究 協 力 者 １ )が お っ し ゃ っ た よ う に 、ち ょ っ と で も 、は る と に し て も 何 と

か し て 聴 い て 、 自 分 の 考 え を 持 と う と し て 必 死 に な っ て や っ て い る と 思

う 。 し ゅ う じ も ウ ダ ウ ダ や け ど 、 何 と か せ な あ か ん っ て い う 気 持 ち に な

っ て い る と 思 う ま だ あ の 子 た ち の 中 で は 、 何 と か せ な あ か ん と 思 っ て な

い 子 の 方 が 多 い と 思 う 。 た だ 、 目 立 た ん と い る 子 っ て い る や ん 、 ど の 学

級 に も 、 う ち で も 。 ぴ ち っ と し て い た ら そ れ で 済 ん で い く 子 、 あ の 子 た

ち っ て の は な ん と か せ な あ か ん っ て い う の は 思 っ て へ ん と 思 う か ら 最 近 、

ま き を 指 し た り と か さ 、 は な も そ う や ね ん 、 ふ ゆ き と か も そ う や け ど 、

あ の 子 た ち は 別 に 普 通 の 子 や ね ん か 。 だ か ら 、 座 っ て い た ら 済 ん で い く

と 思 っ て い る 子 や か ら さ 、 今 度 は あ の 子 た ち に 徹 底 し て 当 て て 、 あ の 子

た ち を ど う す る か っ て い う と こ ろ を や っ て い か な あ か ん 。  

前 原 ： 当 て る っ て い う の は 、 自 分 か ら で は 言 っ て こ な い だ ろ う っ て い う の が 分

か っ て い る っ て い う こ と で す よ ね ？  

Ｍ 教 諭 ： そ う 、 言 わ ん で も 済 ん で く 子 た ち や か ら な 。 で も 、 言 わ ん と あ か ん の

や っ て い う 、聴 か ん と あ か ん の や っ て い う こ と を な 。わ ざ と あ て ん ね ん 。  

前 原 ： は る と く ん の 話 、 て つ ろ う に だ け 言 っ て い る っ て い う の が あ っ て 、 ビ デ

オ を 観 て 僕 ら も ち ょ っ と 調 べ よ う と 思 っ て い る の で す が 、 い つ 頃 か ら て

つ ろ う く ん と は 言 わ な く な っ た と か … 。  

Ｍ 教 諭 ： 分 か ら へ ん わ 。  

前 原 ： 気 づ い た ら で す か ？  

Ｍ 教 諭： 4 月 の 最 初 は ず っ と「 て つ ろ う 、な ぁ ？ 」っ て 、て つ ろ う と「 な ぁ ？ 」

と か 言 っ て い た 。 ほ ん ま ず っ と そ う や っ た も ん 。  

前 原 ： 去 年 も ず っ と あ ん な 感 じ だ っ た の で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： や ろ な 。 4 年 生 の 時 知 ら ん け ど ね 。  
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前 原 ： 最 初 ○ ○ さ ん (研 究 協 力 者 １ )は 、 は る と は 先 生 に か な り 見 て い る っ て 言

っ て い て 、 先 生 の 言 っ て い る こ と し か 聞 い て な い だ ろ う っ て 言 っ て い た

の で す が 、 て つ ろ う く ん に も か な り 同 意 を 求 め て い る ？  

Ｍ 教 諭 ： 必 ず 同 意 を 求 め て い る 。  

前 原 ： て つ ろ う く ん が し ゃ べ る と 「 う ん 、 う ん 。」 み た い に 聞 い て い て 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。  

前 原 ： こ こ の 関 係 が 面 白 い な と 思 っ た の で す け ど 、 い つ 頃 か ら は る と く ん が そ

う じ ゃ な く て 、 他 の 子 に も 聴 く よ う に な っ た の か と か 、 何 が そ う さ せ た

の か と か 、  

Ｍ 教 諭 ： な ん や ろ な 。 い つ 頃 か と か 分 か ら へ ん け ど 、 や っ ぱ 、 2 学 期 に な っ て

か ら ち ゃ う か な ？ 全 然 覚 え て へ ん わ 。 い つ の 間 に か 。  

前 原 ： そ れ は 仲 が 悪 く な っ た わ け じ ゃ な い の で す よ ね ？  

Ｍ 教 諭 ： な い よ 。 休 み 時 間 と か 一 緒 に い る し 。 給 食 と か 一 緒 に 食 べ て い る し そ

の 時 も 言 っ た も ん な 、「 あ ん た 、 て つ ろ う と 結 婚 す る の ？ 」 と か 言 っ て 。 

前 原 ： そ の 時 何 て 言 っ て い た の で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： 知 ら へ ん 。「 離 れ ろ 。」 っ て 、 バ シ っ と 言 っ た 。 そ の 時 は 厳 し く 。  

前 原 ： て つ ろ う く ん は 最 初 、 て つ ろ う く ん の こ と な の で す け ど 、 大 分 ク ラ ス の

中 心 に な っ て き た と い う 感 じ が し て 。  

Ｍ 教 諭 ： て つ ろ う と は る と は 今 で も こ い つ ら 覚 え て い る の や け ど 、 て つ ろ う と

は る と は こ の ク ラ ス の 一 番 の 癌 や っ た ん や 担 任 の 先 生 に 反 抗 す る 、 言 う

こ と 聞 か へ ん 。 で 、 て つ ろ う な ん か は 、 今 で も 他 の 先 生 に も の す ご い 嫌

わ れ て い る 、悪 く 言 わ れ る 、「 Ｍ 先 生 の 前 だ け え え 格 好 し て い る だ け や 。」

っ て 言 わ れ る 。だ か ら 、え え と こ 見 つ け た っ て く れ た ら え え ん や け ど な 、

そ う じ ゃ な く て 、「 ま だ Ｍ 先 生 が お ら ん と こ で は い い 加 減 な こ と や っ て い

る 」 っ て 散 々 言 う 人 は お る 。 そ れ く ら い て つ ろ う は 曲 者 や 。 4 月 最 初 、

て つ ろ う と は る と は い つ も セ ッ ト で い る か ら 、て つ ろ う と は る と は 4 月

最 初 全 然 や ら へ ん か っ た よ ね 、 話 聞 か ん か っ た し 。 で ね 、 い つ や っ た っ

け な 、 ま だ 始 ま っ て 1 週 間 経 た ん 時 く ら い か な 話 し て 、 絵 描 い て 、「 て

つ ろ う と は る と な 」 っ て 言 っ て 、 覚 え て い る わ 、 こ こ （ 先 生 の 机 ） に 呼

ん で な 、「（ 絵 を 描 き な が ら ） こ こ な 、 4 月 の ス タ ー ト や っ て ん 。 Ｍ 号 こ
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こ か ら ス タ ー ト し て 、 今 み ん な こ こ ま で 来 て い る 勉 強 し て 。 で も な 、 て

つ ろ う と は る と だ け 、 ま だ こ こ に お る で 。 こ こ 、 も う な 、 先 生 よ う 迎 え

に い け へ ん か ら 、 自 分 ら 泳 い で お い で や 。 船 っ て 言 っ た と 思 う わ 。 こ こ

ま で 泳 い で お い で や 。 戻 ら へ ん で な 。 明 日 は ま た こ こ ま で 行 く か ら な 。

あ ん た 、自 分 今 こ こ に お る っ て こ と 知 っ て い る ？ 」っ て 言 っ て 。「 あ あ 。」

っ て 。 こ ん な 話 し た ん 。 次 の 日 か ら 、 変 わ っ て 変 わ っ て 。  

研 究 協 力 者 １ ：「 や ば い 。」 っ て 思 っ た の で す か ね ？  

Ｍ 教 諭：う ん 。て つ ろ う な ん て 全 く 変 わ っ た 。お 母 ち ゃ ん も 家 庭 訪 問 し た 時 に 、

「 先 生 、 変 わ り ま し た 。」 っ て 言 っ て い た も ん 。 家 で も 「 対 応 、 対 応 。」

言 う て る っ て 家 庭 訪 問 の 時 に 言 う て た よ 。  

前 原 ： 4 月 の 初 め 頃 に あ の 話 を し て ？  

Ｍ 教 諭 ： 4 月 の 半 ば や っ た と 思 う よ 。 終 わ り ま で 行 っ て な か っ た と 思 う よ 。  

前 原 ： じ ゃ あ 、 結 構 早 い 段 階 で 。  

Ｍ 教 諭 ： て つ ろ う と は る と を 、 こ の ク ラ ス の 癌 や か ら 、 こ の 子 ら を 変 え る の が

ま ず 先 決 や と 思 っ た も ん で 。 一 番 初 め に 変 え や な あ か ん 子 っ て ク ラ ス の

中 で お る や ん か ？ そ れ が 今 回 、て つ ろ う と は る と や っ た も ん で 。だ か ら 、

て つ ろ う を 変 え れ ば は る と は 変 わ る と 思 っ た か ら 、 は る と は て つ ろ う に

影 響 さ れ る ん や か ら 、 ま ず て つ ろ う な ん や ん か な 。 て つ ろ う を 変 え る こ

と で 、 は る と も 徐 々 に 変 わ っ て き て 。 て つ ろ う は 賢 い も ん で 、 要 領 良 い

も ん で 、 は る と ば っ か に 授 業 中 言 わ へ ん や ろ ？ そ れ に は る と も そ う い う

風 に 合 わ せ て い く ん や と 思 う 。  

前 原：授 業 が 始 ま る 前 に 、て つ ろ う く ん が 一 番「 前 回 は こ う い う こ と を や っ て 」

っ て 言 う 。  

Ｍ 教 諭 ： 言 う や ろ ？ 調 子 乗 っ て い る ん や と 思 う  

前 原 ： そ れ で 、 こ こ に コ ミ ッ ト し て い る っ て こ と は す ご き こ と な ん だ ろ う と 思

い ま す し 、 そ う い う 前 の 話 が あ っ た ら さ ら に す ご い な と 思 っ て  

Ｍ 教 諭 ： そ う 、 そ う 、 そ う い う こ と 。 て つ ろ う が ま ず 核 や っ た か ら 、 変 え た っ

て い う 、 一 番 最 初 。  

前 原 ： し か も そ の 最 初 だ け じ ゃ な く 、 最 初 に 入 っ て も う そ の 後 来 な い か っ て 言

っ た ら そ う じ ゃ な く っ て 、こ こ で 録 画 し て い る 時 に 、「 確 か に そ れ も あ る
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な 。」 と か 言 っ て い た り だ と か し て い る の で 、 ず っ と 授 業 に 居 続 け た り 、

人 の 意 見 聴 き 続 け て る の か な っ て 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う な ん や で 。  

前 原 ： 割 と や ん ち ゃ な 感 じ が し ま す が 。  

Ｍ 教 諭 ： 確 か に 人 を 下 に 見 る こ と が あ る ん や 、 て つ ろ う は 。 だ か ら 、 他 の み ん

な も て つ ろ う に 対 し て 気 を 遣 う と こ ろ が ま だ あ ん ね ん け ど 。 で も ま あ 、

こ の 1 年 が 終 わ る 頃 に は 潰 し た ろ う と 思 っ て い る ん や け ど な そ う い う と

こ ろ が あ る 。  

研 究 協 力 者 １ ： 私 は ず っ と 4 月 か ら は る と を 見 せ て も ら っ て い る ん で 、は る と

が て つ ろ う の 真 似 を し て い る の か な っ て 感 じ る と こ ろ は あ っ た の で す よ 。 

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 も う 、 て つ ろ う の 言 わ れ た ま ま や ね ん 、 あ い つ 。 だ か ら 、

自 分 ち ゅ う も ん 無 い か ら 。  

研 究 協 力 者 １ ： な ん か 、 て つ ろ う が 「 う ん 。」 っ て 言 え ば 、「 あ 、 て つ ろ う も 言

っ た か ら 俺 も 言 う ん だ 。」 み た い な 、「 う ん 」 っ て 言 う 。 て つ ろ う で 気 付

く み た い な と こ ろ が あ る の か な 、 っ て ず っ と 思 っ て い た の で す け ど こ の

前 、 ち ょ っ と 聴 き 方 が 変 わ っ た な と い う の が 、 思 っ て い て 。 そ れ こ そ 、

「 う ん 、 う ん 。」 と か も の す ご く 言 う タ イ プ じ ゃ な い で す か 、 は る と は 。

そ れ が 、 あ ま り 無 く な っ て い て 。  

Ｍ 教 諭 ： あ 、 そ れ は 止 め さ せ た 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ う な の で す か 。  

Ｍ 教 諭：「 あ な た ち ね 、本 当 に 聴 け る よ う に な っ た ら ね 、そ う い う の は 先 生 耳 障

り だ 。」 っ て 言 っ て ね 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ う な の で す か 、 な る ほ ど 。 す ご い 聴 き 方 が 変 わ っ た な っ て 。  

Ｍ 教 諭：し っ と り と 聴 け る よ う に な っ た よ な 。み ん な そ ん な 感 じ や ん な 。「 う ん 、

う ん 。」 っ て あ ん ま 言 わ ん く な っ た 。 あ の ね 、「 耳 障 り だ 。」 っ て 言 っ た 。

で ね 、「 そ れ は 本 当 に 聴 い て い る の か 分 か ら な い 。」 っ て 言 っ て ね 。 聴 い

て い る 証 拠 っ て い う の は 、 対 応 、 反 応 な ん や で 。 で も 、 そ の 反 応 っ て い

う の は 、 す ご い 初 期 の 段 階 で な 、 自 分 の 考 え を 出 せ た と き に 次 の 段 階 に

行 け る っ て 話 も し た し 、そ う し て く る と「 う ん 、う ん 。」で 止 ま っ て い て

は ダ メ だ 。「 そ れ で 満 足 し た ら あ か ん 。」 っ て い う 話 を し た 。 し か も 、 耳
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障 り で う っ と う し か っ た 。  

研 究 協 力 者 １ ： な る ほ ど 、 そ う い う こ と も あ っ た の で す ね 。  

Ｍ 教 諭 ：「 そ れ は ね 、 形 に な っ ち ゃ う で し ょ ？ 」 っ て 。 だ か ら 、「 う ん う ん っ て

言 っ て 、 聴 い て い る っ て 先 生 が 満 足 し て い る と 思 っ た ら 大 間 違 い や ぞ 。」

っ て 。  

前 原 ： 大 体 い つ も 、 始 め に 反 応 し ろ と か し た 方 が い い よ と い う 形 で み ん な 「 う

ん 、う ん 。」っ て 言 っ て い く じ ゃ な い で す か 。そ れ が 、あ る 時 に ち ょ っ と

こ こ で い け て い る か な と 思 っ た ら …  

Ｍ 教 諭 ： そ う 、 言 う し 、「 あ の 人 の 聴 き 方 良 い よ ね 。」 と か 、 う ん っ て 言 わ な く

て も 。「 こ の 人 の 方 が 本 当 に 聴 い て い る 感 じ す る よ な 、あ な た の う ん う ん

よ り 。」 と か 言 っ て 。  

前 原 ： な る ほ ど ね 。  

Ｍ 教 諭：言 う た ん ね ん 。「 今 日 は こ ん な い い 天 気 や ね 。」晴 れ の 日 で ね 、「 今 日 は

雨 が 降 っ て い る ね 。」 っ て 。「 う ん 。」 っ て 、「 降 っ て な い や な い か 。」「 聴

い て な い の に 、う ん っ て 言 っ て い る や な い か 。」っ て 、そ ん な ん が あ る か

ら ね 。  

研 究 協 力 者 １：最 初 の「 う ん 、う ん 。」っ て い う の は 、聴 く 意 識 を つ け さ せ る 感

じ で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 形 や ね ん 。 形 や と 思 う 。 あ ん ま り 意 味 は 無 い と 思 う ん や け

ど な 、 で も 形 か ら 入 る こ と も 大 事 や ね ん け ど 、 で も そ れ に 証 拠 っ て い る

や ん か 、 聴 い て い る 証 拠 出 せ っ て 言 う や ろ 。 聴 い て い る 証 拠 の 一 つ は 反

応 「 う ん 。」 で あ り 、 そ れ よ り も っ と す ご い 証 拠 っ て い う の が 反 論 。「 そ

う や 。」っ て 言 葉 で 言 う 。「 僕 も 一 緒 。」と か「 僕 ち ょ っ と 違 う の や け ど 。」

っ て 、 そ う い う レ ベ ル が あ っ て 、 最 初 分 か ら へ ん か っ て 、 そ ん な ん 出 せ

や ん 時 は 、 聴 い て い た 証 拠 と し て 、「 う ん 、 う ん 。」 っ て 言 え れ ば い い よ

ね っ て 話 す る か ら 。そ れ で み ん な そ れ は し て い く ね ん と 思 う ん や け ど な 。

そ れ で 、 本 当 に 聴 い て い た ら 、「 違 う 。」 っ て 、 違 う な っ て 思 う こ と に は

「 う ん 。」 っ て 言 わ へ ん や ろ 。「 え ～ 。」 っ て 言 っ て か ら 、「 で も な 、 あ の

な 。」っ て 言 う や ん か な 。だ か ら 、内 容 が ち ゃ ん と 分 っ て く る と 、聴 く っ

て こ と が ち ゃ ん と 出 来 て く る と 、 反 応 も 変 わ っ て く る 。 今 、 そ ん な 風 な
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状 況 に ち ょ っ と な っ て き て い る ん ち ゃ う か な っ て 気 が す る  

研 究 協 力 者 １ ： 形 の 話 が 今 あ っ た の で す け ど 、 対 応 っ て い う の を 先 生 が よ く お

っ し ゃ っ て い て 、 そ れ は ど う い う こ と を し て ほ し く て 、 子 ど も た ち に ど

う い う 風 に な っ て ほ し い 時 に 、 こ の 対 応 っ て い う 言 葉 を 使 わ れ て い る の

で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： そ れ は も う ね 、 対 応 っ て い う の は う ち の ク ラ ス の 、 う ち の ク ラ ス っ て

い う か な ん か 全 て な ん や ん か 、 対 応 っ て い う の は 。 人 間 関 係 っ て の も そ

う や し 、人 間 の 行 動 っ て の も 全 部 対 応 な ん や ん か な 。対 応 っ て い う の は 、

こ う い う 状 況 や か ら こ の 状 況 に 応 じ た 自 分 の 行 動 を す る っ て の が 対 応 や

ろ 、 簡 単 に 言 う と 。 だ か ら 、 こ こ に 反 応 っ て い う 言 葉 が あ る け ど 、 反 応

っ て い う の は 言 っ た こ と に 対 す る 、 人 の こ と 聴 い た こ と に 対 す る 自 分 の

受 け 答 え が 反 応 っ て 、自 分 は 言 う て て 、そ れ も 対 応 の 一 つ な ん や ん か な 、

反 応 っ て い う の は 。 反 応 は 対 応 の 一 つ な ん や ん か 。 た と え ば 、 誰 か が 、

前 原 さ ん が 鉛 筆 を 落 と し た ら 、 拾 っ て あ げ る っ て い う 対 応 が あ る や ろ 。

こ れ も 対 応 や ん か ん な 。 だ か ら 、 暑 い な っ て 思 っ た ら 窓 を 開 け る 、 こ れ

も 対 応 や ん か な 。チ ャ イ ム あ と 5 分 で 鳴 る な っ て 思 っ て 戻 る の も 対 応 や

ん か 。 全 て の 生 活 、 全 部 対 応 で で き て い る わ け だ か ら 、 対 応 っ て の が で

き な い と 、 人 間 の 生 活 っ て い う か 、 自 分 の 生 活 を よ り 良 く 生 活 す る っ て

い う 点 で は 、 対 応 っ て の が 欠 か せ へ ん と 思 っ て ん ね ん や ん か 。 だ か ら 、

全 て の 時 に 対 応 っ て い う の は 言 う も ん 。 対 応 っ て い う の は な 、 対 応 す る

た め に は 頭 使 う ん ね ん で 、 脳 み そ 。 や っ ぱ 、 す ご く い ろ ん な こ と 気 付 け

て な い と 、 瞬 間 瞬 間 の 判 断 判 断 て い う の が 欲 し い わ け で 、 常 に 頭 働 か せ

て へ ん と 対 応 っ て い う の は で き へ ん か ら 、 そ う い う 脳 の 発 達 と か も 対 応

に よ っ て 生 ま れ る っ て 思 っ て い る 。 だ か ら 、 う ち の 子 ど も ら は よ く 働 く

っ て 言 わ れ る 。 5 年 の 子 は 。 気 が 付 い た ら す ぐ 動 い て よ く 仕 事 す る し 、

他 の 学 年 の 先 生 も よ く 言 わ れ る 。だ か ら 、挨 拶 も 対 応 や ん か な 。「 お は よ

う ご ざ い ま す 。」 っ て い う の も 対 応 や ん か な 。 だ か ら 、 全 て 対 応 関 係 。  

研 究 協 力 者 １ ： 先 生 が お っ し ゃ る 通 り 、 一 応 辞 書 で 調 べ て き た の で す が 、 周 囲

の 状 況 と か 相 手 に 応 じ て 物 語 を す る こ と っ て 書 い て あ っ た の で す が 、 そ

の 周 囲 を 察 知 す る と い う か 、 気 が つ く っ て い う こ と と 、 そ れ に 対 し て 何
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か 行 為 を す る っ て い う こ と が 対 応 と し て 大 事 な と こ と い う か …  

Ｍ 教 諭 ： そ の 通 り や と 思 う 。 ゴ ミ 落 ち て い て も 気 付 か へ ん 人 お る や ん か ま だ 、

ゴ ミ に 気 付 い て 拾 う っ て い う の は す ご い 上 等 な こ と で 、 気 付 い て い て も

拾 わ な い 人 も お る し 、 気 付 か へ ん 人 間 だ っ て お る わ け や ん か な 。 や っ ぱ

り 、 気 付 く っ て い う の は 人 間 と し て 大 事 な こ と や と 思 う し 、 そ れ を 行 動

に 移 す っ て い う こ と は も っ と 大 事 な こ と や と 思 う し 、 そ れ の 力 を 付 け た

い っ て 思 っ て い て 、 対 応 っ て い う の は そ う い う 意 味 で す ご い 大 事 な こ と

や な っ て 思 っ て い る 。 だ か ら 、 聴 く っ て い う こ と 、 反 応 っ て い う こ と に

限 定 す る と 、 や っ ぱ り 友 達 が 言 っ て い る こ と を 大 事 に し て い る っ て い う

こ と が そ う い う こ と で 分 か る わ け や ん か な 。 友 達 は こ う 言 っ た の に … 子

ど も た ち に 言 う ね ん 、「 話 す っ て い う こ と は 、同 時 に 何 が あ る か っ て い う

と 、 話 す こ と と 同 時 に 聴 く こ と が 成 立 す る わ け や ん か な 。 聴 く 人 が い な

い の に 話 す こ と は あ り え へ ん 。 話 す と 聴 く は 同 時 に 起 こ る 、 同 時 に 行 う

対 応 な ん や ん か な 。 ク ラ ス の 中 で 誰 か が 話 す っ て い う の は 、 み ん な が 聴

く っ て い う の が 前 提 と な っ て 起 こ る わ け や ん な 。 だ か ら 、 話 す っ て い う

こ と と 聴 く っ て い う こ と は 別 々 に 起 こ ら な い っ て い う こ と を す ご く 意 識

さ せ る ん や け ど 。 だ か ら 、 話 す 人 が い た ら 聴 く っ て い う 対 応 が あ る し 、

反 応 が あ る し 、 聴 く 人 が い た ら 話 す 人 が 同 時 に あ る わ け や か ら 。 そ れ 、

す ご く 大 事 な こ と や と 思 う で 。聴 く 人 と 話 す 人 は 同 時 に あ る 」っ て い う 。  

前 原 ： そ う い う お 考 え っ て い う の は ど う い う と こ ろ で ？ も う そ れ も 最 初 、 初 任

か ら 、 最 近 ？  

Ｍ 教 諭 ： そ れ は 、 最 初 の 頃 か ら 。 若 い 頃 か ら 。  

前 原 ： そ れ は 、 先 生 の 中 で ？ そ れ と も そ れ も 学 ん だ こ と ？  

Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ そ れ は 気 付 く こ と も あ る し 、 実 践 し て い た ら そ う や な  っ て 思

う こ と も あ る し 、教 え て も ら っ て「 な る ほ ど 、そ う や な 。」っ て と き も あ

る 。  

前 原 ： 今 僕 が 研 究 し て い る バ フ チ ン も ま さ に 、 発 話 は 全 て 対 話 で あ る っ て い う

こ と を 言 っ て い て 、 全 く 同 じ こ と を 言 っ て い る 。 要 す る に 話 す っ て い う

こ と は 必 ず 宛 先 が あ っ て 、 誰 か に 言 っ て い る こ と だ し 、 聴 き 手 と 話 し 手

と い う の も 分 け ら れ な い と 言 っ て い て 。  
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Ｍ 教 諭：だ か ら 、「 聴 き な さ い 」っ て 先 生 よ く 言 う や ろ 。じ ゃ あ 、先 生 が 聴 か せ

る よ う な 話 し 方 を し て い る か っ て 言 っ た ら 、 そ う で は な い 時 っ て あ る や

ん 。 わ ぁ っ て そ ん な ん 聴 き た く な い や ん 。 聴 か せ る よ う に 、 子 ど も が 聴

き た く な る よ う な 話 し 方 っ て の を せ な あ か ん や ん な 、 や っ ぱ り 。 伝 え る

っ て い う 意 識 で や ら な あ か ん か ら ね 。授 業 で も そ う や ん か 、「 誰 誰 さ ん ど

う 思 い ま す か ？ 」っ て い う の と さ 、「 誰 誰 さ 、こ れ 、ど う 思 う ？ 」っ て い

う の と で は 、 全 然 子 ど も た ち が 違 う や ん か な 。 教 師 の 話 す 側 も 考 え や な

あ か ん 、 聴 く た め に は 、 相 手 に 聴 か せ る た め に は 。 で も 、 教 師 は あ ん ま

り そ う い う こ と 意 識 し て な い 。 だ か ら 、 対 応 っ て い っ た と き に 、 話 を 聴

く っ て 聴 く 側 に 責 任 も あ る の や け ど 、 同 時 に 話 す 側 の 責 任 っ て の も あ る

よ ね 。 ど ん な 話 し 方 を す る か っ て い う こ と 。 退 屈 な 講 演 な ん か 聴 き た く

な い よ な 。 し ょ う も な い 話 と か さ 。 そ れ と 一 緒 で 、 ど う や っ た ら 聴 い て

も ら え る か っ て い う こ と を 考 え や な あ か ん 。 聴 く 側 も 聴 く 側 で ど ん な 風

に 聴 く か っ て 意 識 せ な あ か ん 。 そ れ は や っ ぱ 大 事 な こ と や と 思 う 、 役 割

と し て 。 そ れ も 対 応 や な 、 一 つ の 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ う 考 え る と 、 子 ど も た ち が す ご く 聴 く よ う に な っ た っ て い う

の は 、 内 容 と し て 聴 き た く な る よ う な も の に な っ て き た と い う こ と で す

か 。  

Ｍ 教 諭 ： そ れ は な 、 分 か ら ん け ど 。 よ う 見 に 来 て く れ る 先 生 ら が 、 Ｍ 先 生 の 言

う こ と は 、 子 ど も ら に よ く 入 り ま す ね っ て 言 わ れ る 。 上 手 や っ て 言 わ れ

る わ 。 子 ど も 説 教 す る の も 、 説 教 や な い よ う に 説 教 し て い て 、 子 ど も に

「 あ 、 そ や な 。」 と 思 わ せ る よ う な 説 教 の 仕 方 を す る っ て 言 わ れ い て な 。

自 分 で は 分 か ら へ ん ね ん け ど 、 そ ん な こ と を よ く 言 わ れ た 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 、 感 じ ま し た 。 こ の 前 、 ち ひ ろ ち ゃ ん が プ リ ン ト を 無 く

し た と き に 、 あ れ は 子 ど も に 残 る な っ て 思 っ て 。  

Ｍ 教 諭 ： 何 か 言 っ た っ け 、 俺 。  

研 究 協 力 者 １ ：「 予 備 は あ る か ら 全 然 あ げ ら れ る け ど 、 も っ た い な い ね 。」 っ て

言 っ て い た と き に 、 先 生 す ご い な っ て 。  

Ｍ 教 諭 ： も っ た い な い な っ て な 。  

前 原 ： あ れ は 見 つ か っ た ん で す か ？  
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Ｍ 教 諭 ： 知 ら へ ん 。 一 昨 日 と 昨 日 、 い や へ ん か っ た か ら 。 多 分 見 つ か っ て へ ん

と 思 う 。「 も っ た い な い ね 。」 っ て 、 あ れ は 大 事 に せ な あ か ん と 思 う 。  

前 原 ： そ れ は 無 く し た 行 為 で は 無 く て 、 あ っ た も の へ の 大 事 さ っ て い う も の を

伝 え て い る の で あ っ て 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う そ う 。 せ っ か く 自 分 が 勉 強 し た ね 、 書 き 込 ん だ 。 ち ひ ろ は 泣 き か

け て い た も ん 。 だ か ら 、 あ の 子 も す ご い も っ た い な い と 思 っ て い る ん や

ん か な 。  

研 究 協 力 者 １：あ の 時 、み ん な も「 無 く し て な ん だ よ 」と か じ ゃ な く て 、「 か わ

い そ う に 」 と か 「 俺 も 気 を つ け よ 」 み た い な 雰 囲 気 に な っ て い た の で 、

な ん か 良 い 雰 囲 気 だ な っ て 思 っ て 見 さ せ て も ら っ て い ま し た 。  

Ｍ 教 諭：あ あ い う こ と も 、こ っ ち が 言 い 方 の な 、「 何 し と る ん や 、気 を つ け ろ よ 」

っ て 言 っ た と し て も な 、 そ れ は 意 味 無 い し な 、 ど う そ れ が 本 当 に 無 く し

た こ と が 辛 く な る の か と か 、 無 く し た こ と に よ っ て ど れ だ け 自 分 が 「 ま

い っ た な 」 っ て 思 う か っ て い う こ と が 大 事 や か ら ね 。 叱 ら れ た こ と し か

残 ら へ ん や ん か 。 叱 ら れ た こ と じ ゃ な く て 、 自 分 が 無 く し た こ と の 辛 さ

を 感 じ さ せ や な あ か ん か ら 。 周 り の 子 も そ の こ と か ら 勉 強 せ な あ か ん か

ら 、 ち ひ ろ の こ と か ら 、 あ あ い う 言 い 方 を す る ん や け ど ね 。  

研 究 協 力 者 １：い ろ ん な 意 味 で 感 受 性 が 育 て ら れ て い る な っ て 感 じ が し て い て 。 

Ｍ 教 諭 ： い や い や い や 、 そ う か な 。 分 か ら へ ん け ど 。  

研 究 協 力 者 １ ： 先 生 が お っ し ゃ っ て い る 対 応 っ て い う の は 、 こ の ク ラ ス の 子 ど

も た ち は で き て い る な っ て 先 生 は 感 じ ら れ て い ま す か ？  

Ｍ 教 諭 ： い や い や 、 十 分 じ ゃ な い 。 そ ん な ん 、 対 応 な ん て ゴ ー ル は 無 い し 。 行

き つ く と こ ろ は 無 い 。 十 分 で き て い る か っ て い う と 、 そ ん な ん で き て な

い と 思 う よ 。 で も 、 あ の 子 ら な り に 気 が 付 い て 動 け る 子 っ て の は 出 て き

て い る と 思 う し 、 そ う い う 面 で は 成 長 し て い る な っ て 思 う 。 言 わ れ や ん

で も や る し 、 言 わ れ た こ と も き ち ん と で き る っ て い う 子 が 増 え て き て い

る と 思 う 。 面 倒 く さ が ら ん と や っ て い る と 思 う 。 だ か ら 、 こ の 前 も ね 、

す ご い こ と 一 回 あ っ て 。毎 朝 8 時 20 分 か ら 体 育 館 で 歌 の 練 習 し て い る 、

全 校 で 。 初 日 の 練 習 の 時 に 、 5 年 生 遅 く 来 て ん 。 他 の 学 年 よ り 遅 く 来 て

ん 。あ と か ら 、「 先 生 、今 日 す ご い 残 念 な こ と あ っ て 。何 や と 思 う ？ 」「 ＊
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＊ で た こ と ？ 」「 い や 、そ ん な ん ど う で も え え わ 。」っ て 。「 何 や ろ ？ 」「 い

や 、先 生 は な 、き っ と 5 年 生 は 一 番 最 初 に 来 る て 思 っ て た ん や 。そ れ が

な 、 一 番 後 や っ た も ん な 。 そ れ が 残 念 で な 。 先 生 は 一 番 最 初 や と 信 じ て

た ん や け ど な 。」っ て 。次 の 日 か ら め っ ち ゃ 早 い 、毎 日 毎 日 。一 番 最 初 に

来 る 。 全 員 が ダ ー っ て 来 て 。 で な 、 あ の 時 は な 「 こ こ で 並 ぶ の 待 っ て て

ん 、先 生 。」て 言 う か ら な 、「 あ 、そ う な ん や 。待 っ て た ん や な 。で も な 、

そ ん な ん し て い た ら 時 間 経 っ て く し な 。 揃 っ て 行 く 意 味 と か あ る ん か

い ？ 」 っ て 話 し た 。「 無 い な ぁ 。」 っ て 。 そ し た ら ば ぁ っ て 来 て 。 一 番 最

初 に 来 た の 誰 か 知 っ て い る ？ 一 番 早 い の 。  

研 究 協 力 者 １ ： 一 番 早 か っ た 人 で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： 毎 日 早 か っ た や つ が お ん ね ん 。 分 か る や ろ ？  

前 原 ： 男 の 子 ？ て つ ろ う ？  

Ｍ 教 諭 ： て つ ろ う 。 一 番 最 初 に 来 る 。 8 時 1 5 分 く ら い に 来 る 。  

前 原 ： 彼 、 何 で も 一 番 が 好 き っ て い う ね 。  

Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ な 、 認 め ら れ た い ね ん 。 褒 め ら れ た い の ね 。 だ か ら 、 て つ ろ う

が 一 番 最 初 に 来 て い る 。 一 人 で 来 る 。 は る と と 一 緒 じ ゃ な く て 。 誰 よ り

も 早 い 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ れ も 今 先 生 が お っ し ゃ っ て い た 対 応 な の で す か ね ？  

Ｍ 教 諭 ： 対 応 や ろ 。 子 ど も は そ う し よ う っ て 思 っ て い る 。 こ ん な ん ね 、 叱 っ た

ら な 、「 ち ゃ ん と 来 い 。」っ て 言 っ た ら 、「 明 日 か ら ち ゃ ん と 来 い 。時 間 通

り ち ゃ ん と 来 い 。」っ て 言 っ た ら 、次 の 日 は 来 る で 。で も な 、だ ん だ ん そ

う い う の が 崩 れ て く ん ね ん 、子 ど も っ て 。で も な 、「 あ ぁ 、先 生 残 念 や わ 。

期 待 し て い た の に 。」っ て 言 う と な 、子 ど も ら は 必 ず 来 る 。ほ ん ま に 来 る 、

見 事 に 。 も う 1 週 間 2 週 間 続 い て い る か ら 。  

研 究 協 力 者 １ ： 子 ど も た ち が な ぜ 早 く 行 き た い の か 、 て い う の が 子 ど も た ち の

中 に あ る ん で す よ ね 、多 分 そ れ は 。「 早 く 来 な さ い 。」っ て 言 わ れ た の は 、

た だ 先 生 に 怒 ら れ る の が 嫌 だ か ら 行 く だ け で あ っ て 。 今 の Ｍ 先 生 へ の 対

応 っ て い う の は 、 何 だ ろ 、 子 ど も た ち 的 に は 「 先 生 を が っ か り さ せ た く

な い 。」 と か 。  

Ｍ 教 諭 ： そ ん な ん も あ る ん ち ゃ う か な 。 期 待 さ れ て い る か ら っ て い う の も あ る
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ん ち ゃ う か な 。 叱 ら れ る っ て い う よ り も 、 そ れ も 対 応 や と 思 っ て い る し

な 、 子 ど も ら は 。 時 間 と の 対 応 っ て い う 。 20 分 か ら 始 ま っ て い る の に

25 分 や っ た ん や も ん 、集 ま る の 。ち ょ っ と そ れ は な 。ど ん な に ド ッ チ ボ

ー ル し て い る 子 で も 、 パ っ と 止 め て 入 っ て く る 。 言 わ ん で も 。 だ か ら 、

木 、 金 と 丸 々 自 習 や っ た や ん か 、 こ の 前 ず っ と 自 習 や っ た ん や け ど も 、

何 の 問 題 も 無 く や っ て い た み た い 。 遊 ば ん と 、 プ リ ン ト と か 。 大 き な 問

題 無 く 、 き ち ん と や っ て い た 。 子 ど も た ち も 自 分 で 書 い て い た け ど 、 大

体 点 数 が 1 00 点 と か 9 0 何 点 、10 1 点 、1 02 点 、（ プ リ ン ト 見 な が ら ）102

点 、 こ れ 嘘 や ろ 。 1 02、 10 2、 10 1… こ ん な ん や 、 大 体 。 ま あ 、 か な り で

き た て 書 い て あ る な 。 よ く や っ て い る と 思 う よ 、 自 習 も ね そ れ も 対 応 な

ん な 。 先 生 い や へ ん 時 や か ら こ そ 、 あ な た た ち の 力 が 試 さ れ る っ て 言 っ

て ん け ど な 。「 大 丈 夫 か ？ 」 っ て 言 う と 、 あ い つ ら 「 大 丈 夫 や 。」 っ て 言

う か ら 、「 ほ な 、 任 せ る で 。」 っ て 言 う て 。  

研 究 協 力 者 １ ： 先 生 が 今 、 対 応 は ゴ ー ル が 無 い っ て お っ し ゃ っ て い た の で す け

ど 、 ち ょ っ と 難 し い か も し れ な い で す け ど 、 大 体 こ の く ら い に 行 っ て ほ

し い な み た い な 基 準 っ て 無 い ん で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： や っ ぱ り ね 、 目 安 は 教 室 が い つ で も き れ い で あ る と い う こ と 。 整 理 整

頓 で き て い る っ て い う こ と と 、 あ と 、 そ う じ が 上 手 や っ て こ と こ ん な ん

汚 い け ど な 、 ロ ッ カ ー と か ど ん だ け き れ い に 整 理 で き と る と か ね 、 そ れ

か ら 靴 箱 に 靴 を ど ん だ け き れ い に 入 れ と る と か な 、 そ う い う 風 な こ と 。

意 識 せ な で き へ ん こ と や か ら 、 き ち ん と 入 れ る っ て 。 パ ン っ て 放 り 込 ん

だ り と か さ 。 あ あ い う フ ァ イ ル の 入 れ 方 と か も 、 子 ど も た ち き ち ん と や

っ て い る け ど さ 、 入 れ る と か 、 あ あ い う と こ ろ で や っ ぱ 分 か る ね ん 無 造

作 に 置 い て な い か 。そ う い う こ と が で き て く る と 、「 あ あ 、き ち ん と 対 応

で き て い る な 。」 っ て 。  

研 究 協 力 者 １ ： 気 付 く 力 ？  

Ｍ 教 諭：そ う そ う 、そ う い う こ と ね 。そ れ と 、教 室 が き れ い だ と い う こ と は ね 、

整 理 で き る っ て い う こ と は ね 、 汚 い と こ ろ に 違 和 感 を 感 じ る っ て い う こ

と や ん か な 。 違 和 感 感 じ て 直 し と こ っ て い う こ と や ん か な 。 そ れ が で き

る と 、 人 間 と し て す ご い 成 長 や と 思 う ん や ん か な 。 そ れ は 欲 し い 、 す ご
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い 大 事 那 力 や と 思 う 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ れ は 結 構 直 接 言 わ れ た り す る の で す か ？  

Ｍ 教 諭 ： 言 う よ 。 違 和 感 感 じ る こ と は 大 事 や っ て 言 う よ 。 そ れ と 、 あ る 子 が 片

付 け て く れ た こ と と か 、あ る 子 が 何 か し て く れ た こ と は 認 め て 、「 こ の 子

こ ん な こ と し て く れ た ん や で 。」っ て 。帰 り の 時 と か は 自 分 た ち で 戸 を 閉

め に 行 っ た り と か し て い る わ 、 窓 閉 め に 行 っ た り と か で も や っ ぱ り 、 で

き へ ん 子 も い っ ぱ い お る よ 、 人 任 せ の 子 と か 。 要 領 の 良 い 女 の 子 と か お

る よ 。  

研 究 協 力 者 １ ： そ う い う 面 で 、 元 は 人 任 せ や っ た け ど 、 最 近 自 分 か ら 動 く よ う

に な っ た な っ て 感 じ る 子 と か い ま す か ？  

Ｍ 教 諭 ： だ か ら 、 は る と 、 て つ ろ う な ん か は そ の 典 型 や と 思 う で 。 ち ゃ ん と 言

わ ん だ ら そ ん な こ と や っ て へ ん か っ た と 思 う 。 で も 、 あ の 子 ら 率 先 し て

そ う い う こ と や る と 思 う し 。 意 識 が 変 わ っ た っ て い う 子 は 誰 か っ て い う

よ り 何 人 か お る ん や け ど 、 意 識 が 変 わ っ た な っ て い う の は 、 女 の 子 や と

思 う 。 女 の 子 は と に か く よ く 仕 事 や る と 思 う 。 で も ね 、 先 生 の こ と を や

る ね ん 。 分 か る ？ 職 員 室 に こ れ を 持 っ て 行 く と か 、 先 生 が 音 楽 室 行 く 時

に 鍵 を 取 り に 行 く と か 、そ う い う こ と を よ く や る や ん か 、喜 ん で 。で も 、

大 事 な の は 、 人 が い な い 時 に ど れ だ け で き る か な ん や ん か な 。 人 に 褒 め

ら れ た い か ら や る と か 、 人 に 怒 ら れ や ん よ う に や る っ て い う の は 、 本 当

の 力 じ ゃ な い か ら 。 た だ 自 分 が そ れ を や り た い か ら や る っ て い う と こ ろ

に 行 き 着 い た 時 っ て 、 そ う い っ た こ と も 対 応 や と 思 う の や け ど 、 そ う い

う と こ ろ ま で で き て き て る 子 っ て い う の が 何 人 か お る ん や ん か な 。 そ う

い う 子 っ て い う の は す ご い な っ て 思 う な 。 褒 め ら れ る こ と っ て 誰 で も や

り た が る や ん 、「 先 生 に 、こ れ 職 員 室 に 持 っ て た ら 、仕 事 し て る っ て 思 わ

れ る わ 。」 っ て こ と は 。 そ う い う の じ ゃ な い 。  

前 原：ち ょ っ と 戻 る の で す け ど 、「 聴 く 」の と こ ろ で ど う し て そ の「 聴 く 」を で

き る よ う に な っ た と 感 じ る か っ て い う 時 に は 、 授 業 の 中 で 反 論 が で き る

よ う に な っ て く る と か っ て い う く だ り が 、 そ れ は 僕 も そ う 感 じ て い ま す

し 、 ○ ○ さ ん (研 究 協 力 者 １ )も 感 じ て い て 、 僕 は そ れ が 自 分 で 大 事 な と

こ ろ だ と 思 う し 、こ の 4 月 か ら 違 う な っ て い う と こ ろ で 、さ ら に ○ ○ (研
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究 協 力 者 １ )さ ん は 、違 い を 言 う だ け な ら で き る か も し れ な い け ど 、そ れ

じ ゃ 「 あ な た そ う 思 う の ？ 」「 私 こ う 思 う の 。」 で 終 わ っ ち ゃ う の で す け

ど 、 そ の あ と 根 拠 を 本 文 中 か ら 持 っ て こ ら れ る よ う に な っ た と い う と こ

ろ が 質 的 な 違 い じ ゃ な い か と 言 っ て い て 、 最 初 は こ う 思 う っ て い う の が

多 か っ た の が 、「 で も 、 あ な た の 言 う こ と は 違 う の じ ゃ な い か 。」 と か そ

う い う 根 拠 付 け し て 、 そ こ が 違 う の だ ろ な と 感 じ て い る の で す け ど 。 こ

れ は 、「 聴 く 」っ て い う こ と が で き る か ら で き る よ う に な っ た か ら か 、そ

れ は も っ と 別 の 要 因 が あ る の か 、 そ こ ら へ ん が 僕 の 関 心 な の で す け ど 。  

Ｍ 教 諭 ： え っ と ね 、 本 文 戻 っ た り と か い う こ と も 含 め て っ て い う こ と や ろ ？ そ

れ は ね 、 内 容 に よ る と 思 う 。 教 材 の 内 容 と 、 あ と ね 、 大 事 な の は 聴 く だ

け じ ゃ な く て 、論 証 活 動 や と 思 う 。今 ま で 経 験 し て き た 。つ ま り 、「 聴 く 」

こ と に よ っ て 問 題 を 作 る 。さ っ き も 言 っ た け ど 、違 う 意 見 出 る や ん か な ？

違 う 意 見 出 た と き に A か B か っ て い う 一 応 対 立 す る 形 に な っ た と き に 、

A か B 違 う 、A か A で 対 立 し た と き に 、そ の 証 拠 を 文 か ら 探 す と い う こ

と を し な け れ ば 、論 証 に は な ら へ ん わ け や ん か ？ で 、「 こ う こ う こ う や か

ら A」、 簡 単 に 言 う と 、「 こ こ に こ う こ う こ う い う こ と が 書 い て あ る か ら

A、 B で は な い 。」と い う 結 論 が 出 る わ け で し ょ ？ そ う い う 経 験 を 、あ の

子 ら い く つ も し て き て い る ん や ん か な ？ そ の 経 験 の 中 で 子 ど も た ち っ て

い う の は 、 話 し 合 っ て い く に は 証 拠 が い る っ て い う こ と を 覚 え て き て い

る と 思 う だ か ら 、 論 証 活 動 が 無 い 限 り 、 た だ 「 聴 く 」 っ て い う だ け で は

そ こ ま で 行 か へ ん と 思 う 。  

前 原 ： う ん 。 そ れ は 、 僕 も そ う 感 じ て い て 、 そ の 「 聴 く 」 っ て い う だ け じ ゃ な

く て 、 先 生 の 授 業 の 方 法 論 じ ゃ な い で す け ど 、 そ う い う 問 い を 作 っ て 、

そ れ に 対 し て 、発 言 に 対 し て つ っ こ ま れ て 、そ れ で ま た 対 立 が 生 ま れ て 、

解 釈 が 導 き 出 さ れ い た り と か 、 先 生 が 本 当 に そ う な の か と い う こ と を 常

に 問 い 詰 め る と い う 、こ れ は 根 津 先 生 の 言 葉 な の で す が 、「 問 う も の が 問

わ れ る 」と い う 、装 置 と い う ふ う に 表 現 し て い た の で す ね 、根 津 先 生 は 。  

Ｍ 教 諭 ：「 そ う ち 」 っ て あ の 装 置 ？  

前 原 ： 普 通 の 装 置 。 そ う い う シ ス テ ム が こ の ク ラ ス に は あ っ て 、 Ｍ 教 諭 も そ れ

は 意 図 的 に 創 り 出 し て い る し 、そ う い う こ と と 聴 く こ と で 、と い う の が 、
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子 ど も た ち の 変 容 っ て い う の を も た ら せ て い る の だ ろ う と 。  

Ｍ 教 諭：そ う そ う 。だ っ て 、論 証 の 中 に は「 聴 く 」こ と が 絶 対 入 っ て く る も ん 。

聴 か へ ん か っ た ら 絶 対 論 証 な ん か で き へ ん も ん 。 相 手 の こ と 聴 か へ ん か

っ た ら ね 。 必 ず 聴 く っ て い う こ と と 、 意 見 を 言 う っ て い う こ と と 、 そ れ

か ら 証 拠 探 し っ て い う の は セ ッ ト で あ る わ け や か ら 。 そ の 中 の 一 部 や ん

か な 、「 聴 く 」 っ て い う こ と は 。  

前 原 ： そ う で す ね 、 大 事 な 要 素 。  

Ｍ 教 諭 ： そ う 。 は ず せ へ ん 要 素 や か ら 。 だ か ら 、 論 証 活 動 の 経 験 、 証 拠 見 つ け

っ て 何 か っ て い う と 、 真 理 を 見 つ け る っ て い う か さ 、 ど っ ち が 正 し い か

っ て い う 結 果 を 見 て き て 、 そ れ か ら 自 分 の 考 え て い た こ と を ひ っ く り 返

さ れ る っ て い う 経 験 が 無 い 限 り 、 子 ど も た ち は こ れ を 面 白 い と 思 わ へ ん

と 思 う ん や ん か な 。 こ の 前 で も 、 授 業 を し て い た 時 に さ … あ れ い つ や っ

た ？ 水 曜 日 に 来 て く れ た な 。終 わ っ た 時 に「 月 曜 日 ま で 無 い 。」っ て 言 っ

た ら 、子 ど も た ち「 え ～ 、や り た い 。」っ て 言 っ て い た や ん か 。あ れ っ て

そ う や ん な 。 や っ ぱ り 面 白 い か ら さ 、 や り た く な る ん や と 思 う 。  

前 原 ： 驚 き が あ る 。  

Ｍ 教 諭 ： あ る し 、 何 か が あ る は ず や と 思 う か ら ね 。 や っ ぱ そ れ は 子 ど も た ち の

経 験 と し て 、 論 証 す れ ば 、 み ん な で 話 し 合 っ て ね 、 議 論 す れ ば 何 か が 見

え て く る っ て い う 経 験 が あ る か ら や と 思 う 。 だ か ら 、 そ う い う 欲 求 が あ

る か ら 聴 き た く な る ね ん 、 逆 に 言 う と 。 子 ど も は 「 ど う 思 っ て ん ね ん や

ろ ？ 」 と か 思 う し さ 、 聴 く 必 然 性 っ て い う の は 生 ま れ て く る し 、 聴 い た

こ と を 言 う 必 然 性 も 生 ま れ て く る し 。や っ ぱ り「 聴 く 」っ て い う こ と は 、

聴 く 必 然 性 を 生 ま な あ か ん と 思 う 。 そ れ が す ご い 大 事 や と 思 う 。 そ れ を

や っ ぱ り ね 、 お 説 教 無 く 聴 け へ ん や ろ ？ そ れ は 聴 く 必 然 性 が 無 い か ら な

ん や ん か な 。 で も 、 あ あ い う 風 に 謎 を 解 く と か 、 そ う い う 子 ど も た ち に

「 何 か 考 え た い な 。」 と か 「 何 か 知 り た い な 。」 っ て い う 風 な 必 然 性 が 生

ま れ た 時 に 、 初 め て 聴 き た い と 思 っ て 、 聴 く っ て い う 行 為 が 生 ま れ て く

る ん や と 思 う 。 で な 、 そ れ は 授 業 の 中 で し か で き へ ん と 思 う 。 言 い 過 ぎ

か も し れ や ん け ど 、 や っ ぱ り 一 番 大 事 な の は 、 授 業 の 中 で で き る こ と な

ん ち ゃ う か な っ て 。 教 材 の 中 身 、 い つ も 言 う て る や ん か な 、 教 材 の 中 身
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が 大 事 や っ て 。 そ う 思 う 。  

 


